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uJPA　二　f日和乱写，掴侶蒜。ほ・こ」aPan Pat ent s Assoc■a t‥）←■ノのE宗

岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会

第
十
一
回
定
期
総
会

岩
手
県
難
病
連
第
十
一
回
定
期
総
会

平
成
”
…
咋
5
日
1
5
日
州
、
γ
前
l
川
町

よ
り
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ト
…
石
下
、
第
1
・

2
会
議
墨
に
お
い
て
、
第
卜
．
回
定
期

総
会
右
開
催
し
た
（

議
長
は
、
千
日
某
代
よ
理
車
、
理
車
用

名
出
席
、
委
任
状
3
名
で
、
総
会
成
立

卑
下
‥
リ
小
成
2
1
隼
度
活
動
報
机
日
、
決

筒
槻
机
‖
並
び
に
、
結
成
川
圧
∴
県
民
の

集
い
　
収
支
報
告
か
な
さ
れ
、
門
緑
を

総
て
承
〃
仙
さ
れ
た

引
き
続
き
、
平
成
”
山
叶
雌
の
活
動
〃

針
案
、
車
業
計
両
果
、
お
よ
び
f
n
案

か
提
案
さ
れ
、
審
議
し
た
（

●
5
月
1
5
日
比
　
●
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

2
0
1
0
年
度
活
動
方
針
・
事
業
計
画

第
3
号
議
案

平
成
2
2
年
度
活
動
方
針
・
事
業
計
画

活
動
方
針

難
病
の
根
ム
…
的
な
ム
加
療
は
の
り
則
夫
現
を
求
め
つ
つ
、
孤
立
し
が
ち
な

難
痛
忠
東
・
家
族
の
糾
純
化
を
進
め
、
情
報
交
流
を
行
い
、
忠
君
家
廠
Q

O
L
（
隼
溝
の
門
）
の
向
卜
を
目
指
し
ま
す
、
ま
た
、
外
川
休
の
課
題
を

某
的
し
、
県
¶
局
に
要
請
溝
動
を
行
い
ま
す

J
P
A
と
の
址
軌
を
幣
に
し
、
各
小
目
公
庁
交
捗
に
机
極
的
に
参
加
し
ま

す
　
難
病
揖
苫
恵
与
め
た
障
廿
日
帯
状
本
は
の
り
制
制
定
、
靴
症
需
恵
往
本

法
か
策
定
さ
れ
る
よ
う
各
帥
委
〓
会
に
は
、
吏
君
代
よ
を
委
H
と
し
て
ぢ

両
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す

県
内
に
あ
っ
て
は
、
両
町
村
お
よ
び
医
瞭
・
祢
福
仙
川
体
、
往
会
川
体
、

メ
テ
ィ
ア
巧
と
協
力
、
協
調
し
、
難
病
息
斤
・
家
族
か
直
面
す
る
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
難
病
心
音
・
家
族
に
対
す
る
文
接
を
広
く
車
尺
に
訴
え
ま

す。



〔」7「－ム　＜ルハ一　一　日先生′割二王間のある烹庖lこ派遣され、吉事や世こ吉をする人（honle h el pe「）

「1ノ＿「－ト　スティ　ー　在宅招たさり老人を福祉施遠か一時的に和かリrl、虐する（s h0r t S t O Y）

〔
具
体
的
活
動
指
針
〕

1
、
組
織
強
化
と
事
務
局
体
制
の
整
備

用
　
独
り
ほ
っ
ち
の
雌
痛
忠
君
を
な
く
す
た
め
、
木
組
紙
の
忠
君
・
家
族

会
の
机
純
化
を
支
援
し
、
難
病
通
へ
の
加
入
促
進
を
は
か
る
。

脚
　
l
・
．
山
手
県
、
各
市
町
村
、
病
院
等
と
の
址
軌
を
深
め
、
什
会
啓
発
車
業

や
在
宅
療
養
支
援
に
つ
と
め
ま
す
。

㈲
　
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
益
成
講
座
を
開
催
し
、
忠
君
家
族
の
支
援
体
制
を
酢

立
す
る
。

棚
　
行
政
に
対
し
て
以
ト
の
こ
と
を
要
望
す
る
く

1
　
在
宅
難
病
皿
斤
の
移
動
友
接
並
び
に
駐
車
場
の
確
保
　
（
難
病
山

行
の
ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
普
及
）

2
　
災
再
‥
日
1
の
友
接
と
医
楯
作
制
幣
備

3
　
難
病
忠
君
の
拙
労
支
援

1
　
難
病
相
談
支
接
セ
ン
タ
ー
運
営
の
克
夫
を
図
る
こ
と
。

㈲
　
難
病
通
に
次
の
組
織
を
閃
き
、
車
務
局
と
通
鵜
し
な
か
ら
n
L
的
な

卑
円
価
溝
助
を
賊
血
す
る
。

1
　
総
務
部
　
運
営
▲
般
、
規
約
・
網
棚
、
法
制
の
研
究
、
祢
種
劇

▲
ゝ
L

2
　
組
織
部
　
史
帯
川
体
組
織
の
拡
充
と
意
見
某
的
、
賢
助
会
H
正

人

、

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

3
　
福
祉
部
　
難
捕
忠
君
の
福
祉
の
向
卜
、
就
学
・
教
召
、
就
労
に

関
わ
る
外
機
関
と
の
迅
拙

4
　
情
パ
部
　
機
関
誌
1
い
わ
て
な
ん
れ
ん
．
・
会
報
の
発
′
付
、
そ

の
他

5
　
文
化
部
　
人
目
一
椚
川
、
美
術
展
の
開
催

6
　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　
難
病
相
談
全
般
の
運
常
企
両

2

23｝

3

脚㈲
一

日

1㈲67

7
　
会
計
部
　
難
病
速
の
会
計
仝
股
に
関
わ
る
二
と

福
祉
活
動

疾
病
川
休
の
要
求
を
取
り
ま
と
め
関
係
機
関
へ
改
誉
策
を
要
望
・
陳

情
し
、
改
告
に
努
め
る
∪

…
石
r
県
及
び
市
町
村
に
難
病
忠
君
の
美
徳
調
査
を
▲
嬰
叫
・
、
す
る
（

ホ
ー
ム
ヘ
ル
ハ
ー
や
ソ
ヨ
ー
ト
ス
テ
イ
等
在
宅
難
病
忠
常
の
牛
清
文

接
車
業
の
拡
人
を
求
め
る
。

J
P
A
と
通
拙
し
、
姉
川
対
策
、
年
金
な
と
難
病
忠
君
・
家
族
の
牛

溝
状
盤
を
碓
h
止
さ
せ
る
ノ

医
療
活
動

後
期
‥
…
齢
書
医
療
の
医
轍
制
度
発
足
に
よ
る
忠
＃
・
家
族
の
医
煩
に

対
す
る
不
安
を
解
消
す
る
た
め
各
病
院
・
保
健
所
と
の
迅
靴
を
強
化

し
、
課
題
解
決
に
あ
た
る
じ

忠
君
・
家
族
か
ら
の
和
談
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
・
踊
関
川
の
協
力

を
得
る
。

医
暁
に
関
わ
る
拙
譲
や
佃
州
料
検
診
車
業
の
機
会
を
拡
人
し
て
い
く
。

難
病
対
策
の
克
美
。
脱
l
月
の
究
明
と
ム
侶
療
法
の
確
立
・
医
療
班
に
対

す
る
公
的
扶
助
を
求
め
て
い
く

臓
器
移
帆
、
肝
炎
対
策
な
と
の
強
化
の
た
め
街
頭
署
名
運
動
等
の
強

化
を
ほ
か
る
。

…
H
手
県
に
難
病
医
漬
女
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
設
・
拡
充
を
求
め
て
い
く

…
〃
下
県
の
難
病
医
療
体
制
の
克
美
に
向
け
て
、
忠
君
か
安
心
し
て
通

院
で
き
る
医
療
体
制
の
整
備
を
進
め
る
U



日日（3日2日1）

ロチャリティ　＝　社会的な拙者活動、慈言行ろくc h a rl t Y）

ロキャラハノ　＝　口伝する一団（c a r a V a n）

情
報
活
動

難
病
通
に
お
い
て
情
織
を
集
約
し
、
各
会
へ
の
情
報
を
提
供
す
る
。

機
関
誌
及
び
通
い
を
発
行
す
る
。

会
日
や
鷺
助
会
i
l
か
ら
の
机
椀
的
な
寄
縞
を
俵
輔
す
る
。

機
関
紙
（
誌
）
　
の
発
行

4
／
1
5
　
な
ん
れ
ん
6
3
日
イ
　
　
6
／
ノ
1
5
　
な
ん
れ
ん
6
1
日
リ

8
／
1
5
　
な
ん
れ
ん
6
5
日
イ
　
　
1
0
／
1
5
　
な
ん
れ
ん
6
6
＝
リ

1
2
／
／
1
5
　
な
ん
れ
ん
6
7
日
イ
　
　
2
／
1
5
　
な
ん
れ
ん
6
8
日
リ

3
／
／
1
5
　
機
関
誌
　
い
わ
て
な
ん
れ
ん
第
1
1
‥
リ
（
冊
P
）

2
、
0
0
0
部
　
発
行

5
、
財
政
基
盤
の
確
立

会
い
か
協
力
し
人
目
い
錯
助
会
‥
日
の
拡
人
を
進
め
て
い
く
。

川
〃
手
県
碓
び
に
直
叫
村
に
対
し
支
援
を
要
請
し
て
い
く
し

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
車
業
を
拡
允
推
進
し
て
い
く
。

叫
山
手
県
附
科
医
師
会
と
逃
供
し
、
1
P
A
と
通
供
し
た
「
不
要
入
れ

園
」
　
の
回
収
車
業
を
す
す
め
る
。

を
机
親
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

8
、
難
病
連
文
化
活
動
の
推
進

以
卜
の
活
動
は
、
肘
川
法
人
…
〃
手
県
k
カ
社
会
振
興
肘
川
の
助
成
金
を

受
け
て
活
動
し
て
い
る
。
小
微
な
が
ら
講
師
謝
礼
や
2
1
年
度
は
　
〝
虹
の
コ

ン
サ
ー
ト
〟
　
を
閲
催
で
き
た
。

小
　
会
i
l
ら
に
よ
る
人
目
唱
川
の
練
習
や
発
起
会
の
支
援
を
行
い
、
コ
ン
サ
ー

ト
を
通
し
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
交
流
・
親
帖
を
深
め
て
い
く
。

脚
　
車
い
す
タ
ン
ス
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
か
中
心
と
な
っ
て
、

〃
2
回
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ト
叫
H
f
で
活
動
し
て
い
る
。
機
会
を
求
め
て

舞
ム
‖
発
よ
を
し
て
い
る
。
2
0
0
5
坪
に
「
車
い
す
ダ
ン
ス
研
究
会
」

を
設
立
し
た
∩
ノ

㈲
　
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
忠
君
が
中
心
と
な
り
、
揖
動
車
い
す
サ
ソ
カ
∵
1

に
取
り
刹
l
み
、
…
f
r
手
県
身
体
障
か
い
苫
体
育
館
で
溝
動
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
対
外
式
人
目
に
山
場
す
る
。
■

刷
　
難
病
速
美
術
作
目
…
展
を
閻
催
し
、
在
宅
難
病
患
音
の
在
宅
難
病
忠
君

の
光
点
ぷ
欲
を
引
き
出
し
、
療
養
の
肋
み
と
し
て
い
く
く

6
、
難
病
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実
施

帖
　
難
病
の
啓
‖
‥
本
・
啓
発
の
た
め
、
県
内
各
市
町
村
の
キ
ャ
ラ
ハ
ン
情
動

を
黒
地
す
る
■
。

㈲
　
キ
ャ
ラ
ハ
ン
隊
と
通
供
し
て
難
病
相
談
1
1
0
番
の
移
動
相
談
を
行

7
、
患
者
移
送
サ
ポ
ー
ト
　
（
ア
ク
セ
ス
）
　
の
実
施

通
院
・
通
湖
に
困
難
を
伴
う
難
病
忠
君
等
の
移
送
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア



杏へ神経内科クリニック
日本神経学会　神経内科専門医

蹟居　阿　部　陸　産

診療時間
●平　日　　9：00～13：00

14：00～18：00

●土曜日　　9：00′〉13：00

●休　診　日曜・祝祭日

駐車場完備

①
●　　●ウィヌ

脇岡ハス

ヒノクー
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→　¢　←
●

才、冨院
nl、

l：、

当院ナ座主÷●　．　　＼■■
トー／」

ヒンクー●

①　　　　さかなちょう商店街（自動車は通行できません）

●さかならょう

〒020－0878　岩手県盛岡市肴町6番6号

電話（019）606－3711



巳トナー　‥　′訂把も目　敏皿や債器隼抱の拘妊・胃辰なとの提供宥　rd o n o rノ

憫
－
県
保
健
福
祉
部
長
と
の
懇
談
会
お
よ
び

県
議
会
陳
情
に
対
す
る
対
応
状
況

●
平
成
2
2
年
9
月
1
4
日
㈹

●
盛
岡
地
区
合
同
庁
舎

■
重
点
要
望
事
項

要
望
内
容
り
　
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
就
労
支
援
相
談
員
の
配
置
に
つ

い
て
　
（
新
規
）

難
病
患
者
の
就
労
促
進
に
向
け
て
、
難
病
相
談
友
接
セ
ン
タ
ー
に
就
労

支
援
相
談
日
を
配
閏
す
る
た
め
人
件
理
の
珊
瑚
を
行
っ
て
く
た
さ
い
っ

回
答
内
容
現
在
、
各
地
方
振
師
ハ
局
巧
に
就
業
支
援
日
か
配
附
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

狸
病
舶
＝
譲
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
で
受
け
付
け
た
相
談
を
「
該
文
接
‖

等
に
取
り
次
ぎ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
も
通
拙
し
な
か
ら
雌
病
忠
君
の
就
労

を
支
援
す
る
什
親
み
を
関
係
部
局
と
辿
拙
し
な
か
ら
検
山
を
し
て
い
ま
す
。
ゝ

な
お
、
小
成
2
2
咋
雌
か
ら
H
で
実
施
し
て
い
る
「
難
病
㍊
君
枕
…
イ
支
接

車
鶴
来
」
は
、
県
が
…
H
r
県
難
病
・
疾
病
川
休
通
路
協
議
会
に
運
営
委
託
し

て
い
る
難
病
机
譲
友
接
セ
ン
タ
ー
に
医
瞭
機
関
、
保
健
所
、
労
働
関
係
機

関
等
の
関
係
帯
に
よ
る
難
病
忠
常
就
ガ
支
接
協
議
会
を
設
吊
の
う
え
就
業

支
援
協
力
‥
日
を
配
岡
し
て
就
労
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
車
業
対
象

忠
君
や
一
公
人
車
葉
音
を
選
定
の
う
え
就
労
環
境
改
書
の
検
山
を
す
る
車
業

で
す
か
、
叫
h
r
県
難
病
・
疾
病
川
体
通
路
協
議
会
に
お
い
て
実
施
体
制
か

整
い
、
車
業
の
黒
施
か
可
経
で
あ
れ
は
、
r
竹
要
求
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
担
当
課
　
保
健
衛
生
課
〕

要
望
内
容
戊
　
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
特
別
対
策
事
業
の
実
施
等
に
つ
い
て

（新規）

り
労
省
が
都
道
府
県
を
実
施
し
h
体
と
し
た
　
1
慢
性
腎
臓
病
　
（
C
K
l
）
）

特
別
対
策
車
美
し
を
美
施
し
、
誹
机
会
な
と
を
開
催
し
県
民
へ
の
啓
発
を

進
め
て
く
た
さ
い
′
　
ま
た
、
臓
器
移
植
法
改
正
に
よ
り
、
提
供
さ
れ
た
臓

州
瑞
か
活
か
さ
れ
る
施
設
や
人
的
整
備
、
ト
ナ
ー
や
ト
ナ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

対
す
る
支
援
体
制
に
努
め
て
く
た
き
い
り

回
答
内
容
1
慢
什
門
脳
病
（
C
K
l
n
二
特
別
対
策
車
業
　
の
黒
地
に
つ
い
て
は
、

「
叫
ハ
下
県
腎
ホ
仝
加
究
会
し
や
「
川
〃
手
県
難
病
・
疾
病
川
体
連
綿
協
議
人
ム
」
、

「
…
〃
手
県
腎
臓
病
の
会
．
な
と
の
関
係
川
休
と
も
相
談
し
、
美
胞
か
可
能

で
あ
れ
は
、
√
竹
要
元
に
つ
い
て
検
l
i
J
L
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

臓
器
移
柚
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
脳
化
卜
で
の
臓
器
揖
供
施
設
と
し
て
、

川
〃
千
匹
科
人
7
、
m
h
け
小
火
病
院
な
と
5
医
漬
機
関
か
指
定
さ
れ
、
脳
死

判
定
委
〓
会
の
設
m
な
と
に
よ
り
、
脳
死
判
定
に
よ
る
臓
器
提
供
か
可
能

な
体
制
か
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
∩
■

ま
た
、
八
・
回
の
臓
㍊
移
植
法
改
正
に
よ
り
脳
死
で
の
臓
器
提
供
か
、
本

人
の
拒
否
が
な
け
れ
ば
家
族
の
水
仙
坐
し
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
臓
器
提
供

音
の
年
齢
制
限
が
な
く
な
っ
た
こ
と
巧
か
ら
、
今
後
、
脳
化
に
よ
る
臓
㍊
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提
供
か
多
く
な
る
こ
と
か
予
想
さ
れ
、
医
時
機
由
や
臓
㌫
揖
供
君
の
家
族

へ
の
支
援
か
．
屑
車
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
現
川
法
人
い
わ
て
愛
の
倣
康
つ
く
り
仙
川
に
委

託
し
て
几
祓
齢
し
て
い
る
「
臓
器
格
納
コ
1
ア
イ
ネ
ー
ク
ー
し
か
中
心
と
な

り
、
改
車
臓
器
移
耕
法
に
閲
す
る
研
修
会
の
開
催
や
医
療
機
関
へ
の
巡
回

訪
問
に
よ
る
医
療
従
車
苫
等
へ
の
増
発
溝
助
を
′
付
っ
て
い
る
ほ
か
、
臓
器

提
供
の
逆
目
心
か
日
嗣
に
移
柚
に
つ
な
け
ら
れ
る
よ
う
、
家
族
へ
の
説
明
や

ぷ
し
人
目
い
な
と
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
な
と
、
臓
器
移
植
は
改

正
に
伴
う
体
制
つ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
〔
担
当
課
　
健
康
国
保
課
〕

要
望
内
寧
ふ
　
根
稚
筋
痛
症
患
者
の
救
済
策
に
つ
い
て
（
新
規
）

広
位
囲
痺
痛
症
及
び
線
維
筋
痛
症
想
音
に
対
す
る
、
病
気
の
認
知
・
理

研
を
医
墟
血
、
福
祉
側
、
社
会
に
対
し
て
周
知
さ
せ
る
た
め
、
県
の
H
P

に
掲
載
す
る
と
共
に
遮
音
の
救
済
策
を
講
じ
て
い
た
た
き
た
い
⊂

回
答
内
容
県
で
は
、
今
咋
7
月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
線
維
筋
痛
症
に
関

す
る
疾
患
の
状
況
や
相
談
先
な
と
に
閲
す
る
情
報
を
提
供
し
、
こ
の
疾
む

に
対
す
る
県
民
の
理
解
の
惚
戒
に
努
め
て
い
ま
す
′

ま
た
、
線
緋
筋
痛
症
を
た
め
た
難
病
に
関
し
て
企
業
の
方
々
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
商
「
関
係
川
体
に

会
い
企
業
等
へ
の
配
布
を
お
即
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

忠
君
の
〃
々
と
保
健
所
や
保
伽
・
医
療
・
福
祉
関
係
苫
な
と
と
の
懇
談

の
場
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
1
川
小
手
県
難
病
・
疾
病
川
体
連
絡
協
議
会
し
、

患
音
川
体
の
　
「
す
み
れ
の
会
」
と
日
へ
作
的
な
〃
法
な
と
に
つ
い
て
相
談
を

さ
せ
て
い
た
た
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
〔
担
当
課
　
健
康
国
保
課
〕

要
望
内
容
Ⅵ
　
急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
を
県
単
独
の
難
病
特
定
疾
患
に

指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
（
新
規
）

本
県
で
た
た
．
人
の
急
伸
m
欠
刊
ホ
ル
フ
ィ
リ
ン
吊
を
…
〃
下
県
申
蝕
の

難
病
昭
定
叛
姐
に
指
定
し
、
川
の
特
定
疾
患
と
川
様
な
医
偵
門
郁
助
を
し

て
く
だ
さ
い
U

回
答
内
容
現
在
、
県
は
、
国
の
　
■
1
特
定
扶
退
治
瞭
研
究
車
業
黒
地
嬰
如
し
に
基
つ

き
、
日
か
指
定
し
た
特
定
疾
患
（
5
6
疾
患
）
　
に
つ
い
て
l
矢
癖
理
の
．
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
か
、
基
本
的
に
は
、
特
定
疾
恕
（
難
病
）
対
策
は
、
回

の
正
作
に
お
い
て
総
人
目
的
・
体
系
的
に
推
進
さ
れ
る
へ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
J

こ
の
た
め
、
日
で
は
、
H
に
対
し
、
法
制
化
や
回
の
財
政
的
出
川
の
拡
充

の
ほ
か
、
軸
足
叛
揖
治
療
研
究
車
業
の
対
象
媒
皿
の
拡
人
な
と
に
つ
い
て

妾
望
を
〓
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
か
、
こ
う
し
た
■
1
1
の
正
作
で
．
〓
う
へ
さ

と
の
考
え
を
踏
ま
え
る
と
、
県
満
－
里
独
で
助
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
て

お
り
、
医
瞭
作
か
高
郷
と
な
る
場
人
目
は
、
．
‥
…
裾
癖
養
理
制
度
を
利
川
し
て

い
た
た
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
研
を
お
願
い
し
ま
す
ノ

急
性
聞
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
を
合
む
遺
k
性
ホ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
川
の
難
治
性
疾
皿
克
服
研
究
車
業
の
研
究
奨
励
分
野
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
は
、
国
に
お
い
て
診
断
仏
師
・
や

扶
忠
概
念
の
酢
L
止
の
た
め
の
研
究
を
．
屑
進
め
る
と
と
も
に
、
判
定
疾
患

治
療
研
究
車
業
の
対
象
疾
患
に
指
定
す
る
よ
う
、
日
に
昼
▲
一
∵
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
り
　
　
　
　
　
　
′
担
当
課
　
健
康
国
保
課
〕

要
望
内
容
ぼ
　
通
院
交
通
雲
の
助
成
に
つ
い
て
（
新
規
）

通
院
に
関
わ
る
・
父
通
用
の
助
成
を
お
願
い
し
ま
す
り

回
答
内
容
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受
診
l
医
艇
惚
蘭
の
…
逓
択
ほ
忠
君
に
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
交
通
鷺

を
県
か
n
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
公
平
性
の
観
点
等
か
ら
慎
重
に
検

討
を
進
め
て
行
く
必
要
か
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
（
小
児
慢
性
特
定

疾
患
児
の
医
療
班
に
つ
い
て
は
、
県
と
川
か
㌧
ず
つ
n
f
－
1
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
か
、
こ
の
門
川
の
中
に
交
通
膏
は
合
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

「
担
当
課
　
健
康
国
保
課
、
児
童
家
庭
課
〕

要
望
内
容
針
　
公
共
交
通
機
関
の
ハ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
（
新
規
）

J
R
駅
な
と
公
旺
ハ
交
通
機
関
の
ハ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
す
る
よ
う
、

県
か
ら
も
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

回
答
内
容
J
R
駅
な
と
公
旺
ハ
‥
父
適
機
関
の
ハ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
県
と

し
て
も
市
せ
な
謀
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
卜
眩
障
か
い
ポ
や
難
病
忠
常

の
方
々
か
、
安
全
か
つ
身
体
的
な
n
机
の
少
な
い
力
は
て
交
通
サ
ー
ヒ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ハ
リ
ア
フ
リ
ー
化
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
、
関
係

帯
に
対
し
て
必
要
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
■
。

〔
担
当
課
　
地
域
振
興
室
、
地
域
福
祉
課
〕

■
要
望
事
項

要
望
内
容
布
ひ
担
当
課
　
雇
用
対
策
・
労
働
重
へ

難
病
に
理
解
の
あ
る
相
談
員
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
設
置
に
つ
い
て
（
継
続
）

難
病
に
理
解
の
あ
る
就
業
支
援
座
門
の
机
譲
‥
日
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
配

m
し
て
く
だ
さ
い
。

要
望
内
容
Z
O
担
当
課
　
障
か
い
保
健
福
祉
課
へ

市
町
村
窓
口
に
業
務
に
お
け
る
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
（
新
規
）

市
町
村
窓
〓
業
路
に
お
け
る
職
日
の
閉
門
の
向
上
と
＝
収
寄
り
の
所
で
車

務
f
続
き
か
出
来
る
よ
う
に
し
て
く
た
き
い
り

要
望
内
容
③
◇
担
当
課
　
障
か
い
保
健
福
祉
課
、
長
寿
社
会
課
へ

介
護
ヘ
ル
パ
ー
業
務
や
移
動
支
援
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
（
新
規
）

介
護
給
付
に
お
け
る
ヘ
ル
パ
ー
の
業
精
や
通
院
等
の
移
動
支
援
に
対
す

る
規
制
を
緩
和
し
て
ほ
し
い
。

要
望
内
容
④
⇔
担
当
課
　
障
か
い
保
健
福
祉
課
へ

移
動
支
援
事
業
の
統
一
し
た
指
導
に
つ
い
て
（
新
規
）

移
動
支
援
車
業
の
統
一
し
た
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

要
望
内
容
㈲
◇
担
当
課
　
健
康
国
保
課
へ

レ
ス
バ
イ
ト
入
院
の
入
院
施
設
拡
大
に
つ
い
て
（
新
規
）

レ
ス
バ
イ
ト
入
院
の
入
院
施
設
拡
人
を
お
願
い
し
ま
す
む

要
望
内
容
⑥
ひ
担
当
課
　
健
康
国
保
課
へ

急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
の
根
治
薬
開
発
に
つ
い
て
（
新
規
）

急
性
糊
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
の
根
治
葉
問
発
を
同
種
補
助
と
す
る
よ

う
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

要
望
内
容
⑦
ひ
担
当
課
　
健
康
国
保
課
へ

保
険
者
が
変
わ
っ
た
場
合
の
高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
に
つ
い
て
（
新
規
）

．
‥
回
報
療
養
班
に
つ
い
て
、
保
険
音
か
変
わ
っ
て
も
多
数
回
の
計
算
と
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
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要
望
内
容
8
ひ
担
当
課
　
健
康
国
保
課
へ

高
額
療
養
費
の
計
算
に
つ
い
て
（
新
規
）

高
郷
漬
養
門
の
J
H
目
に
つ
い
て

人
日
算
し
て
「
h
＝
…
棚
」
に
な
る
場
人
目
か
多
く
＝
回
和
睦
赤
化
の
ぶ
れ
に
n
人

す
る
よ
う
、
H
に
要
O
J
h
L
て
く
た
さ
い
ノ

要
望
内
容
9
⇔
担
当
課
　
医
療
推
進
課
、
健
康
国
保
課
へ

県
内
同
一
レ
ベ
ル
の
難
病
医
療
受
診
体
制
に
つ
い
て
（
新
規
）

以
内
で
吊
▲
レ
ヘ
ル
の
難
病
医
棚
か
一
世
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く
た
き

要
望
内
容
1
0
0
担
当
課
　
健
康
国
保
課
へ

特
定
療
養
医
療
受
給
者
証
交
付
申
請
手
続
書
類
に
つ
い
て
（
新
規
）

特
定
時
運
医
癖
一
支
給
パ
垂
父
‖
小
一
州
－
綻
パ
矧
に
つ
い
て
、
分
か
り
や

す
い
も
の
に
し
て
く
た
さ
い
．

要
望
内
容
日
．
◇
担
当
課
　
健
康
国
保
課
へ

保
健
所
で
の
医
療
講
演
会
等
の
開
催
に
つ
い
て

外
保
健
所
で
難
病
の
医
癖
誹
満
会
、
州
談
会
、
交
流
会
を
開
催
し
て
く

た
さ
い

要
望
内
容
1
2
0
担
当
課
　
健
康
国
保
課
へ

難
病
患
者
の
生
活
保
障
に
つ
い
て

難
病
根
差
の
療
養
側
聞
小
の
糾
談
や
牛
溝
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

要
望
内
容
喝
ひ
担
当
課
　
医
療
推
進
課
へ

小
児
膠
原
病
の
専
門
医
師
の
配
置
に
つ
い
て

小
児
膵
垢
病
の
小
門
医
師
を
H
羊
県
に
配
旧
し
て
く
た
さ
い

要
望
内
容
川
ひ
担
当
課
　
児
童
家
庭
課
へ

特
別
児
童
扶
養
手
当
書
式
に
つ
い
て
（
新
規
）

特
別
兄
量
扶
養
下
り
否
式
に
つ
い
て
、

で
H
に
改
告
を
要
叫
h
し
て
ほ
し
い

診
断
1
t
＝
の
〃
式
不
備
か
あ
る
の



難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

■
平
成
2
2
年
7
月
1
0
日
出

平
成
2
2
年
の
重
点
車
業
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
企
l
叫
し
ま
し

た
。
第
1
回
を
7
日
1
0
日
州
に
、
第
2
回
日
を
1
1
月
2
6
日
用
に
、
盛
岡
駅
西
日

の
ア
イ
ー
ナ
（
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

聞
催
案
内
は
、
各
市
町
村
祉
会
福
祉
協
議
会
と
加
盟
川
仏
、
お
よ
び
腎
助
会

い
宛
に
5
0
0
通
ほ
と
郵
送
し
ま
し
た
。
■
参
加
音
は
第
1
回
は
3
0
省
第
2
回

は
2
0
名
で
し
た
。

第
1
回
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
　
開
催
要
項

1

、

日

　

　

的

2
、
尖
施
も
体

3

、

後

　

　

援

4
、
聞
催
日
時

5
、
開
催
場
所

6
、
対
象
＃

－
＼
　
参
加
申
込

難
病
患
署
の
理
解
と
、
患
者
・
家
族
の
地
域
に
お
け
る
療
養

と
生
活
の
質
の
向
上
の
た
め
、
お
よ
び
難
病
支
房
者
の
養
成

を
目
的
と
し
ま
す
。

…
〃
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会

川
“
手
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

…
〃
下
県
保
健
福
祉
部
　
l
H
ポ
下
県
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
2
2
i
I
三
－
月
1
0
日
㈹
　
1
0
時
～
1
6
時

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ー
ナ
）
　
5
F

会
議
宥
5
0
1
B

難
病
患
者
・
家
族
支
援
を
志
す
方
　
約
2
0
名

7
月
3
日
用
ま
で
揖
話
か
F
A
X
で
申
し
込
む
こ
と

（
申
込
代
目
別
紙
）

揖

　

詣

　

0

1

9

－

6

1

4

－

0

7

1

1

F

A

X

 

O

1

9

－

6

3

7

－

－

7

6

2

6

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

8
、
講
座
内
容
と
目
指

仙
　
難
病
の
理
解
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

小
　
難
柄
と
は
　
病
名
と
主
な
症
状
、
治
療
に
つ
い
て

…
f
r
手
医
大
病
院
神
経
内
科
　
　
水
野
〓
宣
先
生

■
必
　
難
病
対
策
の
概
要

県
保
健
福
祉
部
健
康
福
祉
課

健
捷
千
厩
面
当
課
長
　
　
藤
尾
　
修
氏

ゆ

　

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

は

山
石
手
県
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課
専
門
員
　
　
背
原
　
進
氏

㈲
　
介
助
と
支
援
の
実
際

廊

　

難

病

の

リ

ハ

ヒ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

い
わ
て
リ
ハ
ヒ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

L
任
理
学
療
法
L
　
　
鎌
m
一
葉
さ
ん

⑤
　
申
い
す
移
動
の
介
助

キ
ャ
ッ
プ
・
ハ
ン
デ
ィ
い
わ
て

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　
　
佐
藤
裕
弥
さ
ん

㈲
　
脱
党
障
座
＝
者
の
介
助
の
実
際

前
日
f
県
祝
党
障
厘
L
l
音
福
祉
協
会

理
里
長
　
　
小
鳥
仲
公
さ
ん

山
石
手
県
難
病
遮
車
務
局
　
　
人
橋
親
f
さ
ん

け
　
難
輪
患
者
療
益
の
実
際

…
討
手
県
難
病
通
常
任
理
や
　
中
村
康
夫
さ
ん

■
㈲
　
難
病
相
談
の
窓
日
か
ら

難
病
相
談
支
援
員
　
　
枇
田
H
は
√
さ
ん
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1、　－

丁　ソ

第
2
回
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
　
開
催
要
項

、

　

↑

1

　

　

　

．

＝

ソ

．

■

l

　

　

　

　

・

口

H

2
、
実
施
も
体

3

、

後

　

　

援

4
、
開
催
日
時

5
、
開
催
場
所

6
、
対
象
者

7
、
参
加
申
込

難
病
忠
常
の
理
解
並
び
に
、
患
＃
・
家
族
の
地
域
に
お
け
る

煩
慮
と
隼
活
の
門
の
向
卜
お
よ
び
難
病
文
按
昔
の
養
成
。

日
石
手
県
難
病
・
疾
病
川
体
通
路
協
議
会

…
石
下
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

…
小
手
県
保
健
福
祉
部
…
右
手
県
社
会
福
祉
協
議
会

や
成
2
2
年
H
J
J
2
6
日
㈲
　
9
時
5
0
分
～
1
6
時

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ー
ナ
）
　
6
F

川
体
活
動
室
1
1

難
病
忠
君
・
家
族
支
援
を
ぷ
す
方
　
約
2
0
名

日
月
2
0
日
血
ま
で
丹
l
止
話
か
F
A
X
で
小
し
込
む
こ
と

叫
山
手
県
難
病
・
疾
病
囲
体
通
路
協
議
会
理
車
　
小
煩
　
勝
さ
ん

在
宅
療
養
の
美
際
（
家
族
の
立
場
か
ら
）

山
石
手
県
難
病
・
疾
病
川
仏
連
絡
協
議
会

ヒ
オ
ラ
の
会
　
　
本
山
　
兄
さ
ん

支
え
ら
れ
て

叫
小
手
県
網
膜
色
素
変
性
症
友
の
会
　
　
▲
‥
…
橋
真
知
子
さ
ん

質
疑
・
応
答

閉
会
（
受
講
〃
発
行
を
含
む
）

（
I
I
1
込
〃
別
紙
）

揖

　

詣

　

0

1

9

－

6

1

4

F
A
X
 
O
1
9
1
6
3
7

0

7

1

1

【
・
－
6
2
6

・
攣
受
講
料
は
撫
料
で
す
。

8
、
講
座
内
容
と
日
程

仙

　

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

闇
　
講
嬢
内
容

恥
　
難
病
制
度
と
膠
原
病
に
つ
い
て

一
閃
市
南
光
病
院
　
　
野
村
暢
郎
先
生

②
　
視
党
障
害
者
の
介
助
の
尖
際

元
視
党
陣
頭
者
福
祉
協
会
埋
里
長
　
　
小
塙
野
仲
公
氏

岩
手
県
難
病
迎
事
務
局
　
　
大
橋
細
す

③
　
車
い
す
移
動
の
介
助
の
実
際

キ
ャ
ッ
プ
・
ハ
ン
デ
ィ
い
わ
て
代
表
　
　
中
村
福
r
さ
ん

④
　
在
宅
療
養
の
実
際
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
立
場
か
ら
）



∵けり．川騨l車用細川l体通路協議会

代よjllトド　　千　葉　恍　　一

才汀難病址ま、設立日川を経て潮次埴盤かできつつあるように想います

式典終／後の合■川Jl、車いす夕／ス仁との公満は、多くのん々に感動をJJえることかで

きましたし、才一精しかあっても．㍑かに′巨きる†キさんの射箋l】Jらしい人′lにエールを酢）ます

／l三七頼長の小から′巨まわる†′l‾ん一，を持ち雷ってl封川l■してきた夫術作ぷ－展も7回日を迎える

こととなりましたノ　毎l‖「＃せられるf′l．1．】，の小に皆さんの1■tl，叛制作登勢か似ほれて、見る

人々に勇矢とノL量をJ一えてくれますJ

さて、′ティ日ま、とんな附．．－．とどll会えるのでしょうか　魂かこもっている作■1■■’■か・番いい

のですし　とんとん砧●‖】．くださるよう期待していますし

⊂

■彗璃明や諷：竜

」▲1

型lT
ぺ可塑詫
■　　ヽ－▲

せ

臨：三宅蓋

＿－＿　二「‾

〔写真P16～P17〕作品展で彩られた「ふれあいラント右手」の玄関～エントランスホールと展示ホール

日

・
軋
難
病
辿
・
人
術
作
品
肘

■
－
虹
L
、
．
■



○絵画部門　出展者一覧

椰 知　　　　　　　f′l

ペン画

ベンl叫

油彩

洞l彩

水彩
ペンテル両

日lt彩

水彩

水彩

油彩

水彩

洋1叫（水彩色鉛′下）

PC絵

木版l叫

糾局拍J　クラムボン

盛l凋′、スセンター

パートナー

建築現場

かぷ・あじさい

美の人

遠望　火根山

駒ケ病・躍昏什I1－J

ri丁111龍の秋

区捏－1■古城iの秋

ネクタリ　ン

l什肘のrjjにl「：せを

111Hl（ltゝ　主1Ilr】りutSl（lt－

湖畔の側

○書道部門　出展者一覧

氏　　名

岡llI　要

小　林　人　象

斉　藤　椎四郎

斤　戯　宜ご　りJ

花　山　的1日

J．】d　尾　スミ　√

○写真部門　出展者一覧

氏　　名　　　椰類　　　　作　　．1日　　　名 

泉　　　加入郎　‘リl■1　11の＝ 

小　林　維　持　‘′i艮　　ノ浜海Jlモ 

〃．：藤　慶　抑　　′ナ上i　花　5点 

佐々木　一　行　‘リ1‘1　花（かかいもの化） 

千　葉　馳　・　‘リl■Ⅰ　夕陽 

則
l
川
美
郎
√
郎
雄
佑
佑
「
・
「
1
「
＝
仙
風

名

作

∴

圧

騰

胱

‥

ス

昭

俊

金

金

紀

紅

陽

宏

秋

氏

部

部

藤

洞

は

橋

葉

永

水

川

川

川

…

本

ヽ
、
一
　
ヽ
．
■
r

阿
阿
佐
山
川
∴
＝
…
千
㍍
∵
H
長
長
菱
紬
宮

紙

い

＝

い

＝

と

　

い

‥

〓

‥

い

＝

夕
日

‖

川

　

　

　

　

　

▲

∴

～

　

　

弧

付

　

　

他

紙

‥

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

ト

ド

海

矢

会

他

　

　

樹

r

（

如

．

　

　

　

松

旬

陰

制

帽

気

来

榔
∵
腔
一
条
∵
元
偶

歎椰



○手芸・工芸部門　出展者一覧

氏　　名　　　　　種　　類　　■　　　作　　　品　　　名

泉　　福人郎　クロスステソナ　　　チューリノブの咲く唄

中古リー≠二日。蔽‡二
クロスステソチ　　　　春日人祉

クロスステソチ　　l　虫と彗

クロスステソチ‾　‾「クリスマスホリデー

両　沢1・；ゝ　f　■　手芸　　　　　卜布7－ケ

ト　　　　∴・一：
大　森　ヵミ　√　　「芸　　　　　　　　　マリ／キャノドル

小等′ち■ア町；：…；；：三：孟‡完芸去芸）卜

岡Il一　幸／　ちきり絵　　　　l風薫る

・ちきり絵　　　！白い教会

川　又　ヤ　ス　　クロスステソチ　　　　赤レノカの家

クロスステソチ　」些】主

菊　池　文　代　クロス竺テソチ　　　矧1司庭瞳l

クロスステソチ　1夜のカフェテラス

叩　澤　毒力r L芸　　　　　　　　範泉　折り・感謝

小林．汀刊．了諾　　　漂讐キ‡／トル
文化刺しゅう　　　仁薮会

小　林　　・占　　ソクノウハズル　　　　クマのプーさん

佐々木　鱒」㌦　工芸

澤　両　紙　イ‖　準＿

鈴　木　詩才，／　　t芸

千葉ミキ十一諾パスル」ぅ雲

長　澤　エミ√・工芸

；手芸
月　n　加奈恵．工芸

l　ロマントール

！旅立ち

こきん刺し（人）l

L　こぎん刺し（中）3

Lヱ＿亘ヨ＿ン里卸
！風景

ウサギとクマ

1＿アリンキャンドル

鳥言霊；トル
本　LJJ　孝　′・；クロスステッチ刺し　⊆　KltehenDrees

一一　一一一一　一．」一　　　　一　一一　一一　一　一一　一

山　仁　キ　ヨ：和裁 訪問弟、羽織

18



川

●
2
0
1
0
年
1
2
月
2
1
日

●
品
川
区
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

千
　
葉
　
催
　
」

難
病
治
療
研
究
費
の
1
0
0
億
円
確
保
を

2
0
0
9
年
か
ら
2
年
冊
、
1
0
0
億
日
の
♪
算
か
継
続
さ
れ
て
き
た
難
病

治
偵
研
究
．
r
m
か
、
こ
の
た
び
の
政
府
総
人
目
科
学
技
術
会
議
に
お
い
て
、
ラ
ン

ク
最
低
の
　
「
減
速
」
∬
価
し
て
い
る
こ
と
か
判
明
し
た
へ
■
　
こ
れ
は
、
「
非
常
に

重
要
な
研
究
」
と
コ
メ
ン
ト
か
あ
る
▲
力
で
、
、
他
の
同
様
疾
患
に
比
し
て
♪

算
が
課
題
」
「
国
民
の
人
目
意
か
得
ら
れ
る
か
」
等
の
理
由
か
あ
げ
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
難
病
疾
患
忠
君
・
家
族
に
と
っ
て
治
療
研
究
は
、
希
望
で
あ

り
、
命
の
綱
と
．
‥
っ
て
も
よ
い
人
里
な
♪
算
で
す
。
我
が
1
．
1
司
の
希
少
難
病
対
策

は
、
欣
米
に
比
へ
て
人
き
く
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
研
究
♪
算
も
ま
だ
ま
だ
不
仁

分
で
あ
り
ま
す
し

政
府
は
、
来
年
度
♪
第
鮎
戒
に
あ
た
っ
て
、
忠
君
の
い
の
ち
を
守
る
難
病
治

療
研
究
♪
算
を
削
減
す
る
こ
と
な
く
、
．
屑
増
搬
す
る
よ
う
求
め
て
、
「
緊
ユ

タ
算
紫
望
1
1
f
」
を
総
理
人
目
に
昆
〓
し
て
い
ま
す
。

高
額
療
養
費
患
者
負
担
軽
減
の
見
送
り

1
2
日
2
日
、
厚
隼
労
働
省
と
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
は
、
日
向
額
療

養
照
を
低
所
得
屑
か
‖
己
i
l
机
す
る
1
二
眼
に
つ
い
て
、
引
き
卜
け
与
見
送
る
と

の
〃
針
を
決
め
ま
し
た
。
難
病
や
k
期
慢
性
杖
恩
恵
音
は
、
生
錐
に
わ
た
っ
て

．
‥
…
裾
な
医
療
糟
の
n
机
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
特
に
も
病
気
に
よ
っ
て
所

得
か
低
く
な
っ
て
い
る
忠
君
や
家
紋
に
と
っ
て
は
、
人
変
妓
念
な
決
定
で
あ
り

ま
す
U
 
I
P
A
で
は
、
こ
の
決
定
に
強
く
抗
議
し
難
病
想
署
や
長
期
慢
作
疾
患

恵
方
の
家
族
に
希
叫
・
、
の
持
て
る
政
策
を
求
め
て
内
閲
総
理
大
臣
、
川
里
労
働
人

臣
、
財
務
人
H
i
の
決
断
を
求
め
る
交
渉
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

幹
事
会
を
重
視

砕
車
会
は
、
総
会
に
次
く
決
定
機
関
で
あ
り
、
美
田
的
な
各
加
盟
川
体
の
代

長
音
会
議
で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
川
体
代
表
の
参
加
を
得
る
た
め
に
遠
方
や
肘

政
規
模
の
小
さ
い
川
休
に
交
通
理
の
助
成
を
検
討
す
る
。

〃
法
′
叔
な
会
議
と
す
る
た
め
に
、
予
習
機
能
を
入
れ
、
－
二
日
の
2
日
相
聞
腔

と
し
た
い
1
　
で
き
る
た
け
提
袈
内
容
を
議
案
と
し
て
車
前
配
布
し
た
い
。
会
議

の
案
内
な
と
幹
車
に
も
直
接
送
付
し
た
い
。

J
P
A
の
法
人
化
に
つ
い
て

公
的
な
活
動
の
展
開
と
人
．
絃
助
成
車
業
の
引
受
け
等
研
究
助
成
車
業
な
と
が

増
え
る
と
川
心
わ
れ
る
。
ま
た
、
寄
付
引
き
受
け
や
i
l
j
務
局
の
社
会
的
な
身
分
保

障
な
と
を
考
え
、
セ
ユ
法
人
化
を
は
か
り
た
い
。
法
人
化
に
あ
た
っ
て
は
規
噂

点
て
「
－
般
社
用
法
人
」
が
通
り
と
想
わ
れ
る
。
人
∫
綾
、
定
款
な
と
を
定
め
、

2
月
中
に
加
盟
川
休
及
び
幹
車
会
等
に
案
を
．
小
し
、
1
月
の
次
回
幹
車
会
並
び

に
5
月
の
総
会
で
決
定
す
る
っ

障
害
者
制
度
改
革

障
情
‥
音
日
立
支
援
法
の
兄
l
r
t
L
か
す
す
め
ら
れ
て
い
る
っ
　
と
の
よ
う
な
改
吾

に
な
る
の
か
不
透
明
な
点
か
あ
る
っ
難
病
は
、
如
址
の
枠
外
に
あ
り
、
と
か
く
、

福
祉
の
将
外
に
お
か
れ
て
き
た
か
、
難
病
右
除
外
す
る
制
度
改
小
は
あ
り
得
な



⊥　　　上と二

「とっておきの音楽祭」会場

い
）
障
坐
‥
音
全
休
の
中
で
難
病
問
題
を
考
え
て
い
く
よ
う
な
見
直
し
を
す
す
め

て
い
き
た
い
　
そ
の
た
め
に
、
払
た
ち
も
ハ
ハ
別
に
で
習
を
梢
み
卜
け
、
今
後
、

基
本
的
な
要
望
車
現
を
ま
と
め
推
進
会
議
や
総
人
目
福
祉
部
会
に
反
映
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
り

な
お
、
日
立
文
接
は
の
改
正
案
か
、
前
日
会
で
廃
案
に
な
っ
た
内
容
そ
の
ま

ま
に
1
2
日
3
日
に
可
決
成
し
止
し
ま
し
た

内
容
は
、
先
述
障
項
目
ま
で
障
り
日
の
柁
川
を
広
け
た
こ
と
な
と
の
改
＃
点
は
あ

る
も
の
の
、
〓
立
上
接
医
糟
の
応
能
n
榊
の
見
直
し
な
と
の
「
血
の
緊
急
課
題

は
人
．
1
ま
れ
て
お
ら
ず
、
は
の
焼
直
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
U
法
の
廷
盃
の
た

め
の
改
正
と
し
て
、
多
く
の
障
小
目
パ
川
体
か
k
対
を
唱
え
て
Y
満
目
会
館
前
で
ア

ピ
ー
ル
．
行
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た

資
金
づ
く
り
活
動

難
病
支
援
自
販
機
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

J
P
A
の
賃
金
つ
く
り
の
．
環
と
し
て
飲
料
‖
販
機
の
設
折
運
動
か
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す

滋
賀
H
で
は
県
庁
に
一
難
病
・
慢
性
疾
む
忠
君
支
援
‖
販
機
」
か
設
粧
さ
れ
、

日
日
1
日
に
磁
n
県
加
車
の
参
加
の
も
と
に
除
目
〓
式
か
挙
．
付
さ
れ
ま
し
た
ノ
奈

山
県
や
什
H
県
で
は
、
県
・
止
病
院
巧
に
、
広
鳥
県
で
は
福
祉
直
門
7
校
な
と
に
、

k
崎
県
で
は
、
病
院
や
ホ
テ
ル
な
と
に
設
旧
さ
れ
、
運
動
の
輪
は
人
き
く
広
か
っ

て
き
て
い
ま
す
　
来
設
m
の
都
道
府
県
で
も
、
難
病
・
慢
性
疾
忠
恕
宵
の
友
ほ

の
た
め
に
こ
の
運
動
を
　
広
げ
て
い
く
こ
と
を
酢
認
し
人
目
い
ま
し
た

J
P
A
事
務
局
が
移
転
し
ま
し
た

日
月
3
日
に
1
P
A
の
車
務
局
か
移
転
し
ま
し
た

新
住
所
　
　
東
京
都
新
宿
区
卜
宮
比
町
2
－
錮

蝕
〓
橋
ハ
イ
タ
ウ
ン
6
1
0
‥
り
や

い

止

　

講

　

0

3

■

6

2

Q

U

n

U

．

7

7

3

4

F

A

X

　

　

0

3

－

6

2

8

0

・

－

7

7

－

n

J

二

h

車

路

局

長

　

水

　

往

　

中

　

り
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封

北
海
道
・
乗
北
フ
ロ
ッ
ク
会
議
・

交
流
会
．
m
や
ま
が
た

平
成
2
2
年
8
月
2
8
日
2
9
日

か
み
や
ま
温
泉
　
悠
湯
の
郷
「
ゆ
さ
」

山
形
市
大
字
黒
沢
3
1
9
－
2

8
月
2
8
日
仙

誹
満
　
「
徽
動
す
る
難
病
対
策
と
心
音
会
清
動
」

誹
帥
　
1
P
八
代
よ
　
伊
　
藤
　
た
て
お
氏

8
月
2
9
日
脚

各
県
難
病
通
の
活
動
報
㍑

秋
川
県
・
難
病
通
に
対
す
る
い
願
を
回
復
す
へ
く
市
町
村
（
2
6
ヶ
所
）

を
訪
問
し
た
。

“
‖
森
県
・
災
黒
崎
の
支
援
対
策
に
つ
い
て
、
昨
年
か
ら
力
を
入
れ
て

協
議
し
て
い
る
。

柄
鳥
県
　
・
昨
年
創
L
几
3
5
周
年
を
迎
え
た
。

北
毎
道
・
「
広
域
財
川
法
人
」
3
7
年
糊
活
動
し
て
き
た
。

宮
城
県
・
県
と
仙
ム
日
直
か
ら
の
委
託
車
業
か
あ
る
。

山
形
県
・
剥
l
織
を
い
か
に
強
化
す
る
か
か
謀
題
で
あ
る
。

叫
〃
手
県
・
「
緊
急
医
婿
手
帳
」
を
作
成
・
配
布
し
た
。

・
財
団
法
人
長
お
社
会
振
興
財
用
の
助
成
を
一
生
け
た
。

夜
は
交
流
会

6
9
名
の
参
加
で
会
食
り
溝
発
に
交
流
が
な
さ
れ
、
‖
肌
両
の
笑
顔
て
い
っ
ほ
い

で
し
た
。
…
石
手
県
か
ら
は
2
0
名
の
参
加
．
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
フ
ォ
ー
ク
飲

下
加
藤
マ
チ
ャ
ア
キ
の
歌
を
楽
し
み
ま
し
た
。
若
い
歌
い
〟
に
手
m
√
を
添
え
、

熱
気
に
包
ま
れ
た
交
流
会
で
し
た
。
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度，とってお紬掴テ＿マソンク「オハイエ」

や　の申命令

●
帯
川
回
「
と
っ
て
お
き
の
膏
薬
祭
」●平

成
2
2
年
6
月
6
日
㈲

●
仙
台
市

障
里
‥
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
」
緒
に
演
奏
を
楽
し
み
、
洋
楽
の
チ
カ
ラ
で

「
心
の
ハ
リ
ア
を
石
ち
蟻
そ
う
ー
こ
と
、
2
0
0
1
年
に
仙
ム
日
で
第
1
回
を
開

催
し
、
比
‖
さ
ま
の
こ
協
力
・
こ
支
援
で
2
0
1
0
咋
6
月
6
日
州
に
第
1
0
回
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
卜
げ
ま
す
。

と
て
お
き
の
汀
楽
祭
で
は
、
誰
も
か
楽
し
く
参
加
で
き
る
洋
楽
祭
を
こ
れ
ま

で
提
案
・
美
施
し
て
き
ま
し
た
）
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
市
民
の
竹
さ
ま

が
出
演
音
、
観
客
と
し
て
、
さ
ら
に
楽
し
く
参
加
し
や
す
い
環
境
を
揖
案
・
失

地
し
て
い
き
ま
す
。

こ
協
力
、
こ
支
援
の
ほ
と
、
な
に
と
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
■
∪

と
っ
て
お
き
の
打
楽
祭
美
行
委
‖
会
S
E
N
D
A
l

コ
ー
ル
ひ
ま
わ
り

小
野
寺
　
髄
　
√

…
H
手
県
難
病
通
人
‖
椚
川
「
コ
ー
ル
ひ
ま
わ
り
」
で
は
、
つ
き
に
1
回
、
第
4

日
曜
日
に
花
巻
ま
な
び
で
岡
に
て
人
目
椚
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
「
み
ん
な
で
▲

緒
に
楽
し
く
歌
お
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
周
尾
ス
ミ
√
先
生
の
優
し
く
、
吋
に

タ
イ
ナ
ミ
ソ
ク
な
ど
ア
ノ
と
、
根
川
平
悦
光
隼
の
体
中
か
ら
み
な
ぎ
る
パ
ワ
フ

ル
な
指
導
の
・
化
、
毎
回
笑
い
の
絶
え
な
い
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

2
2
年
5
月
に
は
、
板
目
率
悦
光
牛
の
独
椚
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
た
き
、
と

て
も
楽
し
く
、
思
い
出
に
伐
る
ス
テ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
ハ
ン
ト
ヘ
ル
に
初
挑
戦
し
ま
し
た
。



平成22年度岩手県難病団体連絡協議会

音　楽　活　動

日　的

旨楽活動（合唱活動、音楽鑑昔等）を通じて、難病患者及びその家族等〝〉交流

を深め、生きる希望の力を創出していくとと雪，に、生活の質を高めていくことを

目的とする、

活動内容

（1）合唱練習

（2）膏薬鑑賞会の開催

（．i）合唱成果発表会の開催（「難病逓交流会」・「クリス「′ス・ニ】／サート」等の開催）

（4）懇親会の開催

鯵加対象者

難病連加入団体患者、家族及び関係者

音楽活動指導者（ボランティア指導者）

（1）合唱指導・杉浦究理先生

（2）ピアノ　周尾スミ子先生　菊地幸子先生　横田車悦先年

活動時期及び量l所

rl）合唱練習及び音楽鑑賞会

・　日時　原Rりとして毎月1回～2回（1割時30分～15時30分）

・　場所　まなび学園音楽室・ほのぼのホーム音楽室・ふれあいラノト汗登憂

（2）発表会（交流会　］ンヤート）

日時　5月：10日（日）班田車悦と難病連合唱発表会一岩手県民会館

日時　6月6口（口）とっておきの音楽祭出演一」山台石円形公園　・

日時　9月5日（日）ランド祭出済－ふれあいランド岩手

日時　9月11日（日）「東北ソロノクナイスハート′、ザールJ　ステーシ出演

日時　10日28日（日）難柄連交流会舞台出演－ふれあいラ／トホール

日時11月7日（日）童舘・唱歌を歌う会出演－キャラホール

日時12月4日（士）「．昌、れあい洋楽祭2010」－ふれあいランドホール

日時12月11日（土）「ふれあい文化ステー／」－ふれあいランドホール

日時12月12日（臼）難病連クリス「′ス会－ふれあいラントホ一一一ル

6　その他　オリジナル曲の制作発表22年度は澤山禎信作象司・畠山佐和子作曲

－「心のまん中に」を11月7日のキャラホー′レでの舞台で歌いましたり

妻要害董蓋至董重き薫　套 

芸妻沼墓室棋裏芸芸－ 　　　　　　か 　　　　　　に 
芹緋賢妻だ黎至用 た を　だiい 　にた　よ 

JJ



岩手県難病・疾病団体連絡協議

プ　ロ　ク　ラ　ム

間　食　、13叩）　あ　い　さ　つ　矢羽々房子II代書

〇九　一一　蘇

独　　唱　杉璃　1Ⅰ璽（ノフラノ愴手・含■tヨ指揮者）

ピア　ノ　　小林　広幸lのびやか九　作曲▼小樽　広奉1

櫨　　■　西II　攣敏（筋ジストDブイ1岨金■）

プアイオリン観象・・・ホ山　亡志、もやの金一クイスのl■℡曲〉

☆第　二　界

日暮★躊　バーキンノノ餌の塗食■

1　山仁　キ　ヨl北四の●1

21ql抒　カメノ「夫】■墳J

■いすダンス　　小瀬川　元子他岩手■暮いすダノス協会

1　ワルツ　二笥　rアメイ／ノケ　グ　レイス1

2　ウルソ　三者　rあざみのれ1

3　ウルン　二者　rムーうノ　ルージュJ

4　ウルソ　二者　rt藍のウルソ」

5　みんなで司りましょう　●　　rノノケルヘル」

休　　tl（ト○お1¶）

☆第　三　節

食l■　柑欄l　皐射れ■嘩　ヒアノ　鸞喝春子り腋田畢慢

Il■連合Iq団〔ほのぼのコール　コールひまわり　ふれあいコール）

r夕仕け小懐け」rどんくりころころJ rたとえは花のように」

r月の砂攫J r心のまん中に」

ハンドヘルでクリスマス，■　　コールひまわり合唱団

†きらきらはLJ r Lレミの歌」

みんなで敬いましょう　　rTメイソング■ク　レイス」r℡しこの夜J

Fl金　目510ノ　あいさつ　斉i櫓四郎劃代贋

封

第
5
回予
測
J
∵
∵
∵
コ
∵
甲
‥
U
臣

開
か
れ
る

●
1
2
月
1
2
日
㈲

●
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手



要　　望　　書

目すJrFl▲　　l」

Jr・一　　一■■m

l．「帯1∴1射五色パに上川‾る偏比を無くし、㍍■lJ町IHこおりろ′草堂

と他職の軋進をH．〔′たさい

2／】己＃鍼の＝川と～l余参加を促進するため．レンくりIか山㌢机帥1第

を！上体的に捉打して卜さい∩

3　nIl岬川丁目イ川の樗加血石のや．さんに私たち　‖叫．1経机・疾病

川休連綿旭過余のん／」かl肌l】してください

d n小町ト1両小目の世届出署のIJrさんに払たちの溌i】する惰和辻

か昭針鼠できるよっに協ノハてください

5　熱情迎色石への友踵を推進するため、人目1人1日の財政的ヰ

1⊇なお白ユいしま■「

エフ

県
内
市
町
村
巡
回

各
地
の
会
員
を
支
援
し
て

第
九
回
難
病
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
施

■
平
成
2
2
年
1
1
月
1
日
㈲

ヤ
成
2
1
咋
度
は
、
北
L
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

平
成
2
2
年
は
、
日
日
∵
1
日
卿
に
、
久
慈
市
役
所
と
、
日
野
畑
村
役
場
を
訪
問

し
ま
し
た
。
久
慈
直
は
、
健
康
福
祉
部
保
健
推
進
謀
人
森
l
課
長
ほ
か
ソ
｝
名
、
I

B
D
の
中
野
さ
ん
、
車
務
局
か
ら
は
千
葉
代
お
は
か
5
名
で
訪
問
し
ま
し
た

そ
の
後
、
拡
張
型
心
筋
症
で
亡
く
な
ら
れ
た
久
慈
直
の
矢
川
部
朋
の
お
張
を
、

お
母
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
線
香
を
手
向
け
て
参
り
ま
し
た
っ
　
〝
矢
川

部
〃
か
「
い
わ
て
難
逃
結
成
　
の
頂
．
点
で
あ
る
〟
と
、
よ
く
千
葉
代
よ
理
車
か

話
さ
れ
ま
す
。

牛
後
は
、
日
野
畑
村
役
場
で
は
、
絵
描
課
の
小
嶋
課
長
、
牛
沼
福
祉
謀
‖
両

課
長
と
健
康
推
進
謀
保
健
跳
兼
地
域
絵
描
文
接
セ
ン
タ
ー
の
人
仁
に
査
か
こ
川

席
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
、
八
川
た
い
秋
雨
に
な
り
、
♪
定
の
会
日
ソ
】
名
は
、

外
出
で
き
ず
不
参
加
‖
と
な
り
ま
し
た
し

会
H
の
皆
様
か
、
地
域
で
仙
圧
か
に
、
心
健
や
か
に
療
養
で
き
ま
す
よ
う
、
こ

の
よ
う
に
市
町
村
を
l
訪
問
し
、
居
宅
煩
崖
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
「
該
市
町

村
の
場
人
目
は
、
こ
〓
怖
く
た
さ
い
∪
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■rて

）．＿　■‾■■

仙
骨
鳳
凰
－

2
0
－
－
年
難
病
、
長
和
惜
牲
疾
患
、
小
児
佗
牲
疾
患
の

終
日
対
策
を
求
め
る
議
辟
署
名

ブ
J
協
力
あ
り
方
と
ラ
ヴ
J
さ
い
ま
し
た
‖
‥

2
0
1
1
年
国
会
請
願
署
名
1
0
0
万
筆
を
目
指
し
て
、

岩
手
県
難
病
連
は
9
、
1
6
6
筆
集
ま
り
ま
し
た

難
病
と
い
わ
れ
る
病
気
は
5
、
0
0
0
か
ら
7
、
0
0
C
も
あ
る
（
厚
牛
労
働

省
調
へ
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
国
の
難
病
対
策
と
し
て
研
究
対
象

な
っ
て
い
る
の
は
、
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
車
業
と
し
て
臨
床
研
究
分
野
用
疾

患
（
う
ち
医
療
鷺
公
理
助
成
対
象
の
粕
定
疾
患
は
5
6
挟
撃
、
研
究
奨
励
分
野

1
7
7
疾
患
を
指
定
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
小
児
慢
性
特
定
疾
患
ム
…
瞭
研

究
車
業
で
は
5
1
4
疾
患
を
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
鮒
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

そ
の
日
か
ら
医
瞭
四
の
公
作
助
成
は
打
ち
切
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
長
期

慢
件
疾
患
は
医
暁
凹
の
公
理
助
成
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
福
祉
の
対
象
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
保
険
適
川
外
の
未
承
認
油
川
外
葉
を
仙
川
せ
さ
る
を
え
ず
、

さ
ら
に
．
‥
回
軸
の
医
糖
化
的
机
右
余
儀
な
く
さ
れ
る
忠
君
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

こ
れ
ら
の
遮
音
は
病
．
武
に
よ
る
持
し
み
や
進
日
の
不
安
、
重
症
化
な
と
多
く

の
ハ
し
み
に
加
え
、
l
重
い
介
護
か
家
族
の
n
机
に
な
る
場
人
目
か
多
く
、
経
済
的
、

精
神
的
に
も
人
変
＝
ハ
し
い
状
況
に
椚
か
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
万
円
l
矢
の
小
足
や
地
域
医
楯
の
両
肌
蟻
、
医
療
制
度
や
福
祉
制
座
の
変

化
や
視
雑
な
制
度
の
狭
m
て
ま
す
ま
す
厳
し
い
癖
養
牛
沼
を
送
り
な
か
ら
、
1

洞
に
わ
た
る
医
療
門
の
n
机
に
あ
え
い
で
い
ま
す
。

、
難
病
L
は
決
し
て
特
別
な
人
だ
け
が
か
か
る
痛
′
武
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

つ
誰
が
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
難
病
忠
常
や
長
期
慢
性
疾
患
の
患
者
、

√
と
も
の
難
病
患
腐
と
そ
の
家
族
が
、
安
心
し
て
治
療
を
受
け
．
人
の
国
民
と

し
て
、
多
く
の
国
民
と
旺
ハ
に
こ
の
社
会
で
牛
活
し
て
い
く
こ
と
か
で
き
る
よ
う
、

総
人
目
的
な
難
病
対
策
か
↓
日
も
早
く
確
立
さ
れ
る
よ
う
満
願
す
る
も
の
で
す
。

○
署
名
数
は
（
2
日
1
7
日
現
在
）
9
、
1
6
6
¶

C
募
金
租
は
（
2
日
1
7
日
現
在
）
1
4
2
、
4
3
5
日

募
金
の
半
額
は
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
の
印
刷
費
送
料
等
に
他
わ
れ
ま
す
。

残
り
半
細
は
…
小
手
県
難
病
蓮
に
練
り
入
れ
、
国
会
へ
の
・
州
願
帖
の
旅
把
等
に
つ

か
わ
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
こ
さ
い
ま
し
た
。
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北
渥
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
に

参
加
し
て

多
発
件
硬
化
症
友
の
会

西

　

田

　

義

　

克

2
‥
1
0
行
白
日
赤
目
1
即
日
山
形
H
の
里
、
川
混

根
に
て
難
病
の
人
々
、
寵
朕
の
万
と
の
交
流
会
に
奉

加
さ
せ
て
い
た
た
き
、
遠
出
い
柏
ノ
f
J
は
久
し
振
り
な

い
て
、
少
し
小
．
女
か
あ
り
ま
し
た
か
、
珊
病
速
■
り
ん

や
ホ
う
／
テ
f
T
の
ん
ヤ
の
出
川
瓜
を
い
た
た
き
仁

か
ら
ハ
ム
Y
皿
な
　
▲
〓
川
を
週
こ
さ
せ
て
い
た
た
き
ま

し
た叉

、
㍊
根
に
も
入
浴
介
助
を
し
て
い
た
た
き
、
何

－
勺
振
り
か
て
混
最
′
刈
分
与
味
わ
う
こ
と
か
て
さ
、

感
甜
て
い
っ
は
い
て
こ
さ
い
ま
し
た

・
父
流
会
の
似
て
は
、
色
ん
・
な
即
柄
、
二
川
痛
牛
浩

を
送
っ
て
い
る
ん
ヤ
と
も
お
止
か
で
き
、
吊
し
病
′
小

で
も
症
状
か
追
う
こ
と
か
わ
か
り
ま
し
た
　
叉
、
機

会
か
あ
っ
た
昭
は
ち
加
し
た
い
と
‖
心
い
ま
す
　
あ
り

か
と
う
こ
き
い
ま
し
た
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一
年
間
の
活
動

も
や
の
会
東
北
フ
ロ
ソ
ク

川
〃
手
県
支
部

大

　

塚

　

幸

　

子

H
2
2
号
1
日
月
2
0
日
　
も
や
の
会
吏
北
プ
ロ
ソ
ク
医
偵

相
談
会
　
（
ア
イ
ー
ナ
）

秋
川
県
立
血
㌍
研
究
セ
ン
タ
ー

石
川
迅
哉
先
生
を
講
師
に
1
2
名

の
参
加
で
行
わ
れ
た
っ

H
加
圧
3
J
J
6
日
　
も
や
の
会
東
北
プ
ロ
ソ
ク
ミ
ニ

‥
父
流
会
へ
仙
ム
‖
）

楽
し
み
な
が
ら
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

日
本
A
L
S
協
会
…
石
手
県
支
部

村

　

井

　

禎

　

子

L
隼
‥
肌
に
人
を
A
L
S
で
し
く
し
て
か
ら
、
暇
も

あ
っ
た
し
、
A
L
S
協
会
…
H
T
県
支
部
会
い
の
皆
さ

ん
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
恩
返
し
の
気
持
ち
も
あ
り
、

卜
■
▲
作
例
の
介
護
経
験
が
と
こ
か
で
役
に
立
つ
か
も

と
の
〓
心
い
て
、
そ
の
ま
ま
遺
族
と
し
て
名
を
迅
ね
た
む

そ
の
内
、
難
病
通
の
机
絹
か
私
に
と
っ
て
と
て
も
緑

の
深
い
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
あ
と
と
れ
た
け
関
わ
っ

て
い
け
る
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
と
、
体
の
効
く
限
り

続
け
た
い
も
の
で
す
ノ

今
ま
で
沖
縄
・
山
形
と
日
日
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
火
て
、
な
か
な
か
楽
し
い
こ
と
だ
と
知
り
ま
し
た
n

初
め
て
会
う
ん
も
多
く
、
と
な
た
も
気
さ
く
に
・
〟
を

か
け
て
く
た
き
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
も
麗
し
く
や
っ

て
行
き
た
い
。

人
′
1
▲
度
き
り
。
渋
い
顔
す
る
よ
り
、
私
、
村
ル

を
忘
れ
な
い
て
ネ
。
と
ん
と
ん
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

波
の
会
活
動
報
告

～
東
北
の
仲
間
た
ち
と
手
を
つ
な
い
で
～

日
本
て
ん
か
ん
協
会
…
石
手
県
支
部

（波の会）

車

務

局

長

　

中

　

嶋

　

嘉

　

子

波
の
会
は
会
日
の
減
少
か
m
題
に
な
り
メ
ン
ハ
1

か
集
ま
ら
ず
、
溝
助
か
溝
允
に
行
え
な
い
と
い
う
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
す
、

で
も
小
目
心
議
な
車
に
会
い
か
滴
っ
た
か
ら
と
一
日
っ

て
困
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

日
月
の
街
頭
署
名
の
叫
に
は
何
人
も
の
力
が
立
ち
止

ま
り
、
身
近
に
て
ん
か
ん
発
作
に
悩
ん
で
い
る
人
が

い
る
こ
と
を
誹
し
て
い
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
日
々

に
　
「
誹
に
も
∴
え
な
い
　
1
親
戚
に
も
川
談
で
き
な
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ごり

い

　

■

と

う

対

応

し
て
い
い
か
わ
か

ら
な
い
．
　
イ
／

ク
ー
不
ソ
ト
社
会

か
進
ん
で
も
　
て

ん
か
ん
　
は
ま
た

偏
見
の
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
√
　
社
会

か
ら
の
偏
比
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
か
、
‖
分
S
心

の
中
の
偏
見
に
も
′
刈
付
い
て
ノ
、
た
さ
い
　
　
て
ん
か

ん
、
知
っ
て
る
よ
　
泡
吹
い
て
倒
れ
る
や
つ
で
し
ょ

よ
く
怪
我
し
な
い
よ
ね
　
ふ
～
つ
、
問
追
っ
て
は
い

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
、
も
っ
と
さ
ま
さ
ま
な
発

作
の
型
か
あ
り
ま
す

勺
に
ノ
】
回
市
民

講
座
を
問
催
し
医

癖
誹
滴
を
．
け
っ
て

い
ま
す
か
、
そ
れ

で
も
波
の
会
の
存

在
を
知
ら
な
か
っ

た
と
い
う
力
か
ら

お
揖
諸
を
い
た
だ

く
こ
と
か
あ
り
ま

す
。
収
皿
岡
で
の
市

民
講
座
か
終
わ
っ

て
1
週
仙
た
つ
か
た
た
な
い
か
の
タ
イ
ミ
ン
ク
で
、

盛
l
渦
で
相
談
会
の
よ
う
左
某
ま
り
は
な
い
ん
で
す

か
　
川
隼
成
川
岡
に
〓
ん
て
る
け
と
会
■
り
存
在
を
聞

い
た
こ
と
か
な
か
っ
た
　
　
小
路
局
の
あ
る
叫
内
の

ん
か
ら
．
車
用
局
は
と
こ
で
す
か
　
と
捌
か
れ
た
二

と
も
あ
り
ま
す
　
そ
う
か
、
今
ま
で
の
沃
・
拍
動
は
中
に

向
か
っ
て
会
‥
日
に
両
か
っ
て
の
活
動
た
っ
た
の
か
な
？

広
′
＼
外
に
向
か
っ
て
沃
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
な
？
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

勺
に
1
回
で
は
あ
り
ま
す
か
、
見
に
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
つ
を
聞
催
し
、
会
‥
日
の
・
父
流
・
＝
‥
】
、
兄
・
父
柏
の
場
と

な
っ
て
お
り
ま
す
　
二
の
某
い
を
広
く
て
ん
か
ん
に

悩
む
ん
ん
、
に
お
加
▼
り
せ
し
た
い
と
い
う
H
ひ
い
は
あ
り
、

役
目
会
で
何
回
か
l
i
差
へ
‖
わ
れ
ま
し
た
か
、
そ
れ
を
取

り
ま
と
め
∴
れ
る
た
け
の
力
か
小
路
局
に
な
く
、
爪
ク

誹
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

秋
に
は
吏
北
＝
県
の
伸
刷
た
ち
か
集
ま
り
、
そ
れ

そ
れ
の
地
域
で
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
ぷ
し
人
目

う
会
議
か
も
た
れ
て
い
ま
す
　
椚
勺
は
、
秋
日
直
で

の
…
州
椎
で
し
た
√

各
県
と
も
、
　
て
ん
か
ん
　
へ
の
理
研
不
足
か
帰

因
と
川
心
わ
れ
る
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
し
た

て
ん
か
ん
　
を
持
っ
て
る
こ
と
を
理
山
に
研
帰

さ
れ
た
こ
と
や
、
発
作
か
あ
る
た
め
に
如
制
入
所
を

他
え
な
か
っ
た
こ
と
や
、
会
の
謡
曲
へ
の
ち
加
か
不

満
発
に
な
っ
て
き
た
な
と
悩
み
は
と
こ
も
目
し
て
し

た
　
臓
の
県
川
－
連
絡
を
取
り
人
目
っ
て
ソ
】
〓
人
＝
吊
の
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溝
助
を
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
た

さ
れ
ま
し
た

と
の
問
題
も

解
決
策
か
罠
小

さ
れ
な
い
ま
ま

雛
徹
し
て
し
ま

い
ま
し
た
か
、

今
圧
は
…
〓
手
県

か
聞
畔
地
で
す

昨
咋
た
さ
れ
た

さ
ま
さ
ま
な
川

題
を
も
う
．
度
…
H
t
の
地
で
ぷ
人
＝
、
一
項
で
も
前
に

矩
め
れ
ば
よ
い
と
願
い
ま
す
′

脊
髄
小
脳
変
性
症
友
の
会

福
祉
夏
祭
り
無
事
終
わ
る

ー
日
射
日
、
小
雨
模
様
の
中
で
し
た
か
、
市
役
所

職
〓
お
よ
び
難
病
通
の
力
々
や
、
イ
オ
ン
ク
レ
ン
ソ

ト
サ
ー
ヒ
ス
の
力
々
、
さ
ら
に
は
熊
本
の
＝
日
付
協
議

会
代
よ
の
卜
村
剛
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
準
備
や
接
客

も
ほ
か
と
り
ま
し
た
。
ま
た
、
余
興
披
露
の
噂
肌
に

は
雨
も
あ
が
り
、
洋
轡
の
不
備
か
あ
り
な
が
ら
も
、

花
笠
踊
り
や
さ
ん
さ
踊
り
で
、
お
客
さ
ん
も
、
企
一
回

を
し
た
仏
た
ち
も
▲
緒
に
な
っ
て
盛
り
あ
が
り
、
成

功
に
終
わ
っ
て
よ
か
っ
た
と
想
い
ま
す

日
帰
り
旅
行

～
釜
石
味
覚
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
～
9
月
2
3
日
　
（
土
）

川
久
保
病
院
の
ハ
ス
を
川
り
て
、
出
発
た
ぁ
～
′

会
場
で
は
日
賦
か
結
構
州
て
い
た
。
ヘ
ル
ハ
1
さ
ん

に
頼
ま
れ
た
食
材
、
ホ
タ
テ
や
ワ
カ
メ
な
と
の
侮
腫

物
を
回
目
い
物
し
、
帰
は
焼
き
そ
ば
を
食
へ
て
、
叫
川

か
わ
か
ら
な
い
の
て
某
人
目
場
所
の
近
く
で
、
み
ん
な

か
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
　
州
〓
っ
た
ホ
ク
テ
が
と
う

な
っ
て
い
る
か
心
配
で
し
た
か
、
水
か
入
っ
て
い
た

の
で
人
丈
人
だ
っ
た

そ
の
日
の
夜
食
に
食
へ
た
ら
お
い
し
か
っ
た
J
　
や
っ

は
り
、
み
ん
な
で
行
く
の
は
い
い
な
ぁ
ト
　
人
‥
勅
も

よ
か
っ
た
。

▲
‥
…
橋
　
汗
小
目

期
か
日
吉
f
な
払
て
あ
っ
た
か
、
刷
R
叫
′
肌
に
某
人
目

場
所
に
．
付
く
こ
と
か
で
き
て
、
▲
安
心
■
　
ハ
ス
の
中

で
は
、
参
加
君
と
会
ぶ
し
た
り
歌
っ
た
り
し
て
、
ハ

ス
酔
い
や
ト
イ
レ
の
心
配
も
吹
き
飛
ん
た

筈
石
の
味
見
フ
ェ
ス
テ
ィ
ハ
ル
り
こ
n
U
■
－
＝
日
の
会
場

て
は
、
様
々
な
二
陸
の
吊
正
目
…
を
見
て
味
わ
っ
た

「
泡
鮮
井
■
　
は
美
味
か
っ
た
な
ぁ
・
■
　
帰
り
は
宮
古

〃
両
へ
北
上
、
川
〃
の
道
の
駅
に
立
ち
雷
り
ト
イ
レ

等
休
憩
を
と
り
盛
岡
へ
と
帰
途
に
Y
引
い
た
r
一
▲
▲
陸
の

香
り
と
凪
最
、
味
を
感
じ
た
■
日
で
あ
っ
た
r

代
々
木
い
人
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農
園
直
売
所
で
夏
祭
り

詔
m
削
鋸
福
祉
川
体
が
日
日
州
販
売

㈱
全
問
神
髄
損
傷
者
連
合
会

l
＝
H
f
県
支
部

文
部
k
　
阿
　
部
　
容
　
子

ノ
1
日
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ト
…
石
丁
で
総
会

会
日
日
卜
の
交
流
り
車
と
し
て
、
1
日
お
花
見
会

（
化
巷
混
泉
ホ
テ
ル
志
〓
†
て
　
7
日
′
冊
釣
り
交
流

入
会
（
宮
古
1
1
∫
）
、
川
日
食
車
・
父
流
会
（
成
…
岡
山
・

紫
波
叫
）
、
日
日
ハ
ー
ヘ
キ
ュ
ー
＆
ク
う
り
／
ト

コ
ル
フ
交
流
会
　
丁
か
れ
あ
い
ラ
ン
ト
…
石
－
∴
　
1
2

月
忘
咋
仝
二
八
日
山
）
、
り
一
日
ポ
ー
り
ン
ク
入
会

（盛岡直）

．
閻
市
長
杯
竹
専
車
椅
／
ケ
ー
ト
ホ
ー
ル
吏
此
入

会
を
　
関
山
と
日
へ
附
で
　
㈹
直
紀
人
＝
体
力
〓
釦
で
聞

催
（
5
日
）
、
東
北
7
ロ
ソ
ク
通
盟
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
入
会
を
紫
波
叫
の
サ
ン
ヒ
レ
ノ
ン
紫
波
て
開
催

（
7
月
「
　
日
中
椅
／
・
腱
・
吊
君
交
流
ケ
ー
ト
ホ
ー
ル

人
公
を
膏
ハ
山
で
用
酢
二
日
目
）

ケ
ー
ト
ポ
ー
ル
、
小
椅
／
テ
ニ
ス
、
小
椅
ト
ツ
イ

ン
ハ
ス
ケ
ノ
ト
ホ
ー
ル
な
と
、
各
地
の
入
会
に
参

加毎
日
り
一
回
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ト
…
H
r
で
人
▲
‖
琴
と

ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
の
教
ヰ

全
日
や
東
北
で
．
〓
わ
れ
る
作
別
井
の
会
議
や
ヒ
ア

サ
ホ
ー
ト
研
修
会
に
〓
帰

路
障
か
い
帯
川
体
の
入
会
や
懇
談
会
に
侶
桐

有
数
日
に
．
埋
〓
（
会
報
）
　
を
発
一
日
■
一
行
り
＝
回
）

介
助
人
の
川
加
活
動
へ
…
H
r
県
に
り
】
頭
た
け
）
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うコ

岩
手
県
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
友
の
会

代

　

長

　

中

　

村

　

康

　

夫

半
成
2
1
作
用
日
よ
り
ミ
ト
コ
ン
ト
リ
ア
病
か
特
定

疾
偲
ム
…
癖
研
究
小
葉
に
追
加
指
定
と
な
っ
た
　
州
内

の
一
旦
給
君
数
5
人
（
…
〃
千
m
保
健
福
祉
部
の
賃
料
）

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
人
の
す
へ
て
の
細
胞
に
〃
在

し
、
仝
身
の
と
ん
な
部
位
に
も
症
状
か
て
る
可
能
作

の
あ
る
全
身
性
の
病
．
刈
で
あ
る
し

そ
の
た
め
症
状
か
多
岐
に
〓
り
、
忠
君
は
複
数
の

診
煩
科
を
受
診
し
て
い
る
。
追
加
指
定
に
よ
り
閃
通

し
た
扶
忠
は
全
科
か
カ
ハ
ー
の
対
象
と
な
り
、
▲
‥
回
瑚

な
医
墟
西
か
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

個
人
的
に
は
介
助
人
か
日
本
補
助
人
協
会
よ
り
は

り
さ
れ
る
r
定
に
な
り
、
介
助
犬
と
の
八
日
目
訓
練

（
目
黒
旺
－
1
日
頃
～
）
　
を
経
て
国
の
認
定
試
験
を
せ

け
、
人
目
楕
す
る
と
ユ
ー
ザ
ー
に
な
れ
ま
す

介
助
人
と
批
ハ
に
、
難
病
の
啓
日
豪
溝
助
や
社
会
参
加

を
精
極
的
に
し
た
い
と
茄
叫
・
か
膨
ら
ん
て
い
ま
す
、

全
国
膠
原
病
友
の
会

…
石
下
県
支
部
　
（
ビ
オ
ラ
の
会
）

支
部
k
　
吉
　
川
　
絢
　
子

†
成
”
山
咋

1
∴
‖
1
5
日
　
会
報
封
‥
ケ
発
行

封
‖
～
2
・
1
日

支
部
長
会
議
・
本
部
総
会
　
（
人
阪
巾

に
て
開
催
）
　
1
名
出
席

医
煩
溝
班
会
「
膵
煩
病
の
葉
物
治
療

の
現
状
と
問
題
点
」

ハ

不

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

　

膵

偵

病
の
来
埴
認
葉
問
題
を
考
え
る
」

5
月
日
日

一

J

 

l

一

会
報
煎
＝
り
発
．
〓

6
J
J
2
7
日
…
ハ
f
H
文
部
総
会
・
会
‥
〓
交
流
会

医
煩
溝
混
会
　
膵
偵
痛
と
門
病
変
に

つ
い
て

誹
帥
　
独
〃
‖
政
は
人
目
・
l
L
病
院
機

構
成
此
岡
病
杭

リ
ウ
マ
チ
H
＝
一
卜
日
華
墨
日
光
什

9
月
6
日
　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
閃
通
用
体
ネ
ソ
ト
ワ
ー

キ
／
ク
の
会

日
射
1
7
回
吏
北
叫
「
習
人
ム
ゥ
】
れ
日
輪

1
3
日
　
H
r
県
人
船
渡
保
健
所
㌧
仁
催
　
膵
偵

痛
恨
晋
交
流
会
1
名
川
席
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忌蔀こ＿　一▼＿

・■．‾；

6　－

n
U
・
・
■
・
j
2
1

1
■
l
′
〈
リ
】
　
－

～
2
3
日

【
′
1
．
一

「ソ】－－

1
－
J
6
　
－

1
■
ノ
、
ソ
】
－
－

…
〃
下
県
保
健
部
長
懇
談
会
2
名
目
棉

会
撞
2
6
日
り
発
．
川
．

第
7
回
山
山
手
県
難
病
遮
美
術
作
目
…
展

一
－
〓
日
暮
‖

／
1
－
－
㌧
l
‖

…
山
下
県
奥
州
保
健
所
に
椎

膠
仙
病
癖
益
井
と
家
族
の
た
め
の
講

話
会
1
名
目
席

「
膠
掠
病
の
基
礎
知
識
と
日
常
隼
溝

の
往
ぷ
点
」

講
帥
　
野
村
帖
郎
先
生

難
病
迅
・
h
佃
第
2
回
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

講

師

　

刷

文

部

k

　

本

山

　

兄

一
在
七
瞭
養
晋
の
美
際
～
家
族
の
立

場
か
ら

平
成
2
3
年

1
日
8
日
　
県
難
病
通
常
什
理
小
会
1
名
川
皿

ソ
1
日
1
5
日
　
会
報
2
7
‥
イ
発
．
行

平
成
”
山
咋
1
2
月
～
幻
咋
2
月
　
H
会
・
州
願
署
名
活
動

平
成
2
2
年
度
垂
い
す
ダ
ン
ス
協
会

活
動
記
録

車
い
す
タ
ン
ス
協
会

代

　

ム

　

小

瀬

川

　

元

　

子

協
会
を
設
立
し
て
6
年
た
ち
ま
し
た
し
　
昨
行
か
ら

始
め
た
施
設
訪
雨
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
依
相
を
岳

け
、
巾
い
す
タ
ン
ス
の
楽
し
さ
か
少
し
ず
つ
理
糾
さ

れ
て
き
て
い
る
と
い
う
下
こ
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す

ま
た
、
会
＝
日
．
川
和
．
八
あ
い
あ
い
練
習
に
励
ん
で
お

り
、
よ
現
力
か
仙
じ
か
に
な
っ
て
臭
て
い
る
の
も
的
し

い
こ
と
で
す

・
3
日
∵
1
1
2
日
　
定
例
練
習
会
各
日
2
～
3
回

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
に
て

・
T
H
T
～
8
日
　
研
修
旅
行
（
．
刈
仙
沼
直
）

美
技
研
修
と
会
い
の
親
帖

・
9
日
8
日
　
介
護
施
設
松
岡
第
一
∴
イ
ツ
訪
問

発
出
と
松
闘
中
7
校
畑
を
交
え
た
小

い
す
タ
ン
ス
講
習
会

・
9
J
J
l
O
‖
　
障
か
い
君
福
祉
施
札
“
協
l
議
会
「
東
北

ブ

ロ

ッ

ク

ナ

イ

ス

ハ

ー

ト

ハ

ザ

ー

ル

・
1
0
月
7
日

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
∴
シ

満
技
発
起
　
イ
オ
ン
南
に
て

全
国
精
神
保
健
福
祉
家
族
入
会
　
み

ん
な
ね
っ
と
叫
〃
丁
入
会
」
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満
技
発
表
　
ア
イ
ー
ナ
に
て

・
1
川
日
加
〓
　
県
難
病
建
交
流
架
会

前
技
発
表
　
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ト
に
て

日
月
2
1
～
折
目
　
研
修
と
会
i
l
親
帖
会

花
巻
混
根

・
1
2
日
1
2
日
　
県
難
病
通
ク
リ
ス
マ
ス
会

混
技
発
よ
　
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ト
に
て

8
日
、
会
止
を
失
う
と
い
う
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
闘
い
な
が
ら
も
、
＝
根
絶

ま
で
指
埠
に
情
熱
を
そ
そ
い
で
く
れ
ま
し
た
　
申
い

す
タ
ン
ス
を
す
る
こ
と
て
笑
顔
が
1
ま
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
し
た
。
故
会
長
の
道
心
を
引
き
継
い
で

会
い
一
同
力
を
人
目
わ
せ
て
い
き
た
い
と
H
心
っ
て
お
り

ま
す

特
定
非
営
利
活
動
法
人

岩
手
県
精
神
保
健
福
祉
連
合
会

1
　
医
丹
1
的
病
名
　
絶
入
＝
失
調
症
、
う
つ
痛
等
精
神

か
人
目
小

2
　
川
体
代
豪
君
名
‥
高
橋
　
惟

3
　
結
成
隼
日
日
　
昭
和
5
3
年
1
月
7
日

1

　

通

約

先

　

0

1

9

・

6

3

7

・

7

6

0

0

5
　
日
光
症
扶
　
被
小
＝
妄
想
、
幻
北
、
興
扁
正
壷
、

〓
傷
行
為
、
と
し
こ
も
り
、
睡
眠

障
小
目
、
食
車
摂
取
障
車
‥

6
　
紹
介
し
た
い
川
体
の
活
動
内
容

1
精
神
保
腱
‖
心
想
の
啓
発
車
業

…
H
T
県
帖
神
保
健
福
相
家
族
入
会
　
（
2
1
年
慄
7

ロ
ソ
ク
入
会
、
㍑
隼
度
は
仝
同
人
会
閲
椎
）

空
目
・
畔
．
み
ん
な
ね
っ
と
　
等
関
係
力
餅
の
普

及
推
進

広
報
溝
動
・
機
関
紙
「
か
ん
ふ
／
＼
れ
ん
　
の
発

行「
小
差
・
冥
族
相
談
里
美

2
‥
筑
族
会
の
育
成
車
業

ハ
ー
ト
ワ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ハ
ル
の
問
椎
二
人
会

交
流
会
）

い
き
い
き
文
化
交
流
会
の
閃
催

〇
　
二
こ
ろ
の
健
康
川
進
　
に
つ
い
て
の
状
本
法

の
制
小
吏
を
求
め
る
署
れ
活
劇

＝

j

顎



虎於聖と群大会
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J▼

空拳
●』■　3000円t■■■　事聖　500円I
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陸車塾皇▼竺こ＿巽芸

ぐ．了

障
か
い
通
鵜
に
よ
る
車
業

県
障
か
い
君
ス
ホ
ー
ツ
大
会

県
障
か
い
〃
文
化
‖
ム
術
祭
（
ふ
れ
あ
い
・
＝
目
梨
会
）

，　”

＝

■

一

．

平
成
2
2
年
度

l
R
P
S
岩
手
県
文
部
活
動
報
告

J
R
P
S
…
H
r
県
支
部

車
務
局
k
　
菅
　
原
　
智
　
子

●
5
日
日
日
　
I
R
P
S
…
ハ
r
県
支
部
設
・
斗
総
会

…
〃
－
‖
視
聴
党
障
か
い
苦
情
用
セ
ン



～鋸捕りの美～dynaml【hHluLy　～粧勅の美～dynumlC bPauty　～躍動の夫－（1ynilm】C tlenuty

簡墓重量・

．封）

●
7
日
∵
1
日

・
1
日

●
8
日
頭
目

u
J
 
I

り】　－

●
9
月
5
日

●
9
日
2
5
日

●
1
0
月
川
‖

●
日
日
2
8
日

●
2
日
日
日

●
2
日
日
日

ク
ー
・
（
ア
イ
ー
ナ
）
　
に
て
　
参
加
斤

目
名
目
杖
を
仙
二
し
の
歩
行
訓
練
及
び
．

れ
交
流
会

幣
侶
混
東
南
部
H
仁
兄
ハ
イ
ツ
に
て

州
名
ぢ
加

難
病
迅
北
海
道
・
東
北
プ
ロ
ソ
ク
会

議
参
加

山
形
に
て
　
2
㍍
参
加

第
1
回
役
‥
〓
会
　
北
卜
に
て

世
舛
糾
膜
の
〓
m
京
都
　
京
都
に
て

2
名
参
加

第
6
回
　
1
R
P
S
網
膜
色
ポ
変
性

フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
イ
ー
十
に
て
　
目
名
参
加

Q
C
L
向
上
講
満
会
・
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
／
ア
イ
ー
ナ
叫
山
手
m
視
聴
党
障
か
い
君

情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
　
部
名
ち
加

㍗
丁
県
内
視
㍊
障
か
い
書
‥
‥
心
兄
交
換

…
射
り
一
回
役
目
会
　
ア
イ
ー
十
に
て

‖
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

…
石
手
県
支
部

支

部

長

　

駒

　

場

　

恒

　

雄

√
　
ム
＝
煩
法
研
明
の
道
は
√
検
査
と
登
録

”
山
隼
6
月
2
7
日
ア
イ
ー
ナ
に
於
い
て
、
神
経
・

筋
扶
揖
医
豆
情
報
豊
録
席
理
機
構
長
代
理
l
l
谷
久
‥
〓

氏
を
招
き
、
研
修
会
を
川
催
っ
　
筋
シ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

治
艇
研
究
は
、
出
征
の
基
礎
的
ム
＝
瞭
研
究
か
人
き
く

進
捗
」
病
宗
の
原
因
を
標
的
と
す
る
治
漬
は
を
人
目
め

た
新
た
な
治
療
法
が
臨
床
応
川
目
前
に
し
、
「
臨
床

試
験
治
験
．
を
日
嗣
に
進
め
る
た
め
に
、
デ
ュ
ン
ェ

ン
ヌ
刑
蒜
叩
シ
7
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
ヘ
ッ
カ
ー
判
タ
イ
丁

の
山
井
さ
ん
に
医
学
情
班
の
登
録
に
つ
い
て
理
研
を

深
め
た
。
研
究
の
最
終
段
階
と
し
て
山
井
さ
ま
に
対
し
て

「
臨
床
試
験
　
治
放
し
　
を
．
け
い
〃
動
作
と
安
全
性
を

碓
か
め
る
、
、
臨
床
試
験
／
　
ム
侶
験
」
を
H
沼
に
進
め

る
た
め
に
対
象
と
な
る
揖
晋
さ
ま
に
更
な
る
理
解
と

語
録
を
お
願
い
し
て
い
る
　
登
録
に
つ
い
て
の
詳
細

や
川
談
だ
と
協
会
へ
駒
場
）
　
に
お
問
い
人
目
わ
せ
く
だ

さ
い
。文
部
総
会

㍑
隼
5
日
六
・
1
日
　
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ト
…
H
r
に
於
い

て
糊
催
r
　
2
1
隼
腰
の
活
動
報
告
と
2
2
隼

度
の
小
葉
計
両
、
新
年
度
役
目
な
と
を



～躍動の美～dynLlmlr bCauLy　～躍動の美～d＼′namlellPauty　、紺’動の美～dynanll（t）PllutV

．汀

選
出
と
蕃
l
基
。

㌧
／
各
種
入
会
へ
の
参
加

2
2
叶
5
日
日
日
～
1
6
日
　
第
眉
回
全
州
総
人
ム
・
入

会
火
点
り
山
サ
ン
ラ
イ
ズ

2
2
年
7
月
3
日
～
1
日
　
東
北
フ
ロ
ソ
ク
山
形
入

会
、
山
形
束
触
火
紅
苑

2
2
年
川
月
8
日
～
9
日
　
柚
須
馴
回
仝
川
筋
ン
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
火
・
．
吊
浅
小
人
会
　
は
草
ヒ
ユ
ー

ホ
テ
ル
い

／
〕
県
車
業
、
在
宅
進
行
性
筋
屡
縮
症
腐
指
弾
車
業

へ
の
協
力

県
内
6
会
場
で
6
日
朋
美
施
し
卑
門
医
に
よ
る
医

療
や
り
ハ
ヒ
り
、
福
祉
制
座
利
川
な
と
に
つ
い
て

柚
談
を
失
地
じ
新
規
忠
君
の
発
隼
も
あ
り
、
疾
患

の
抱
え
る
特
異
M
な
と
の
和
談
に
ビ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
奉
加
協
力
〔
．
人
で
悩
ま
ず
患
常
会

へ
の
柚
談
、
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ハ
）
県
保
健
福
祉
部
長
と
の
懇
談
会
、
障
か
い
音
へ
の

ぷ
別
を
な
く
す
た
め
の
…
山
下
県
条
例
の
制
定
を
進

め
る
会
、
障
か
い
芳
川
体
と
の
意
見
変
換
会
等
へ

の
参
加
。

2
0
1
0
年
度

岩
手
ス
モ
ン
の
会
の
活
動
稚
批
‖

…
H
r
ス
モ
ン
の
会

会

長

　

帽

　

子

　

　

　

貢

り
】
0
1
0
か
．

1
月
2
0
日
…
〃
下
県
難
柄
迅
第
1
9
回
常
什
理
小
会

（
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ト
小
石
†
）
　
1
名
目
席

2
1
日
　
小
目
†
ス
モ
ン
の
会
第
．
回
理
車
会
（
盛

岡
直
結
人
目
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
　
6
名

5
月
日
日
…
〃
下
県
難
病
通
定
期
総
会
（
ふ
れ
あ
い

ラ
ン
ト
…
〃
手
）
　
1
名

6
t
－

2
－
1

6
日
り
3
日

．

ぺ

「

．

．

■

り
1
日
日
日

7

1

一

八
U
I
」
l
q
■
・
一

1
－
－
n
∠
　
－

…
山
手
県
難
病
迦
県
人
会
（
ふ
れ
あ
い
ラ

ン
ト
…
石
手
）
　
3
名
参
加

㌫
手
ス
モ
ン
の
会
定
期
総
会
（
盛
岡
直

結
人
目
餌
址
セ
ン
タ
ー
）
　
1
0
名

仝
‥
司
公
座
＝
被
座
‥
押
絵
行
動
（
悍
坐
労
働

省
交
渉
、
日
比
谷
公
会
苺
総
決
起
某
会
）

3
名
参
加

ス
仝
協
仝
川
代
よ
音
会
議
（
ス
モ
ン
公

小
目
セ
ン
タ
ー
）
代
よ
1
名
、
2
名
傍
聴

ス
モ
ン
忠
晋
の
某
川
検
診
　
（
1
－
日
立
病
院

機
構
山
〃
手
痛
院
）
　
1
名
参
加

ス
モ
ン
患
音
の
根
川
検
診
　
（
盛
岡
直
結

人
目
裾
址
セ
ン
タ
ー
）
　
8
名
号
加

…
〃
下
県
難
病
建
第
1
0
回
交
流
集
会
（
ふ



ご用

れ
あ
い
ラ
ン
ト
㍗
手
）
　
3
名

1
2
月
1
2
日
　
H
f
県
難
病
通
第
5
回
ク
リ
ス
マ
ス

会
（
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
…
H
f
）
　
3
名

全
国
筋
無
力
症
友
の
会

（
き
び
だ
ん
こ
の
会
）

代
よ
苫
　
小
野
寺
　
廣
　
子

今
咋
度
の
活
動
は
、
5
月
～
日
月
ま
で
の
川
、
り

り
】
回
の
交
流
会
を
閲
催
し
ま
し
た
。
γ
前
1
川
岬
～
牛

後
3
時
ま
で
を
フ
リ
ー
タ
イ
ム
と
し
て
、
〓
分
か
郁

人
目
の
什
7
、
時
閲
に
参
加
し
て
い
た
た
け
る
よ
う
に
し

て
み
ま
し
た
〔
　
時
川
を
′
刈
に
し
な
く
て
山
い
と
、
．
刈

軽
に
巷
加
し
て
ゆ
っ
く
り
と
誹
を
聞
き
、
情
慢
交
換

仁
と
楽
し
い
咋
川
を
過
ご
す
こ
と
が
て
き
ま
し
た
r

日
日
∵
b
‖
‥
－
日
に
は
、
筋
無
力
症
友
の
会
東
北

フ
ロ
ソ
ク
交
流
会
を
糊
催
し
ま
し
た
ノ
…
ハ
丁
県
難
病

速
の
協
舘
を
い
た
た
き
、
医
煩
講
演
会
を
聞
催
い
た

し
ま
し
た

演
題
1
　
‥
…
齢
β
M
G
の
相
加
と
そ
の
射
徴

誹
帥
　
仙
ム
＝
医
漬
セ
／
ク
ー

神

経

内

科

　

鈴

木

　

祁

仁

兄

坐

嗣
題
2
　
リ
側
独
力
ム
…
煩
の
石
効
性
．

誹
帥
　
総
人
目
花
巻
病
院

神
経
内
科
　
桁
沢
　
公
明
兄
畑

長
根
n
人
目
r
先
生

2
つ
の
克
墨
し
た
誹
嗣
人
ム
の
後
に
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
．
付
い
、
皆
様
か
ら
門
間
や
疑
問
点

な
と
を
挙
け
て
い
た
た
き
、
r
隼
に
光
隼
人
か
ら
お

話
し
て
い
た
た
き
ま
し
た
U

l
H
2
9
日
・
犯
‖

第
2
回
筋
佃
…
力
症
友
の
会
セ
ミ
ナ
ー
か
東
京
で
閏

俳
さ
れ
、
…
〃
手
友
部
よ
り
2
名
参
加
し
ま
し
た
。

岩
手
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

会

長

　

小

　

原

　

　

　

勝

”
T
M
・
1
3
　
世
卯
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
デ
ー
国
会
・
肌
願
行

～
1
4
　
動
に
参
加
　
衆
議
院
会
館
集
人
＝
n

ぢ
加
苫
3
名

”
∵
0
1
・
1
9
　
山
〃
下
県
支
部
会
鞘
へ
第
5
5
‥
▲
り
）
発
行
・

会
い
へ
発
送
。

2
2
・
鵬
・
0
7
　
第
1
回
役
目
会
（
会
場
・
ふ
れ
あ
い
ラ

ン
ト
小
石
f
）
　
1
0
名
出
席
＝

半
成
2
2
年
度
総
会
貿
料
の
検
付
を
黒
地

す
る
。
仙
射
1
‥
イ
議
案
～
第
5
‥
り
議
案
を

捉
案
す
る
こ
と
に
決
定
し
役
割
分
机
右

確
認
す
る
L

2
2
・
胴
・
1
日
‥
山
石
手
県
性
病
通
第
日
回
定
期
総
会
及
び

県
人
会
に
会
長
小
原
、
会
計
の
2
名
目

”
∵
情
・
銅
　
半
成
㌍
坪
慄
定
期
総
会
聞
胱
二
▲
れ
▲
■

～
封
　
‖
）会
場
・
化
巷
混
根
ホ
テ
ル
千
秋
閤
　
川

硝
石
6
2
名
（
介
護
君
を
含
む
）

来
貧
∴
H
T
m
難
病
迅
代
よ
理
車
　
丁

目
某
他
．
氏
√

”
∵
皿
・
‖
　
空
目
ハ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
友
の
人
ム
第
封

～
1
5
　
回
定
例
総
会

会
場
大
阪
両
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
ク



”
T
m
・
馴

2
2
・
㈹
・
1
8

”
∵
0
0
・
㍊

”
∵
咽
・
0
3

2
2
・
椚
・
脚

、
一
ハ
U

2
2
●
0
9
・
1
4

二
人
阪

周
厘
会
計
係
＋
帰
化
糊
作
砕
車
の
り
】
名

H
下
県
文
都
会
錯
（
第
5
6
日
り
）
発
ノ
〓
・

会
日
へ
発
送

第
2
回
役
目
会
　
（
会
場
・
ふ
れ
あ
い
ラ

／
卜
…
日
下
）
　
目
名
出
席
、

合
川
ハ
病
友
の
会
　
第
封
回
定
期
総
会

用
告
‖

…
石
下
県
難
病
疾
病
川
体
通
路
協
議
会
の

理
車
会
に
日
日
副
会
長
か
〓
席

…
n
f
H
友
部
会
報
（
第
前
‥
イ
）
発
．
け
・

会
日
へ
発
送

入
船
渡
保
健
所
巨
僻
の
　
ハ
構
想
ガ
豪

族
交
流
会
L
　
に
、
会
長
他
5
名
目
悦

第
3
川
役
目
会
（
会
場
・
ふ
れ
あ
い
ラ

ン
ト
…
日
下
）
〓
席
斤
目
わ
。

前
回
役
目
会
後
の
活
動
靴
根
‖
（
佐
々
木

副
会
長
吊
会
）

…
パ
r
日
用
社
H
f
ハ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友

の
会
の
取
材
に
来
る
。

支
部
代
よ
君
・
本
部
役
目
人
目
同
会
議

（
会
場
・
東
京
南
パ
∵
川
会
飢
）
　
日
焼
君

佐
々
木
副
会
長
、
何
々
木
酢
車
、

…
〃
手
県
保
健
福
祉
部
長
と
…
ハ
下
県
難
病
・

疾
病
川
体
連
絡
協
議
会
と
の
懇
談
会
に

佑
々
木
r
l
刷
会
長
出
席

”
∵
川
・
1
H

～

川

”
T
川
・
兆

”
丁
目
・
0
5

”
丁
目
・
n

”
∵
‖
・
飾

（
会
場
∴
H
r
日
成
l
・
・
】
岡
地
巨
人
日
日
付
合

8
「
・
誹
菅
C
）

山
北
プ
ロ
ソ
ク
交
流
集
会

闘
枇
場
所
・
秋
‖
県
人
洪
村
ホ
テ
ル
・

サ
ン
ル
ー
ラ
ル
人
洪

入
船
渡
保
健
所
巨
椎
の
　
バ
摘
出
帯
交

流
会
」
　
（
難
病
忠
行
地
域
文
接
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
小
葉
の
▲
環
）
　
に
1
名
川
煉
り

第
1
回
役
目
会
（
会
場
・
ふ
れ
あ
い
ラ

ン
ト
…
山
下
）
　
1
0
名
目
規

…
H
r
県
支
部
会
用
（
箭
ふ
＝
り
）
発
．
付
人
ム

日
へ
発
送

…
ハ
ー
‖
難
病
・
疾
病
川
体
連
綿
協
議
会

し
い
僻
の
　
こ
射
2
回
難
病
ホ
ラ
ン
テ
ィ
養

成
誹
伸
し
　
（
ハ
ー
キ
ン
ソ
ン
柄
の
れ
七

癖
益
と
史
音
の
立
場
に
つ
い
て
）
　
の
講

師
依
頼
か
あ
り
小
脱
会
良
川
血
す
る

幻
・
m
・
0
7
　
第
5
回
役
i
l
会
（
会
場
・
ふ
れ
あ
い
ラ

ン
ト
…
f
f
f
）
　
日
焼
帯
川
名

佐
々
木
車
用
局
長
か
ら
本
部
車
彷
J
l
J
た

よ
り
の
内
容
説
明
す
る

．
般
的
酢
認
両
面
と
し
て
本
邦
に
会
頭

5
部
送
る
こ
と
し

烈
・
m
・
2
5
　
国
会
・
刷
釦
署
名
簿
の
整
理
　
（
会
場
・
ふ

れ
あ
い
ラ
ン
ト
）
　
3
名
目
規

以
仁
、
1
日
人
で
集
約

全
国
H
A
M
患
者
友
の
会

…
日
下
県
支
部

代
女
君
　
菊
　
地
　
健
　
治

半
成
”
…
隼
既
は
、
文
部
代
よ
爪
か
入
退
院
を
繰
り

返
し
た
た
め
特
に
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
て
し
た
か
、

恩
賞
会
本
部
の
い
川
棚
溝
動
な
と
か
尖
り
、
政
府
（
行

政
府
）
、
衆
ち
両
議
院
（
立
法
府
）
　
に
お
い
て
は
、

H
Å
M
及
び
八
T
L
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
エ
イ
ズ
、

肝
炎
亜
み
の
船
人
‖
対
策
を
行
う
こ
と
を
よ
明
し
ま
し

た■
国
の
総
合
対
策
の
今
後
の
方
向（
対
応
推
移
）

9
日
8
日
‥
．
〓
n
相
が
、
総
理
宮
邸
に
お
い
て
患
＃

会
代
よ
、
ほ
野
几
宮
城
県
加
車
（
A
T
L
n
血

病
発
症
忠
君
）
　
な
と
と
面
談
し
、
川
内
感
牡
鹿

か
1
1
0
〃
人
以
仁
い
る
と
▲
＝
わ
れ
る
、
H
A

M
」
　
（
成
人
T
細
胞
関
連
分
他
局
）
、
「
A
T
L

（
成
人
T
細
胞
〓
血
病
）
　
の
根
因
ウ
イ
ル
ス

（
‖
r
L
V
－
Ⅰ
型
ウ
イ
ル
ス
）
　
対
策
を
、
2
0

年
以
仁
前
に
把
握
し
て
い
な
か
ら
放
嗣
し
て
き

た
こ
と
を
「
政
府
と
し
て
k
省
す
る
　
と
陳
謝

し
、
烏
邸
に
「
特
人
叩
チ
ー
ム
　
を
化
成
旧
し
、
エ

イ
ス
、
肝
炎
碓
み
の
紹
人
目
対
策
を
誹
ず
る
こ
と

を
よ
明
し
た
。
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日
月
6
日
　
り
隼
労
働
省
は
、
H
T
L
V
－
－
型
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
心
無
を
調
へ
る
抗
体
検
査
を
、

令
姉
鋸
を
対
象
に
公
理
i
l
印
で
全
国
で
黒
地
す

る
こ
と
を
通
知
ノ

1
2
日
3
日
　
衆
を
両
議
院
（
h
止
は
府
）
　
は
、
ノ
け
政
府

（
政
府
）
　
に
続
き
、
H
A
M
、
A
T
L
の
エ
イ

ズ
、
肝
炎
ル
み
の
総
人
目
対
策
美
施
・
州
願
を
全
会

．
放
て
採
択
し
た

1
2
月
2
0
日
　
特
へ
叩
チ
ー
ム
第
1
回
会
議
に
お
い
て
膏

什
州
は
、
総
人
目
対
策
と
し
て

1
仝
妊
鋸
抗
体
検
査
の
美
施

2
　
り
牛
省
と
各
都
道
府
県
に
対
策
協
議
会
を

設
椚

3
　
診
漬
カ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
策
定

4
　
エ
イ
ズ
、
肝
炎
並
み
研
究
班
の
♪
符
措
諏

な
と
の
収
り
組
み
を
表
明
し
た
J

■
今
後
の
課
題
（
懸
案
事
項
）

前
心
の
と
お
り
国
は
来
往
度
か
ら
総
へ
‖
対
策
を
美

施
す
る
こ
と
を
よ
明
し
た
か
、
H
A
M
及
び
A
T
L

と
も
、
あ
る
特
定
の
人
ツ
病
院
等
を
除
い
て
は
、
医

煩
従
車
昔
て
さ
え
そ
の
病
態
を
知
ら
な
い
現
状
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
抗
体
検
た
で
キ
ャ
リ
ア
と
小
目
け
ら
れ

た
妊
鋸
・
揖
晋
等
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
の
混
乱
か
．
r

恕
さ
れ
る
こ
と
　
（
÷
日
も
日
へ
体
的
対
応
策
　
（
診
煩

カ
イ
ト
ラ
イ
ン
策
定
・
机
談
体
制
T
）
を
全
く
▲
小
し

て
お
ら
ず
、
現
場
の
医
煩
従
車
君
、
保
他
所
、
難
病

相
談
セ
／
ウ
1
1
、
根
差
会
叩
。
に
対
応
を
ま
か
さ
れ
て

も
、
と
う
し
て
よ
い
か
分
か
ら
ず
混
乱
か
．
㌢
想
さ
れ

る
こ
と
「
）

■
次
の
世
代
に
　
生
き
地
は
し
と
も
い
う
へ
き
こ
の

病
‥
勅
を
引
き
継
か
な
い
た
め
に
も
、
想
再
会
（
会
〓

数
人
）
　
と
し
て
も
日
々
動
か
な
く
な
る
休
と
闘
い
な

か
ら
何
が
て
き
る
か
を
模
索
中
で
す
し
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琵誹鎌田　潤也　①
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はなく、外部の万々にもお願いしています。

問い合わせ先：019－608－5161FAX：019－825－1080

摘Ⅰ景器病宇一般　特に心肺運動負荷孟式験
心随リハヒリテーション・生活習慣病予防



（
宵
旦

内
閣
府
主
催

平
成
2
2
年
度

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」

◎
高
校
生
・
一
般
市
民
部
門
…
石
手
県
コ
ン
ク
ー
ル
　
「
日
収
優
秀
賞
」

◎
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
　
「
代
作
」

「
一
本
の
糸
」

駒

　

場

　

憧

　

雄

い
君
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

ム
…
療
法
の
無
い
疾
患
と
の
‥
日
．
告
に
．
〓
惑
い
、

助
け
を
求
め
て
‖
し
て
い
た
．
本
の
糸
。
川
会

い
を
巾
ね
る
た
び
に
▲
本
の
糸
に
は
た
く
さ
ん

の
糸
か
繋
が
り
、
そ
の
光
は
果
て
し
な
く
広
が
っ

て
い
た
。
稀
少
難
病
の
た
め
伸
m
も
机
叔
机
手
も
少
な

く
、
孤
独
と
不
日
両
な
椿
に
劣
等
感
を
持
ち
、

世
m
体
を
ハ
刈
に
し
て
持
ら
し
て
い
た
人
、
情
報

か
k
わ
ら
ず
、
誹
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
と

批
判
や
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る
人
。
身
体
陣
か

て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
‖
会
い
を
巾
ね
て
き

た
。
出
会
い
を
巾
ね
る
た
び
に
、
隼
き
て
い
る
こ
と
の
お
肌
ら
し
さ
、
‖
分
の

隼
き
ん
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
か
り
だ
っ
た
。

筋
力
か
徐
々
に
・
衰
え
、
耶
段
を
上
る
こ
と
も
〓
来
な
い
体
の
異
変
に
気
付
き
、

病
院
に
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
厚
門
医
に
出
会
え
な
く
て
確
定
診
断
ま

で
行
年
も
要
し
た
。
治
療
法
の
無
い
難
病
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
H
㍗
さ
れ
た

の
は
3
5
咋
前
。
筋
力
の
衰
え
は
、
一
人
で
何
も
で
き
な
く
な
り
、
寝
た
き
り
の

隼
活
に
な
る
心
安
と
恐
怖
に
苦
し
ん
で
い
た
。

貧
乏
く
じ
を
引
い
た
と
毎
日
嘆
き
、
辛
く
、
悔
し
い
思
い
川
や
体
験
の
数
を

敬
え
た
ら
限
り
か
な
い
。
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
仲
川
と
の
川
会
い
か
、
‖
分
▲

人
た
け
で
は
な
い
と
い
う
‖
心
い
て
、
孤
独
感
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
い

つ
の
聞
に
か
病
ハ
刈
の
受
容
も
出
火
る
よ
う
に
な
り
、
障
か
い
者
で
良
か
っ
た
と

M
心
え
る
よ
う
に
、
ハ
刈
持
ち
の
変
化
も
て
て
き
た
っ

福
祉
制
度
の
利
川
に
は
、
障
か
い
程
度
、
所
得
制
限
な
と
様
々
な
規
制
も
あ

り
、
手
続
き
に
難
儀
す
る
。
窓
日
で
矢
継
き
い
に
卑
門
川
講
を
並
へ
ら
れ
て
も

返
車
が
で
き
な
い
／
〉
手
続
き
に
苦
労
し
た
こ
と
、
小
い
す
の
件
活
で
辛
く
悔
し

い
体
験
や
失
政
し
た
こ
と
、
人
の
優
し
さ
に
会
い
帰
し
か
っ
た
侶
来
車
右
、
失

敗
兼
や
笑
い
話
と
し
て
伸
肌
に
話
し
て
い
た

苦
し
み
は
繰
り
返
し
て
欲
し
く
な
い
と
、
恵
方
や
家
族
と
川
会
う
た
び
に
誹

り
は
え
て
い
た
U
　
あ
る
日
「
お
陰
さ
ま
て
f
続
き
か
無
車
で
き
ま
し
た
、
あ
り

が
と
う
こ
き
い
ま
し
た
」
と
、
突
然
の
小
皿
詰
。
■
病
ハ
武
の
H
．
小
目
で
一
日
惑
い
悩
ん
で

い
た
家
族
か
、
私
か
圧
刷
り
は
え
て
い
た
こ
と
を
ぢ
考
に
、
丁
続
の
準
備
を
し
た

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ス
に
〓
来
た
柁
小
目
と
お
礼
の
揖
誹
た
っ
た
っ

病
′
武
や
障
か
い
を
隠
し
て
い
る
人
も
多
く
、
川
l
淡
川
手
の
少
な
い
難
病
の
宿

命
と
し
て
い
る
っ
　
ム
…
療
法
が
無
い
と
医
師
に
兄
放
さ
れ
た
の
で
、
何
も
す
る
ハ
刈

力
も
な
い
と
嘆
く
人
。
病
‥
勅
の
発
症
、
几
し
ま
れ
た
√
と
も
か
痛
′
武
と
い
う
状
況

の
山
任
を
n
い
離
婚
っ
遣
は
と
い
う
生
命
現
象
を
魔
物
の
よ
う
に
恐
れ
て
家
庭

小
肌
懐
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
り
病
気
に
対
す
る
怒
り
よ
り
、
病
′
武
に
理
研
の
無

い
人
m
木
目
と
、
悲
痛
な
・
丹
に
慰
め
の
▲
‥
葉
も
無
く
、
眠
れ
な
い
日
も
あ
っ
た

こ
の
病
気
の
帰
因
は
、
生
物
す
へ
て
か
抱
え
て
い
る
D
N
A
の
宿
命
で
あ
り
、

訓
の
貢
圧
で
も
な
い
■
∪
進
行
性
の
障
か
い
の
た
め
‖
分
に
残
さ
れ
て
い
る
休
の



‖
山
は
少
な
い
と
川
心
い
、
机
椀
的
に
様
々
乍
イ
ヘ
ン
ト
に
委
品
彗
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
助
け
を
求
め
て
い
た
．
本
の
糸
に
、

仲
川
の
ほ
か
に
も
医
療
関
係
者
や
専
門
家
と
の
出
会
い
と
繋
か
り
か
で
き
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
∵
本
の
糸
か
ら
伸
■
H
J
に
も
情
報
を
は
え
る
こ
と
も
で
き
て

いる。4
年
前
、
患
ガ
会
か
ら
ビ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座
の
案
内
を
H
い
参
加

し
た
。
‖
分
か
体
験
し
た
持
し
み
や
失
政
は
練
り
返
し
て
ほ
し
く
な
い
と
‖
心
い
、

仲
川
に
語
り
は
え
る
行
動
も
ビ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
知
っ
た
。
ビ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
は
、
仲
間
と
の
情
報
の
化
ハ
在
や
傾
聴
か
人
切
で
あ
る
と
7
ん
た
。
何
も

で
き
な
い
体
と
‖
心
っ
て
い
た
か
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
役
立
つ
こ
と
を

発
兄
い
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
か
〓
来
た
■
。
傾
聴
と
い
う
都
に
も
理
解
し

て
も
ら
え
な
い
と
い
う
悩
み
を
糊
J
＼
　
細
い
．
本
の
糸
を
入
明
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

病
〃
勅
を
理
山
に
雛
扉
、
納
得
で
き
な
い
と
し
て
は
的
な
手
段
に
訴
え
た
か
、

弁
護
す
る
た
め
に
陣
か
い
り
車
音
か
ら
の
意
見
－
t
＝
か
必
嬰
に
な
っ
た
の
で
、
誹

か
に
〃
い
て
ほ
し
い
と
知
人
を
介
し
て
紹
介
か
あ
っ
た
。
木
目
山
な
体
で
働
い

た
体
験
、
働
け
る
た
び
、
労
働
環
境
と
社
会
の
威
し
さ
な
と
を
パ
い
て
送
っ
た
。

数
か
目
し
て
「
和
解
か
で
き
ま
し
た
。
希
q
h
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
か
、
隼

活
保
障
も
得
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
」
と
、
巨
H
び
の
小
町
誹
を
作
っ
た
。
面
識
の

な
い
県
外
か
ら
の
糾
介
に
．
〓
惑
っ
た
か
、
誰
か
の
た
め
に
役
立
つ
の
で
あ
れ
は

と
引
き
受
け
た
。
と
こ
で
糸
か
繋
か
っ
て
い
た
の
か
木
目
心
議
で
あ
り
蛸
し
か
っ

た。
障
坐
‥
年
金
、
各
種
手
「
金
な
と
の
情
緒
提
供
に
、
世
糊
体
も
あ
り
物
乞
い
の

よ
う
な
こ
と
は
日
東
な
い
と
抑
む
人
も
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
障
律
‥
咋
金
を

小
請
っ
〓
山
に
な
る
お
金
を
下
に
す
る
と
、
顔
の
よ
情
や
∴
葉
遣
い
ま
で
明
る

く
変
わ
る
人
も
あ
っ
た
。

ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
▲
▲
パ
小
黒
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
と
の
通
い
や
叫
岨
波
の
情
報
網

の
組
織
形
態
と
し
て
仙
わ
れ
て
い
る
．
人
も
み
な
不
ソ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
結
ひ

つ
き
と
、
出
会
い
か
次
々
と
結
び
付
け
、
果
て
し
な
い
広
が
り
に
支
え
ら
れ
て

い
た卑
門
知
識
か
無
け
れ
ほ
解
決
て
き
な
い
相
談
に
、
卑
門
知
識
と
情
報
を
揖
供

し
て
く
れ
る
卑
門
家
や
知
人
な
と
、
川
会
い
か
作
っ
て
く
れ
た
人
脈
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
、
課
題
の
数
々
を
帥
決
す
る
こ
と
も
川
＝
来
た
。

ヒ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
必
要
と
思
い
、
福
祉
住
環

境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
賢
桁
試
験
2
級
に
挑
戦
し
＜
日
精
．
福
祉
機
器
や
住
宅
改

造
な
と
の
相
談
の
出
会
い
に
備
え
て
い
る
し

特
異
な
筋
力
低
卜
と
い
う
症
状
の
理
研
を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
身
体
障
か

い
か
軽
い
段
断
で
も
病
‥
刈
を
理
由
に
媚
扉
さ
れ
て
い
る
現
実
に
、
怒
り
と
誹
情

な
社
会
に
落
肌
す
る
ば
か
り
た
っ
た
U

村
法
の
場
で
は
、
法
律
の
隙
刷
を
〝
判
例
〟
　
か
埋
め
て
い
る
よ
う
に
、
障
か

い
昔
．
人
ひ
と
り
の
症
状
や
生
活
環
境
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
隼
き
て
き
た
正

は
、
灘
か
の
役
に
L
止
つ
と
〓
し
て
い
る
。

D
N
A
の
宿
命
な
の
か
、
恵
方
は
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。
‖
会
い

が
少
な
く
、
情
報
や
心
の
支
え
を
必
要
と
し
て
い
る
障
か
い
晋
。
「
川
楢
川
‥
放

れ
む
」
　
の
作
を
超
え
、
障
か
い
晋
た
か
ら
誹
り
は
え
ら
れ
る
一
日
葉
や
知
恵
を
人

切
に
し
た
い
。

‥
歩
踏
み
目
す
た
び
に
、
た
く
さ
ん
の
糸
と
、
悩
み
持
し
ん
で
い
る
．
本
の

糸
と
の
〓
会
い
。
■
出
会
い
が
隼
ん
だ
糸
を
人
車
に
し
、
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
“

（
祉
川
は
人
　
目
本
筋
シ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

…
石
下
県
支
部
　
文
部
k
）



文
芸
欄
（
短
歌
・
俳
句
／
詰
J
随
Ⅵ
・
そ
の
他
）
日
次

★
俳
　
句

常
ダ
化
火

小
康
の
日
に

★
短
　
歌共
々
に

卜
n
投
稿

★
詩

ま
た
ま
た
、
こ
れ
か
ら

そ
し
て
‖
心
い
て

★
随
　
筆
・
そ
の
他

初
め
て
の
仙
ム
‖
・
松
鳥
2
狛
亨
日
の
旅
‥
付

私
の
趣
味

散
り
て
も
深
く
　
胸
に
牛
き
し

咲
き
続
け
る
姑
と
丹

母
を
肴
取
っ
て

お
花
畑
た
よ
り

介
腰
帯
の
S
O
S

ス
ズ
メ
ハ
千
の
渠

在
の
l
＝
‖
山

★
詩

働
…
人
の
小
に

耕

　

沼

　

瓜

　

汗

岡

　

‖

　

要

小

川

　

　

－

・

　

A

T

　

．

・

J

人

和

‖

　

仲

　

釧

▼

H

　

‥

　

H

m

　

．

1

1

月

＝

　

　

‥

　

．

7

．

m

　

　

′

h

障
れ
希
叫
・
▲
　
㍊
城

川
　
尾
　
ス
ミ
．
い

長
往
川
　
紀
　
「

㌧

1

　

　

1

ノ

　

　

矢

－

　

　

．

．

J

〃

‖

　

叩

・

　

T

肋
　
山
場
　
ふ
い
　
「

駒

　

場

　

伸

　

雄

巨

1

　

日

　

．

t

　

′

」

種

　

目

　

　

　

促



内　科・消化器科・呼吸器科

循環器科・アレルギー科・リウマチ科

【診療時間】

平日　9：00～12：30，14：00～17：30

土曜　9：00′、ノ12：30

日曜・祝日　休診

http：Pwww．ninomiya－Crimic．com／

〒020－0013　盛岡市愛宕町2－47

℡（019）621－818レFAXO19－62卜8182

lr‾■

俳

　

句

夢

　

花

　

火

理
相
心
よ
り
ほ
ず
れ
て
心
仙
圧
か
な
り

病
‥
項
に
な
り
病
人
の
廿
労
教
え
ら
れ

新

　

沼

　

弘

　

江

山
l
康
の
日
に

地
ド
道
の
h
＝
か
・
”
二
た
ま
す
る
余
墨

〃
泥
を
帰
り
し
ま
ま
の
昨
夜
わ
靴

‖
い
h
止
ち
無
く
て
と
似
の
紙
鋸

歩
道
橋
よ
り
兄
卜
し
て
化
の
人
川
え

起
き
川
で
て
h
江
見
の
血
・
と
よ
の
　
‖
ふ

幻
を
消
し
て
庭
の
蛍
を
郁
か
む
る

触
オ
l
む
せ
ず
触
れ
さ
せ
も
せ
ず
菊
人
輪

一
広
陀
囲
隼
痛
拍
）

岡

　

田

　

要

　

二
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中
．
卜
す
向
ひ
の
家
を
見
て
籠
る

Y
巾
ぶ
く
れ
て
小
康
と
い
ふ
日
も
あ
り
ぬ

い
さ
か
ひ
か
戯
れ
ゐ
し
か
塞
雀

（
…
日
下
ス
モ
ン
の
会
∵
へ
吾
リ

短

　

歌

共
　
々
二
に

岡

　

田

　

幸

　

子

眠
れ
ず
に
∴
佃
を
明
か
し
暁
の
光
の
中
に
人
を
み
つ
め
る

服
葉
も
治
糟
も
全
て
疲
れ
た
と
岐
さ
な
か
ら
葉
飲
む
人

冬
の
陽
は
部
局
の
奥
ま
で
差
し
込
ん
で
痛
み
入
る
人
を
明
る
く
照
ら
す

し
ん
し
ん
と
．
‖
粉
り
】
の
降
る
夕
へ
病
め
る
人
と
門
旺
巌
‖
理
す

り
ハ
ヒ
り
と
人
を
う
な
か
し
ホ
ス
ト
ま
で
h
分
の
道
の
り
ゆ
っ
く
り
歩
く

古
希
む
か
え
始
め
て
人
と
椀
糾
ん
で
の
ん
び
り
と
〓
く
構
断
歩
道

振
り
向
け
は
老
々
介
護
の
日
々
に
し
て
八
に
生
き
ゆ
く
辛
せ
．
つ

（
叫
ハ
†
ス
モ
ン
の
会
∴
水
族
）

し
一
人
左
h
q
に
ム
二
、
㍍
儀
′
・
1
、
－
上
∴
．
ト
∴
一

日
レ
へ
…
叫
1
．
㍍
＝
M
ュ
ー
ふ
．
た
こ
と
に
八
日
ヽ
i
L
た

針
㌻
　
▲
F
L

㌃
莞
つ
ふ
や
ぎ
ー
▲
色
き
て
ト
轟

川
警
招
離
離
譲

．

ミ

　

■
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二

十

菖

投

蔽

大
和
田
　
幹
　
雄

人
糊
の
〃
▲
ハ
の
安
い
か
な
り
や
骨
に
入
り
て
仏
を
杵
む

盆
の
こ
ろ
夜
－
路
し
の
け
し
舶
k
‖
他
‥
川
き
咲
き
を
り
低
く
咲
き
を
り

近
つ
き
て
見
れ
ば
阿
叫
の
仁
巨
像
わ
れ
に
向
ひ
て
何
ゆ
ゑ
怒
る

＝
持
れ
ゆ
け
は
明
日
は
よ
き
日
と
八
・
山
じ
つ
つ
病
め
る
休
に
昭
小
を
か
く
る

長
さ
佼
の
心
ま
さ
ら
す
洋
楽
の
ト
リ
オ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
聞
き
つ
つ
眠
る

定
ま
ら
ぬ
わ
れ
の
休
調
川
ゆ
ゑ
か
葉
か
日
柄
か
い
ま
だ
知
り
え
す

わ
た
つ
み
は
射
蠣
筏
の
み
兄
ゆ
る
な
り
遠
く
は
‥
路
に
定
か
に
あ
ら
ず

今
日
も
ま
た
杜
も
ち
廊
卜
歩
き
ゐ
て
倒
る
る
前
に
ヘ
ッ
ト
に
休
む

新
川
を
杜
を
川
ゐ
て
た
く
り
よ
せ
椎
こ
え
か
ね
尻
を
つ
き
た
り

ひ
ん
か
し
の
両
よ
り
丹
る
明
日
の
日
の
冬
木
を
照
宣
し
枠
ぬ
く
も
ら
ん

山
塞
く
紬
へ
る
服
の
吟
味
し
て
r
足
の
先
の
汁
を
除
き
つ

日
輪
の
く
ん
く
ん
〃
る
そ
の
さ
き
に
党
束
な
き
身
知
る
人
の
ゐ
る

堪
さ
ゆ
る
み
道
の
小
－
描
き
祉
労
な
り
人
地
あ
ま
ね
く
車
．
の
と
け
た
れ
は

む
し
H
く
石
護
の
つ
つ
く
帰
も
夜
も
誹
も
か
押
し
と
＝
ひ
つ
つ
し
の
く

選
眉
爛
瀾
瑚
儀
層
儲
瀾
邸

皇
㌣
患
儒

●

　

！

一

a
J
り
l
J

塩
野
㍗
㍉
．
∵
藷
「

「
ど
ん
な
苦
境
に
あ
っ
て
も
強
く
生
き
よ
う
」
と
い
う

「　ヽ

豆
腐
環
専
工
∴
欝

‖
分
へ
の
励
ま
し
の
・
√
▲
‥
葉
で
あ
っ
た
こ
と
に
崇

巨
打
払
瞥
■
島
野

㌧

＝

　

　

■

　

　

∫
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招

吾
ば
か
り
帥
助
〓
パ
を
も
ち
て
歩
め
る
を
律
誹
さ
う
に
見
て
ゐ
る
孫
娘

孫
娘
人
の
心
を
な
こ
ま
し
む
圧
の
雛
を
も
鷲
掴
み
に
す

鈴
虫
や
こ
ほ
ろ
ぎ
虹
の
鳴
く
声
の
聞
こ
え
く
る
な
り
月
夜
の
し
し
ま

病
む
友
か
二
人
遠
く
よ
り
来
て
く
れ
ぬ
圧
に
案
じ
内
緒
も
語
る

何
を
い
じ
何
を
頼
り
に
里
さ
ゆ
く
か
わ
れ
は
と
き
を
り
孫
に
笑
は
る

塞
暖
の
耐
へ
か
た
き
か
な
わ
か
病
ひ
薬
を
た
よ
り
寄
牛
山
に
似
る

（
…
〃
手
県
多
発
性
咄
化
症
友
の
会
・
会
い
）

人
和
‖
さ
ん
の
現
況

†
成
幻
咋
3
日
日
日
、
1
獲
り
晦
は
分
、
陸
前
‥
…
‖
山
内
の
テ
ィ
ケ
7
地
設
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
し
た
　
お
そ
ろ
し
い
人
地
目
最
に
運
い
ま
し
た
。
　
日
は
と
そ
の
他
几
止
に
お
世
詔

に
な
り
、
そ
の
後
、
知
人
七
に
お
世
誹
に
な
っ
て
い
ま
し
た

難
病
相
談
友
接
七
／
ク
ー
に
、
3
日
1
H
‖
S
O
S
L
ま
し
た
　
そ
の
後
、
セ
／
ク
ー
は
、

日
赤
…
h
T
県
支
部
災
里
‥
対
策
耳
を
再
　
▲
訪
れ
、
l
失
煩
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
妾
－
糾
し
ま
し
た

し
か
し
、
通
路
か
つ
き
ま
せ
ん
　
や
っ
と
出
目
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
て
搬
送
さ
れ
、
川
H
r
医
大
病

院
に
入
院
す
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た

築
二
川
－
の
H
t
は
、
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

r
小
畑
局
‖
‥
帖
禦
桐
山
）

竹

久

　

ヰ

ソ

ー

ト

⊥

七

▲

花
へ
ん
ろ

＝
十
ユ
景
山
準
各
員
一
八
人
〟
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Ⅲ

詩ま
だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら

澤

　

山

　

禎

　

信

伐
は
　
痛
宗
に
な
っ
て
　
3
5
年
に
な
り
ま
す

前
は
で
き
た
こ
と
か
　
で
き
な
く
な
っ
た
り

色
々
あ
り
ま
す
か
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す

重
い
体
を
ひ
き
ず
り
な
か
ら
も
生
き
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

人
′
は
　
ヘ
ル
パ
ー
を
如
ん
で
お
風
H
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

食
車
介
助
も
　
手
の
り
歳
え
か
多
く
な
っ
て
き
た
か
ら

本
¶
は
　
誰
の
手
も
借
り
ず
　
や
っ
て
い
き
た
か
っ
た

お
風
H
も
企
車
も
　
こ
の
こ
と
は
　
仕
方
か
触
い
こ
と
な
の
で
す

み
ん
な
の
下
を
借
り
　
あ
り
が
と
う
の
心
を
忘
れ
ず
に

で
き
る
こ
と
は
　
‖
分
で
や
っ
て
い
こ
う
と
‖
心
い
ま
す

ま
た
ま
た
　
こ
れ
か
ら

前
だ
け
見
て
　
歩
い
て
行
こ
う

振
り
向
い
て
も
　
伐
か
歩
い
て
来
た
足
跡
か
あ
る
た
け

間
違
っ
て
も
い
い
よ
　
や
り
直
せ
ば
良
い

誹
で
も
目
し
た
よ
　
川
違
い
な
か
ら
　
迷
い
な
か
ら
牛
き
て
い
る

完
璧
な
人
m
は
　
と
こ
に
も
い
な
い

た
か
ら
助
け
人
目
い
な
か
ら
　
小
さ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か

そ
の
光
へ

ワ
】
0
1
0
咋
日
日
1
5
日
　
（
月
）

r

′

　

■

∵
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し
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÷
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封）

寄
り
添
う
．
人

そ
し
て
来
束
を

交
わ
す
‖
づ
け

表
情
ら
し
い
夢
を

ハ
ネ
ム
ー
ン
の
誹
し

み
ら
い
を

愛
し
人
目
う
．
人

き
み
に

人
で
　
用
か
し
た
い
　
　
楽
し
く
　
誹
か
し
た
い

そ
し
て
‖
心
い
川
　
　
お
も
い
で

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
　
　
約
束
し
た
テ
ー
ト

待
ち
ぼ
う
け
の
　
失
恋

誹
か
と
　
誹
か
し
た
い

め
く
り
人
目
う
灘
か
と

そ
し
て
‖
心
い
川
　
お
も
い
で

車
－
ま
う
山
　
波
寄
せ
る
う
み

憶
か
し
い
ま
つ
り
　
祭
り

あ
な
た
と
　
誹
が
し
た
い

見
つ
め
人
目
う
あ
な
た
と

楽
し
く
　
誹
か
し
た
い

初
恋
の
話
し

澤

　

山

　

禎

　

信

楽
し
く
　
応
か
し
た
い

ふ
る
さ
と
の
誹

モ
し
て
思
い
で



随
筆
・
そ
の
他

初
め
て
の
仙
台
・
舵
島
2
泊
3
日
の
旅
行

匿
名
希
望
　
5
3
歳

仏
は
、
1
0
月
9
日
か
ら
仙
ム
∵
松
砧
へ
2
れ
3
日
の
旅
′
付
に
家
族
で
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
以
外
に
出
た
こ
と
か
な
い
私
と
友
と
申
下
里
の
娘
、
家
族
3
人

で
2
週
川
前
か
ら
J
両
し
て
仙
ム
‖
・
松
鳥
へ
旅
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
川
月
9

日
か
ら
2
狛
3
日
の
′
㍗
定
で
仙
ム
〓
・
松
鳥
日
本
言
吊
と
▲
‥
わ
れ
て
る
松
鳥
海
…
圧

〃
而
へ
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た

車
椅
「
の
仏
に
と
っ
て
は
新
幹
線
に
東
れ
る
の
か
中
小
l
u
に
乗
れ
る
の
か
と
不

安
と
の
峨
い
で
し
た
じ
ま
ず
は
ホ
テ
ル
探
し
か
ら
始
め
て
、
車
椅
√
対
応
の
部

局
や
ハ
り
ヤ
フ
リ
ー
の
ホ
テ
ル
、
川
来
る
限
り
安
く
泊
ま
り
た
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
∩
■
　
で
も
仙
ム
日
の
ホ
テ
ル
は
意
外
と
、
料
金
か
高
い
の
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
■
∪
普
通
の
人
な
ら
安
く
れ
ま
れ
る
よ
う
で
す
か
、
某
ホ
テ
ル
で
は
、
小
椅

√
対
応
の
ユ
ニ
ハ
ー
サ
ル
ル
ー
ム
で
あ
り
料
金
が
．
‥
…
か
っ
た
の
で
す
か
、
駅
に

近
い
の
で
決
め
ま
し
た
。
次
は
、
断
碑
娘
の
l
－
車
骨
介
助
の
手
配
と
、
往
復
の
断

幹
線
の
乗
車
券
仙
ム
日
か
ら
松
鳥
へ
の
乗
り
換
え
、
仙
石
線
の
車
宰
介
助
で
し
た
1
1

仙
石
線
は
地
卜
鉄
で
、
仙
ム
‖
駅
と
は
離
れ
た
場
所
に
あ
る
の
で
、
車
宰
卑
川
通

路
を
使
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

－
I
i
び
仙
ム
日
に
▲
居
っ
て
く
る
た
め
の
車
ず
介
助
も
、
み
と
り
の
窓
日
で
申
し
込

み
し
ま
し
た
。
川
発
「
日
の
人
′
武
は
＝
小
▲
山
で
し
た
J
駅
に
行
き
、
小
菅
介
助
一
せ
け

て
新
幹
線
に
乗
る
座
席
は
介
助
賞
楠
と
札
の
帰
の
川
に
車
椅
√
を
椚
く
場
所
か

あ
り
ま
し
た
か
、
座
席
か
狭
く
、
仙
ム
日
ま
で
の
約
1
叫
冊
馴
分
の
問
か
″
・
か
っ

た
　
お
弁
H
を
食
へ
て
い
る
叫
川
も
な
く
、
駅
に
Y
巾
き
小
芋
山
川
通
路
を
仕
っ

て
仙
石
線
乗
り
場
へ
移
動
し
ま
し
た
　
迷
路
の
よ
う
な
通
路
を
通
っ
て
地
卜
鉄

ホ
ー
ム
に
、
巾
き
、
地
卜
鉄
に
乗
り
ま
し
た
　
上
嘱
目
で
あ
り
人
変
混
ん
で
い
て
、

私
に
見
え
る
の
は
人
の
西
中
　
／
供
か
見
れ
ば
こ
ん
な
感
し
な
ん
た
ろ
う
と
‖
心

い
ま
し
た
r
∴
‥
…
城
町
駅
に
前
き
、
そ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
磨
っ
て
輔
車
に
松
鳥

減
作
駅
に
Y
引
き
ま
し
た
が
、
牛
佃
の
雨
に
も
関
わ
ら
ず
は
い
人
で
し
た
か
、
‖

・
乍
■
．
＝
．
力
l
か
織
れ
た
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
　
さ
す
か
観
光
部
所
と
‖
心
い
な
か
ら
、

人
里
船
仁
仁
九
に
東
っ
て
、
松
鳥
山
め
ぐ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
」
　
帰
り
は
東
北

本
線
松
鳥
肌
か
ら
車
等
介
助
を
受
け
て
束
小
′
　
仙
ム
‖
駅
に
は
迎
え
の
車
宰
介
助

の
力
か
来
て
い
て
、
小
皿
車
を
搾
り
て
某
ホ
テ
ル
に
眠
り
ま
し
た

次
の
日
は
、
雨
1
0
0
％
の
♪
報
で
し
た
が
、
情
人
の
温
か
い
1
日
と
な
り

ラ
ソ
キ
ー
で
し
た
。
娘
と
■
．
人
で
仙
ム
日
を
探
検
。
初
め
て
磨
っ
た
直
ハ
ス
は
、

車
椅
／
ス
ロ
ー
7
か
つ
い
て
い
る
ハ
ス
か
多
い
の
で
「
都
会
だ
な
～
」
と
思
い

ま
し
た
。
八
木
山
ペ
ニ
ー
ラ
ン
ト
へ
無
車
に
弟
い
た
。
遊
園
地
は
混
ん
で
い
な

か
っ
た
か
ら
小
椅
／
で
も
楽
に
移
動
か
で
き
た
っ
娘
の
〃
‥
ぶ
顔
を
見
な
か
ら
ふ

た
り
で
3
岬
川
の
デ
ー
ト
を
楽
し
む
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
車
椅
√
ト

イ
レ
か
1
か
所
あ
り
、
不
便
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

帰
り
は
、
へ
こ
1
7
ン
ト
か
ら
ク
ク
ン
ー
で
仙
ム
＝
駅
に
向
か
っ
て
某
ホ
テ
ル

へ
。
次
の
日
、
帰
る
¶
日
も
良
い
人
‥
刈
に
恵
ま
れ
、
巾
ハ
ス
に
乗
っ
て
〃
葉
城

（
伊
迅
政
ハ
小
像
）
　
へ
行
き
ま
し
た
か
、
ハ
ス
を
降
り
て
か
ら
“
〓
目
黒
城
ま
で
か
人

変
で
し
た
。
車
椅
√
で
は
と
て
も
無
理
な
条
件
で
し
た
か
、
炎
と
娘
に
介
助
し

て
も
ら
い
、
無
車
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
〕
伊
・
迅
政
宗
像
の
前
で
記
念
根

形
し
て
人
満
u
n
景
色
も
＝
収
▲
‥
叫
で
し
た
〔
　
帰
の
新
幹
線
に
乗
る
た
め
タ
ク
シ
ー

で
仙
ム
〓
駅
に
向
か
い
ま
し
た
）
　
そ
し
て
帰
▼
の
新
幹
線
に
乗
っ
て
帰
っ
て
来
ま
し

た
か
、
帰
り
の
新
幹
線
で
は
向
き
か
追
う
た
め
で
し
ょ
う
か
、
目
し
座
席
て
し

た
か
、
梨
に
座
る
こ
と
か
で
き
て
、
ゆ
っ
た
り
座
る
こ
と
か
〓
＝
来
ま
し
た
．
付
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さ
の
時
も
こ
う
．
‥
う
席
だ
っ
た
ら
景
色
を
観
る
余
裕
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
と
‖
心
い
ま
し
た
。

車
椅
√
で
の
旅
行
も
無
車
に
行
け
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
家
族
で

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
陀
里
‖
音
の
み
な
さ
ん
〓
車
椅
√
で
も
駅

の
窓
日
で
申
し
込
み
を
す
る
と
車
等
介
助
か
受
け
ら
れ
て
、
何
も
不
安
か
な
く

旅
行
が
で
き
ま
す
よ
・
・
・
も
っ
と
色
ん
な
l
世
卯
を
重
し
み
た
い
と
感
じ
る
旅

行
で
し
た
。
十
度
は
京
都
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
就
職
活
動
を
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
以
前
働
い
て
い
ま
し
た
会

杜
は
7
月
末
で
退
職
し
ま
し
た
。
（
3
年
6
ヵ
〃
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

世
問
に
n
け
な
い
、
‖
分
に
負
け
な
い
気
持
ち
か
あ
れ
ば
、
き
っ
と
道
か
開
け

る
も
の
だ
と
信
じ
て
就
職
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
　
「
い
わ
て
な
ん
れ
ん
第
7

‥
ヴ
」
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、
こ
れ
か
ら
も
1
1
手
き
続
け
て
行
き
た
い

てす。

（
…
〃
手
県
血
㌍
例
塞
症
の
会
・
会
い
）

軌

の

趣

味

周
　
尾
　
ス
ミ
子

1
、
歌
を
う
た
う
　
（
卜
手
）

2
、
絵
、
1
1
手
を
か
く
　
（
卜
手
）

3
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
　
（
や
や
ま
し
な
ガ
）

こ
の
二
つ
か
、
札
の
毎
日
の
楽
し
み
で
す
。

難
病
と
戦
い
な
か
ら
、
川
年
余
、
何
と
か
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
も
、
こ
の

3
つ
の
趣
味
か
あ
っ
た
か
ら
㌧

歌
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
演
歌
、
ナ
ツ
メ
ロ
、
歌
■
1
日
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
量

一
声
‥
な
ん
で
も
。

カ
ラ
オ
ケ
に
行
け
ば
、
2
～
3
時
間
は
、
当
ら
り
前
、
附
し
、
好
き
イ
コ
ー

ル
ト
手
と
は
限
ら
な
い
。

習
丁
も
絵
も
大
好
き
－
・
余
り
L
適
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
テ
ー
フ
ル
の
卜
は
、
刊
、
墨
汁
、
す
ず
り
、
絵
の
‖
一
八
が
出
し
っ

放
し
、
そ
し
て
づ
牛
に
仕
っ
た
画
材
も
附
い
た
ま
ま
…
散
ら
か
し
放
題
。

ピ
ア
ノ
は
、
1
0
歳
～
2
0
歳
ま
で
習
っ
た
。
で
も
、
技
術
と
朗
が
伴
な
わ
ず
、

普
人
も
川
ず
に
ピ
ア
ノ
を
教
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
何
と
か

右
手
と
左
手
が
別
々
に
動
く
。
勿
論
、
格
調
た
か
い
も
の
は
、
引
け
な
い
け
れ

と
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
を
目
さ
れ
れ
ば
、
何
と
か
伴
奏
か
‖
然
に
頭
に
浮
ん

で
く
る
。
知
ら
な
い
曲
を
目
さ
れ
た
時
は
、
と
う
い
う
伴
奏
を
つ
け
よ
う
か
と
、
考
え

る
た
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
る
。
こ
れ
は
、
札
に
と
っ
て
一
番
楽
し
い
と
き
で

す。
以
上
3
つ
の
楽
し
み
は
、
毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

あ
！
忘
れ
て
な
ら
な
い
も
う
1
つ
の
楽
し
み
、
そ
れ
は
、
パ
ー
キ
ン
友
の
会

の
伸
閲
の
方
々
と
会
っ
て
（
難
病
通
の
ガ
も
）
色
々
悩
み
を
話
し
人
目
う
こ
と
。

そ
し
て
お
し
ゃ
れ
に
〃
刈
を
配
っ
て
、
人
前
に
川
る
よ
う
心
か
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
　
（
7
0
歳
）
何
年
楽
し
め
る
か
、
先
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

♪
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
　
　
E
N
D

（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
友
の
会
）
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，了f

散
り
て
毛
深
く
陶
に
生
き
し

咲
き
続
け
る
筋
と
8

長
谷
川
　
紀
　
子

桜
花
の
咲
く
時
節
に
、
仲
代
が
違
い
、
住
む
ー
世
卯
を
異
と
し
た
・
▲
人
の
人
切

な
「
か
あ
さ
ん
』
・
L
V
お
ば
あ
さ
ん
』
と
叶
は
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
軸
と
実
母
か

懐
し
く
、
二
人
へ
の
恕
い
か
つ
の
る
日
々
で
す
っ

敬
愛
す
る
姑
は
、
い
つ
も
優
し
い
笑
み
を
一
付
か
へ
、
他
の
人
の
．
‥
‖
某
を
よ
く

捌
き
、
‖
分
を
語
ら
ず
√
　
こ
ま
め
に
働
き
、
い
ろ
い
ろ
′
霊
山
い
、
め
た
た
ぬ
よ

う
に
陰
に
な
っ
て
人
を
助
け
、
人
と
竹
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
J
　
「
オ

レ
か
想
う
こ
さ
ん
す
、
申
訳
な
が
ん
す
一
と
無
菰
抗
に
そ
の
場
を
お
さ
め
る
ん

で
し
た
。
札
に
は
、
「
町
姑
か
、
そ
ん
な
に
も
‖
分
を
抑
え
こ
ん
た
牛
沼
を
な
さ
る
の

か
と
、
理
不
日
、
に
も
‖
心
っ
た
の
で
す
か
、
八
・
あ
の
姑
様
の
偉
さ
か
、
心
に
痛
い

は
と
し
み
こ
ん
で
く
る
の
で
す
。
私
の
勝
r
な
川
心
い
て
す
か
、
い
つ
も
側
に
い

て
く
れ
る
人
が
、
そ
の
姑
に
よ
く
似
て
い
る
性
格
で
あ
る
こ
と
か
、
何
よ
り
の

救
い
で
す
。
姑
様
を
想
っ
て
人
を
思
い
、
人
を
川
心
っ
て
姑
様
を
し
の
ぶ
の
で
す
。

小
目
女
様
か
旅
立
っ
て
1
1
咋
に
も
な
り
ま
し
た
じ
1
月
2
3
日
、
今
、
桜
の
化
か

呪
こ
う
と
し
て
い
る
頃
の
別
離
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
〓
心
い
～
＝
し
て
お

り
ま
す
。
美
の
付
は
、
平
成
”
山
咋
1
日
1
6
日
に
、
満
9
0
歳
と
6
ヶ
J
l
牛
き
て
、
帰
ら
ぬ

人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
付
は
大
正
時
代
に
隼
を
受
け
、
苅
二
次
世
非
人

戦
を
目
前
に
農
家
に
嫁
ぎ
ま
し
た
二
．
＝
葉
に
な
ら
な
い
ほ
と
の
謹
労
と
〃
■
ハ
っ
向

か
ら
対
帖
し
て
、
時
代
を
く
く
っ
て
隼
き
て
き
た
の
で
す
。
父
と
結
嫡
し
た
の

は
6
月
1
8
日
、
1
8
歳
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
人
は
酒
造
り
の
〓
稼
さ
に
行



き
ま
し
た
、
そ
し
て
赤
紙
が
き
て
戦
地
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
婿
家
は
農

家
と
い
っ
て
も
小
作
で
、
家
族
は
1
0
人
以
h
た
っ
た
と
語
る
母
は
、
老
後
に
は

想
い
日
は
■
語
る
が
謹
労
は
語
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
‖
分
の
生
き
さ
ま
を
教
え
て

く
れ
る
人
で
し
た
。

朝
早
く
か
ら
暗
く
な
る
ま
で
、
時
を
惜
し
み
、
季
節
を
人
切
に
し
て
、
人
．
何

を
や
る
へ
さ
か
を
考
ズ
て
行
動
し
、
衣
食
圧
に
車
欠
か
な
い
生
活
を
目
標
と
し

て
生
き
て
き
た
と
い
い
ま
す
っ

‖
心
を
〃
き
続
け
て
8
0
年
、
そ
の
日
記
帳
は
八
・
も
相
の
タ
ン
ス
に
人
切
に
し

ま
っ
て
あ
り
ま
す
。

母
は
度
々
の
入
退
院
の
練
り
返
し
で
し
た
。
私
は
車
椅
√
生
活
で
何
の
お
世

話
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
か
、
母
の
ヘ
ソ
ト
の
そ
ば
に
い
て
、
病
む
付
の
手

を
握
っ
て
、
さ
す
っ
て
の
見
守
り
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
の
身
体
も

痛
み
と
シ
ヒ
レ
、
体
は
ふ
ら
つ
き
、
動
作
は
鈍
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

姑
と
相
と
、
二
人
を
偲
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
根
の
優
し
さ
と
強
さ

を
、
私
の
心
の
支
え
に
生
き
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

安
ら
か
に
折
り
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
の
紀
√
で
す
。
ま
も
な
く
桜
の
季
節
を

迎
え
ま
す
。

（
多
允
性
純
化
症
友
の
会
）

母
を
書
取
っ
て

岩

　

井

　

智

　

子

私
の
母
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
1
5
咋
患
い
ま
し
た
が
、
3
年
前
に
肺
炎
で

亡
く
な
り
ま
し
た
っ
　
8
0
歳
で
し
た
。

こ
の
1
5
叶
の
川
、
病
ハ
武
の
進
行
、
介
護
、
私
の
痛
い
勅
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
日

付
は
私
通
に
沢
山
の
愛
情
を
往
い
て
く
れ
ま
し
た
。

た
か
ら
私
は
い
つ
も
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
悔
い
の
な
い
よ
う
に
し

よ
う
と
思
っ
て
接
し
て
き
ま
し
た
。

母
は
病
気
に
対
し
て
、
い
つ
も
前
向
き
に
考
え
て
い
ま
し
た
っ

〓
宅
で
の
週
2
回
の
訪
問
り
ハ
ヒ
リ
の
‖
以
外
の
日
は
、
雌
卜
を
手
す
り
に

つ
か
ま
り
な
が
ら
、
モ
ノ
ブ
で
掃
除
を
し
な
か
ら
3
往
復
し
た
り
、
少
し
で
も

体
を
動
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
町
々
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
本
を

読
ん
で
「
や
っ
ぱ
り
私
は
こ
の
病
気
な
ん
だ
ね
」
と
か
一
な
ん
で
‖
分
か
こ
ん

な
病
気
に
な
っ
た
の
か
な
」
と
…
‥
っ
た
り
す
る
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
‖
分
の

病
気
は
、
寝
て
い
て
も
体
の
と
こ
か
が
痛
む
よ
う
な
症
状
で
は
な
い
か
ら
、
体

が
不
日
■
日
日
で
も
払
は
ま
だ
大
丈
夫
と
一
一
一
日
っ
て
い
ま
し
た
。

家
族
が
と
て
も
囲
っ
た
こ
と
は
、
葉
に
よ
る
幻
党
で
し
た
。
突
然
、
顔
の
表

情
か
変
わ
り
、
現
実
で
は
な
い
こ
と
を
一
▲
一
‥
う
の
で
す
っ
‥
収
初
は
ホ
ケ
た
と
思
い

ま
し
た
が
、
、
1
主
治
医
の
先
生
に
す
く
通
路
し
た
ら
、
薬
の
刷
作
川
と
の
こ
と
で

し
た
の
で
、
対
応
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
何
度
か
幻
覚
は
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
が
落
ち
つ
い
て
対
応
す
る

と
付
も
お
だ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
本
「
に
難
し
い
病
．
刈
だ
と
‖
心
い
ま
し
た
。

今
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
母
は
、
‥
以
後
ま
で
病
ハ
刈
と
っ
さ
人
目
い
な
か
ら
、

友
通
と
お
い
し
い
物
を
食
へ
た
り
、
好
き
な
け
服
烹
1
1
つ
た
り
、
2
カ
月
に
1

度
は
美
容
院
に
行
っ
た
り
と
、
l
1
分
の
好
き
な
よ
う
に
し
て
隼
き
き
っ
た
隼
雄

た
っ
た
と
私
通
家
族
は
‖
心
っ
て
い
ま
す
∩

け
か
ら
は
、
沢
山
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

友
通
か
多
く
、
お
し
ゃ
れ
で
、
洋
楽
か
好
き
で
、
特
に
、
松
山
千
春
の
州
が

好
き
で
し
た
。

今
も
美
家
に
行
く
と
、
い
つ
も
の
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
い
る
よ
う
な
ハ
勅
が
し

ま
す
っ
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■　l

人
好
き
な
母
さ
ん
、
あ
り
か
と
う
ね
1
・

お
花
畑
だ
よ
り

沼

　

澤

　

洋

一

1
1
月
は
し
め
の
剛
r
　
ヒ
ン
ク
の
化
、
露
に
濡
れ
う
な
だ
れ
て
咲
い
て
い
る
∩
■

本
H
は
こ
の
花
を
上
手
く
▲
促
め
て
あ
げ
た
い
町
側
な
の
だ
が
、
化
も
多
く
の

車
情
か
あ
り
、
う
ま
く
い
つ
も
の
　
「
旬
L
を
迎
え
る
こ
と
か
で
き
な
か
っ
た

そ
の
名
は
「
も
っ
て
の
ほ
か

1
叶
に
1
回
た
け
食
へ
た
い
も
の
か
あ
る
′
　
1
日
川
片
、
2
日
車
．
中
人
根
と

カ
フ
。
3
日
ヒ
ロ
コ
　
ユ
∴
‖
　
■
椚
ネ
ギ
　
5
月
某
の
化
∩
■
　
6
日
日
日
、
7
日
な
す

と
し
ゃ
が
七
㌧
（
8
日
誼
瓜
と
瓜
、
n
H
抜
け
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
r
　
川
‖
菊
の
化
J

日
日
・
‖
菜
類
と
日
栄
．
1
2
月
小
比
と
南
瓜
。
長
く
〃
姓
し
て
き
た
‖
ら
の
体
が
、

こ
ん
な
食
膳
を
作
っ
て
い
た
。
、
．
通
り
食
へ
終
え
る
と
叶
か
明
け
、
ま
た
．
化
ハ
武

が
吊
る
の
だ
。
〃
姓
た
っ
た
ら
淵
も
か
こ
ん
な
練
り
返
し
を
し
て
き
た
よ
う
に

も
州
㌣
つ
。

人
間
の
体
は
季
節
に
よ
二
し
1
か
さ
れ
て
る
も
の
で
、
「
然
、
そ
の
町
期
の

牛
種
物
を
と
っ
て
り
た
り
前
な
の
に
、
八
・
は
作
中
季
節
に
関
係
な
く
食
中
に
卜

る
。
体
内
の
澤
に
菌
か
悲
鳴
を
あ
け
て
い
る
の
た
。
1
旬
の
野
菜
は
＝
此
良
の
葉
」

で
あ
る
は
ず
〕

新
し
い
‖
伽
印
の
＝
陣
や
各
抑
チ
ュ
ー
リ
ッ
7
、
カ
サ
フ
ラ
ン
カ
な
と
ニ
ュ
ー
フ
ェ

イ
ス
か
、
こ
の
秋
畑
に
加
わ
っ
た
、
在
か
楽
し
み
だ
」
期
待
し
て
い
た
、
も
っ

て
の
ほ
か
一
か
不
作
た
っ
た
分
、
い
つ
も
よ
り
尖
の
人
き
な
平
核
仙
か
、
乱
れ

吹
き
の
紫
式
部
の
川
上
で
夕
日
に
光
っ
て
い
た
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ば
ん
茶

　

せ
ん
茶

イ
ラ
ス
ト

　
　

小
海
夢
也

　

夫
は
自
力
で
寝
返
り
が

で
き
な
い
の
で
、
ベ
ッ
ド

に
入
っ
て
か
ら
夜
中
３
回

も
介
助
が
必
妥
だ
、
あ
る

日
の
深
夜
、
｛
寝
返
り
さ

せ
て
け
ろ
｝
の
呼
ぴ
声
で

起
き
上
が
ろ
う
と
し
た
と

き
、
腰
に
「
ズ
キ
ー
ン
」

と
激
し
い
痛
み
が
走
っ

た
。
「
腰
が
痛
い
の
で
チ

ョ
ッ
ト
待
っ
て
ね
」
と
、

布
団
に
横
に
な
っ
て
い

た
。
痛
み
は
続
き
動
く
こ

と
が
で
き
な
い
。

　

ト
イ
レ
の
介
助
も
必
要

な
時
間
に
な
っ
た
が
、
尿

Ｓ
を
ベ
ッ
ド
に
届
け
る
こ

と
も
で
き
な
い
'
　
I
布
団

が
汚
れ
て
も
い
い
か
ら
、

ベ
ッ
ド
で
そ
の
ま
ま
用
を

足
し
て
」
と
、
悲
痛
な
思

い
で
声
を
掛
け
横
た
わ
っ

て
い
た
。

求
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
玄
関
ド
ア

に
防
犯
用
の
チ
ェ
ー
ン
を

掛
け
て
い
る
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
〈
昌
で
ド
ア

を
開
け
て
も
入
れ
な
い
、

≫
i
>
>
ｉ
＾

　
　

．
．
■

　

２
人
と
も
勣
く
こ
と
が

で
き
ず
、
夜
の
明
け
る
の

を
待
ち
、
窓
が
明
る
く
な

っ
た
の
で
携
帯
｛
｀
話
を
手

元
に
引
き
寄
せ
、
市
内
に

住
ん
で
い
る
娘
に
助
け
を

　
　
　
　

駒

　
　

場

ど
の
よ
う
に
し
て
家
に
入

っ
て
も
ら
う
か
心
配
に

な
っ
た
。
居
間
の
窓
ガ
ラ

ス
を
割
っ
て
入
る
か
、
消

防
署
を
呼
ぶ
か
腰
の
痛
み

ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ

た
。

　

早
朝
に
呼
ば
れ
た
娘

も
、
夫
の
出
勤
や
子
ど
も

た
ち
の
通
学
準
備
で
忙
し

い
朝
で
あ
る
。
娘
の
到
篇

が
遅
い
と
焦
り
な
が
ら
、

　
　

幸

　
　

子

痛
み
に
耐
え
て
布
団
か
ら

は
い
出
し
た
。
玄
関
ド
ア

の
チ
ェ
ー
ン
を
外
す
の
は

難
し
い
と
判
断
。
居
間
の

窓
ま
で
は
っ
て
、
ソ
フ
ァ

に
し
が
み
付
い
て
窓
の
内

鍵
を
開
け
た
。

　
　
　

・
’

　

よ
う
や
く
娘
が
到
讐

し
、
夫
婦
２
人
の
着
替
え

と
朝
食
を
済
ま
せ
て
病
院

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
。

　

夫
の
介
護
は
、
障
が
い

者
や
介
護
保
険
制
度
の
サ

ー
ビ
ス
を
使
わ
ず
、
移
動

リ
フ
ト
、
電
動
ベ
ッ
ド
な

ど
の
福
祉
槻
ａ
t
　
　
を
活
用
し

て
、
私
１
人
で
し
て
い
る
。

若
く
丈
夫
な
体
と
思
っ
て

い
た
が
、
体
の
老
化
は
始

ま
っ
て
い
た
。

　
　

一
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
じ
い

ち
ゃ
ん
の
介
護
に
疲
れ
た

か
ら
っ
て
殺
さ
な
い
で

ね
≒
孫
娘
が
数
年
前
、

自
宅
に
帰
る
と
き
に
は
な

っ
た
言
葉
を
時
々
思
い
出

し
苦
笑
し
て
い
る
。

　

防
犯
の
た
め
戸
締
ま
り

を
厳
璽
に
す
る
必
要
も

あ
る
が
、
介
護
者
に
万
一

の
場
合
、
介
護
の
応
援

や
救
助
の
た
め
、
家
に

出
入
り
で
き
る
「
秘
Ｂ
の

８
８
Ｊ
？
ｊ
必
要
だ
と
痛
感
し

た
介
護
者
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
だ
っ

た
。

　

（
花
巻
市
二
枚
橋
、
主
婦

　

6
3
歳
）



ノ／

人
間
を
刺
し
殺
す
こ
と

ぽ
ん
秦
　
　
も
あ
る
、
恐
ろ
し
い
蜂
の

史
が
生
け
垣
の
中
か
ら
現

れ
窯
い
た
ノ
庭
木
が
紅
棄

し
、
落
ち
葉
を
片
づ
け
て

い
た
妻
か
ら
1
垣
根
の
中

に
烏
の
巣
が
あ
る
」
と
、

知
ら
せ
を
受
け
た
、
近
寄

っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
デ
ジ
カ
メ

で
写
し
て
き
て
も
ら
っ

た

褐
色
で
子
ど
も
の
頭
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
に
、
白
色

の
渦
巻
き
が
し
ま
模
様
に

入
っ
た
ス
ズ
メ
パ
チ
の
狼

だ
っ
た
。
写
賃
を
拡
大
し

て
見
る
と
、
黒
の
出
入
り

口
に
ま
だ
敬
匹
い
た
一
葉

が
茂
っ
て
い
た
の
で
、
軒

下
の
生
け
垣
の
中
に
巣

が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
も

気
付
か
ず
、
刺
さ
れ
る
こ

蜂
や
オ
ス
の
蜂
は
二
生
を

終
え
て
巣
だ
け
が
残
さ

れ
、
羽
化
し
た
女
王
蜂
は

冬
眠
の
た
め
巣
を
離
れ
る

習
性
と
さ
れ
て
い
る

巣
の
中
に
蛙
が
残
っ
て

ガ
・
・
奄
監
r
泰
の
柴

駒

　

　

場

と
も
な
く
過
ご
し
て
い
た

こ
と
が
何
よ
り
で
あ
っ

た。

活
動
は
す
で
に
終
え

て
、
巣
の
下
に
は
敬
匹
の

蜂
の
死
骸
も
あ
る
。
働
き

い
て
は
危
険
と
思
い
、
し

ば
ら
く
様
子
菅
つ
か
が
っ

て
い
た
。
帝
が
障
り
、
巣

の
周
り
を
飛
ん
で
い
る
様

子
も
な
く
攻
撃
し
て
く
る

こ
と
は
な
い
と
安
全
を
曜

記
．
堤
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

か
ぶ
せ
て
取
っ
た

庭
木
の
中
に
ア
シ
ナ
ガ

バ
チ
が
巣
を
つ
く
る
こ
と

も
あ
り
、
お
わ
ん
を
伏
せ

た
よ
う
な
半
球
形
の
異
は

恒

　

　

雄

小
さ
い
う
ち
に
殺
虫
剤
で

始
末
し
て
い
た
か
、
ス
ズ

メ
ハ
チ
の
巣
は
初
め
て
だ

っ
たす
ど
も
の
頃
、
ス
ズ
メ

バ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
死
∪

す
る
と
い
う
危
機
感
は
な

く
、
巣
に
い
た
ず
ら
を
し

て
刺
さ
れ
、
赤
く
は
れ
楠

い
思
い
を
し
た
こ
と
は
何

度
か
あ
る
　
ア
シ
ナ
ガ
バ

チ
の
渠
は
し
ハ
角
形
の
穴
に

白
い
さ
な
ぎ
が
い
た
r
そ

の
さ
な
ぎ
を
魚
釣
り
の
餌

と
し
て
遊
ん
だ
り
、
硯
に

与
え
た
り
し
て
い
た
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
生
態

は
、
大
き
な
異
は
翌
年
も

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
、
一
年
一
代
限
り
と
し

て
い
る
し
秋
に
羽
化
し
て

巣
立
っ
た
女
王
蜂
は
、
枯

れ
木
や
住
宅
の
隙
間
な
ど

で
越
冬
　
翌
杏
に
は
マ
イ

ホ
ー
ム
の
新
し
い
巣
作
り

に
励
み
、
た
く
さ
ん
の
卵

を
産
み
、
女
モ
蜂
を
中
心

に
繁
顧
活
動
を
す
る
と
し

て
い
る
）
人
間
社
会
で
も
巣
立
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
家
に
戻

る
こ
と
も
な
く
、
一
生
懸

命
に
建
て
た
家
に
住
む
人
l

か
な
い
と
こ
ろ
も
散
見
さ
m

れ
る
今
日
日
ス
ズ
メ
バ
チ
Ⅶ
一

の
某
を
眺
め
て
い
る
と
∴

今
の
人
間
社
会
と
重
ね
合
）

わ
せ
、
生
き
物
の
知
恵
と
【

哀
れ
を
感
じ
て
い
る
ゥ
‥

（
花
琶
市
二
枚
橋
、
h
d
撞
し
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盛
岡
市
本
町
通

吉
　
田
　
宣
　
子
（
6
4
）

香
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
花
々
が

咲
き
誇
り
、
心
弾
む
季
節
と
な
り
ま

した。先
日
、
ふ
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
友
達
に
な
っ
た
R
子
さ
ん
か
ら

「
今
度
の
土
曜
日
、

岩
山
の
動
物
園
に

行
こ
う
」
と
う
れ

盛
岡
市
動
物
公
園
は
開
園
二
十
周

年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
と
あ

っ
て
、
大
勢
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
公
園
を
一
巡
し
ま

し
た
が
、
飼
育
さ
れ
て
い
る
動
物
の

種
類
の
多
い
こ
と
。
公
園
の
広
大
さ

に
も
驚
嘆
で
す
。
特
に
小
動
物
が

愛
嬢
の
あ
る
ポ
ー
ズ
を
見
せ
て
く
れ

る
と
、
思
わ
ず
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
し
て
し
ま

春

　

の

　

岩

　

山

し
い
電
話
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
動
物
園
へ
一
度
も
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
、
U
冬
の
寒
さ
で
つ

い
運
動
不
足
に
な
り
少
し
不
安
で
し

た
が
、
よ
い
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
行
く

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

当
日
の
朝
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ

に
お
に
ぎ
り
と
お
や
つ
な
ど
を
詰
め

て
約
束
の
場
所
へ
行
き
、
目
的
地
を

目
指
し
出
発
。

い
ま
し
た
。

帰
り
は
岩
山
展

望
台
へ
。
背
空
に

広
が
る
雄
大
な
若
手
山
が
く
っ
き
り

姿
を
現
し
、
素
晴
ら
し
い
眺
望
に

感
動
し
ま
し
た
。
自
然
界
の
偉
大

さ
を
実
感
で
き
た
よ
う
に
思
い

ます。R
子
さ
ん
。
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
よ
う
に
案
内
を
あ
り
が
と
う
。
子

ど
も
の
こ
ろ
の
懐
か
し
い
遠
足
が

思
い
出
さ
れ
た
春
の
楽
し
い
一
日

で
し
た
。



；ガ

詩働
粥
の
中
に

柳

　

田

万
物
を
隼
み
出
す
‖
然
の
鷲
異

古
米
、
人
は
海
の
悪
に
生
き
る

海
原
は
と
こ
ま
で
も
〃
く
ほ
ろ
ほ
ろ
と

漁
と
益
姉
と
い
ち
に
ち
の
糧
を
㌧
え

海
辺
の
波
際
に
転
々
と
咲
く
出
会
い

海
人
は
、
勇
ま
し
い
要
態
を
海
に
映
す

わ
れ
ら
か
心
象
の
リ
ア
ス
海
持

オ
ラ
ン
ダ
島
、
小
鳥
の
い
く
つ
か

美
麗
な
松
林
も
さ
ら
さ
ら
の
砂
浜
に

ア
ル
ハ
ム
を
刻
ん
で
き
た

追
憶
の
中
に
頻
る
失
わ
れ
た
い
の
ち
よ

家
々
は
か
れ
さ
と
化
し

伐
骸
の
う
え
に
船
や
家
々
か
浮
か
ぶ

人
叩
を
得
た
人
々
か
僕
念
と
海
を
み
つ
め
る
の
み

あ
あ
、
千
年
に
一
度
と
い
う
働
失

波
問
に
漂
う
人
々
よ

怨
申
血
は
癒
え
る
こ
と
は
な
い
か

呼
ん
で
呼
ん
で
呼
び
続
け
よ
う

久
慈
・
宮
古
・
釜
石
・
山
川
・
大
槌
・
高
田
・
大
船
渡

避
難
所
の
良
し
み
交
差
す
る
中
に
も

新
た
な
人
々
の
絆
か
結
ば
れ

再
起
の
夢
か
語
ら
れ
て
い
る

歴
史
に
刻
印
さ
れ
る

2

0

1

1

・

3

・

1

1

と

い

う

日

を

私
た
ち
は
語
り
雛
き
た
い

荒
野
に
確
か
に
咲
く
花
た
ち
の
よ
う
に

す
へ
て
か
蘇
る
日
を
い
じ
て
生
き
る
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催
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催
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∵
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‖
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…
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ミ
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ク
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ー
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‖
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会
の
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】
仲
弟
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回
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会
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会
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車
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J
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‖
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n
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懇
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叫
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現
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ヤ
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1
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‖
0
0
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l
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元

場
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ふ
れ
あ
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ラ
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ハ
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レ
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ト
ラ
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小
ム
の
†
・
i
‖
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ミ
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ィ
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ク
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l（177疾患）和

好申球減少症、l藁靴本態性好申球減少症、「】」免疫性頼It球減少1．1仁と）、・l捌≠動晰滞日咽炎（（、1110111ll）日l

anItltlS（’P）、来熟児網膜症、牢か病（紀けIALS／PD（1）、t紬血Tr拡張椚小脳失．調書ー1（ÅT）、優性遺†上、形

式を取る道は件難聴、IJ細り性姐牛神経形成ィ、仝7－1、アイカルティ・コーティエ7日候群（八（iS）、アトヒ一

作什髄炎、アラジール（Alagllle）症候摂、7レキサンクー病、7／／エルマン才■‖新田ÅH）、ウェルナー

（Wel・n（汀）症候群、りすル7ヒルンユホーン症候即、エーラスクンロス症候郡、エマフエル症朝川Y、オ

ルナこ／トランスカル′、ミラーセ欠損症、カナノ、ン病、カル′、ミ／しリンl懐合成酵ぷ欠損柏、キャンホメ

リ　ソク　ティスプラン7、クライ／フェルターhl候腔rKS）、コケイン症†疾昭、コステロ柏一條揮、コ′、ク

酸セミアルデヒト脱水羞酵羞欠損症、コレステりルエステル転送出l′日日三TIJ）欠机症、サクンニルー（1－Jl

3－ケト懐CoAトラ／スフェラーセ欠m症、サラセミ7、ンスト二7、ントリン欠机症、ン・ヤルコ一・マ

リー・トゥース痛、スミスマゲニス症條群（SMS）、セヒ77テリン還ノじ酵素；欠紬山二、ソトス7－1悦郎、ター

ナー症†疾群（TS）、チトクロームPJ150オキントレクククーセ異常試し　チロンン水酸化酵京欠損症、ヒソカー

スタソフ型脳幹脳炎、フェ二ルケトン嫌症、ブックス拘膵内皮変相一1、プラター・ウイリー症†成肘Pll

S）、プロビオン顧lI】1症、マルフアン症†尉群、ミクり　ソツ病、メチルマロン顧Il】1症、リンハrl■肺、ロイス・

デイーツ症候群（LI）S）、んAA症候群、ATR－X（X迅針αサラセミア・精神退部吊■1▲條即、B【、（kW‖1－Wlf－

demann拍＝佃洋（BWS）、BLugada症恢群、Cとltr）l）h）・ldXIS、（1EIV‖10lJLILh〉（りホジストロフィーとミオ′、

チーを合仰する新規遺†云作挟忠）、CFu甘候群、CHAR（lE拍‾候腔、（11NCA症†疾沼、CNP／（iC－1系黒‘．廿

による所舶・r系統疾。む、Congcnltal（lyserythror”lCtlr anemla（（’1）jlI、（；ol・llnhHr史郎、lfざ（川某日“さ

身権化惟疾患、Ig（細閑適多臓器り／ハ増姉性媒尤HMOLPS）、LLuldau－KIpffnt－l・ヲJl＿伏群、MlrllOS（T叩1日

olltlS、Mo≠aLW11sonhIJ候折、Murkle－Wells捌甜臣MⅥS）、PPllZnPuS－Nl（－1－ZhLlrh（▲［1r．1、PpnlhPrHll＿I成

群、RettlH候群、RS3ⅠⅧ症候群（remlttlng SPrOr）CgdtlVP S〉mmCtl・1ral synoヽ・ltlS Wlthl】lttlnだ■Pdprn

a）、RublnStPln－TayhL症候群、Sllvpr－Russ（・ll症候耶（SRS）、VOn Hu｝IWIALHldau病、WolrrLlm症候郡、

β－ケトチオラーセ欠椚症、日詰染色体父竹パー親刊＿タイソミー（u函（日加t）関連疾患、β－ケトチオラーセ

欠損症、‖番染色†本父什片親性タイソミー（ul】〔日日）pat）関連挟忠

βノ



6．　先端Ii人症

7．　卜階本機能低卜，－1

1い　－1リ戊21く110日より疾山番LjHト56の11叛忠か追加されました

往）や成15illDHより

・：・l　ノ、－キンソン11小二進行件楼上lナl雁坤及ひ人月Fi皮門ノ．仁底移変・FlJ一1を加え、－ハーキンソン病l狙通疾山

と操山名か変更されました

・：・且．ニ／ヤイ・トレーカーヲー拙紺羊に線条体ご椚1変刊症及びオり－フ橋小脳萎摘紬l（行髄′川前変M血から移

り）を加え、　多系統萎縮7－1　と媒揖折が変更されました（

平成21年11月9日より

平成21年度において研究奨励分野で採択された疾患（177疾患）①
厚生労働省大臣官房厚生化学科「平成22年度厚生労働省科学研究費補助金公募要項

遺†ム門ホルブイリンヲ■l、遺ム裾‖血件末梢l血管拡肘11（オスラー柄）、遣k件鉄芽球†1往血、遺†上作帰日、

l†げ鮎（（．りASIへrARÅSIL）、一週廿日■j髄り相川憫触1、lリ錯－M膜、遠仲里ミオハチ一、家族件城冷J

l榊を（F（1lS）、冥族件地中J毎熱、歌郷は症候群、外り／ハ頬、外胚葉形成ィ、仝免便ィ、仝症、褐色紬‥侮り軋

肝里拙偵痛、急用人動脈7．1‾恢僻、筋強ll■川ジストロフィー、筋チャネル病、劇痛1型柚帰痛、血ri・耕／巨

英脚－1、Irlt球合食症職制■、頂牒汁l一リンノ、浮肺、llJクリ／ンlI】川▲、晶子ロンンlIll山、■：古プロり／ltlt1．1、1、7－

IgI）7－1†鋸椚、好酸球件食道炎・好酸球什l引陽炎、甲状眼中ぷクり－セ、後人件血友病XlH、骨形成ィ、仝

症、鯉・i∬腎（ROR）症†成桝、再発刊多発軟¶・炎、紬網椚■亡形成症、l′l己免疫性内耳持出、目上ri食空腹M

ミオノ、チ－、rl発¶低血鞘症、†？隼性線維筋病症、jHl件特発性l関節炎（全身型）、用花期心筋山、小【恨

球目山、′川上交／川川麻坤、緋′l＿児′、セトウ病、緋′＝出し－7ス、折′ト児　一週作粧桐勺（TNDM）、新′仁

児及び孔幼り止のり「血管師、新／1二犯食物出目．誘発＝腸炎肘挟む（∵－FPIES）、耕／H児酢蛸病、深灘■挿脈血栓

亨■1、進言川　卜訂血1吸拙1）〔1R）、進子刊心臓信淵膵：りfrCH））、腎件尿硯症、樹川場、件分化灯．錮1、成人

型分類ィ、能刊免伎イこ旬11（（1＼’ⅠⅠ））、パ描溝ヲ．」、脆弱Ⅹ症候餌、作髄附．相棒痛症候群、作往変形に合併

した胸部ィ、仝症候椚＼nJ評1川化ィ、仝症（l）C）、先大作的膜混濁、先人件■㍑インスリン111日ふ、九人・l′l赤

芽球‡執Ⅰ）tamOn（lBlとlr1くr上目1f日日、先人・lナ1人l眉目門形成ィ、仝症、先人性ヒオナン代胡異常症、兄人件馴痛

71LrHSA＼∫川せ、う型）、先人MJll川川、甘亨11・外耳道聞飢疾む、先人了＝句pJ．7、り裾兄仙丹淵㍑I形肺、多発作内

分泌l肝傷症、甲純性潰嗅J井特異・作多究潮小腸潰板、桝道閉鎖症、申1用　肌晶粧し、筋血箭ヲ．i轟、昆封■川片肌

酸代劇異．・川、低ホス77クー七才正、道化師伐魚鱗斬、特允†日．J所多汁亨ll、指先性耳石は挿㌣l∴l仲搬錯

杜症條招、中條－11汁川俣群、那狛′、コラ病、倣竹1－4栄養症、軟骨旗形成す正、矧清洲川l抑■も、難治作血

椚鮪・l†11円・音形（混合血㌍奇形亮と）、難治件脳形成障11謝、難治件牒朝刊＿人道閉り疾■山PRODPaI・OX〉・

Small－PSHll－utM・〉▼（）hstI・urulでdlSeaStlS）、難治什l別件好酸球件肺炎、難一台什慢作膵疹・弦J汀拙作症、乳児

ランケルノ、ンス組織球症、根戎…サイクル異常症、咋齢依†川＿てんかん1′l相克、仙川1栓塞桝．1、肺胞出rI

症、破JJてんかん、【’順、反視胞状奇胎、非ウイルス性鬱11川．肝硬変、肥人件皮膚骨膜症、非もやもや

楢小児l牲疋性脳仙げ押．り子、封人体筋炎、ガ香族アミノ憶脱炭酸形蓑（JlAl）C）欠抑lE、発作性運動誘発性

舞踏7テトーセ（PIくC）、慢件沃動作EBウイルス感染症、慢件†ど汗l・腸閉塞症、・l建性姉い球減少症川川町性

l．＿■ノ



29　膿他作乾碗

：iOJ上位什fl笹扶‘榊11こ

こう】脱党作り11汗†【りl硬変

32・和正乱作膵炎

3．i　特発仲人腿・i■jげ1壊死亨11

3il昆合性結合組織病

35　偵発作免疫イく仝才ll二†l郁l

：i6　特発性川門性肺炎

37　網膜色ポ変性拍

38　プリオン病

（＝　クロイツフェルト・ヤコブ病

（2）ケルストマン・ストロイスラー・ン′ヤインカー病

（31致死仰藩ほ津lイミロ即11＿

ニ）川棚動脈性肺高1hJl症

′10　神締瀦沌紳輔l三Ⅰ型／抑経線紺肺拍▲ⅠⅠ彗リ

11・汀iこし什梗化性仝脳炎

12　ハット・キアリ　（riufl（ト（1hlaI・1），一日岐群

43　慢性【†】栓基栓性帥細仙1才一1

rH　ライソソーム病

（1）ライソソーム痛（77フリー病を扮く）

（2）ライソソーム病（フアプリ－病）

15　刷Ffl1円ジストロフィー

」16　雫族竹】t●占コレステロール血症（ホモ接合休）

47　作髄刊筋萎縮プ■1

18　球什髄椚筋萎新紬‾

19・l射性分症件脱髄性多発神経炎

50　肥人牒」、筋Id三

51拘束型心筋，．l二

52　ミトコンドリア病

53　リン′、脈管筋肺症（LlMI

54　巾Il▼多形渉山件紅斑（0．円期）

55　蹟色靭・昔骨化才11

56　日脇目、耐本機能ドJ：り

l PIiL分必異．冊．1三

2．　コナトトロヒ／分i必1■美‘瀞一l＿

：i AD11分r必1●ぐ．・轟症

1　卜酎本性TSH分泌異常偏＿

5　ク　ノ／ンデ偶

l（56疾患）（打

Il胴胱〃101日0111

11銅価車用IJj01日

申戊肥HHHnHI

・1′成0：HlUlJJOlll

申戊01年OlHt）111

申戊05jlUlHOlH

平成n6隼nl月01日

・l′成07隼nlH0111

－lL成Uと川OlJ10111

（1）ヤ成09年0日川1日

12）■1′成1川06JjOlH

（3）十戒1刑06日01日

・lリ戊10イH）1月01日

－1リ戊10隼05日UIlI

申戊10く112JJOHl

・日成10年12lJOllt

、】L成10咋12日0111

日）・lリ戊1二川0三川01日

12）－ド成tHln川（日日

平成12隼（1日川1日

、l／成2川10月1日

、l′成21て110日1日

・＝戊211110日1日

・l′成2川1（〕Hlll

・巨成21イ110JjlH

申戊2川10日Hl

平成2川10日1日

半成214l川HHl

申戊2川10日1日

巾戊21勺10日1日

申戊21隼lUHHll

侶



特定疾患治療研究事業対象疾患一覧表（56疾患）（手
套1の疾患から下記56疾患が治療疾患とされた。

疾lA　名

nl　へ－チェ／卜病

02　多発ヤ1硬化症

0：i　巾Ii筋無力才一1－

Oi　ノト身作エリテマトーデス

05　スモン

耶Il川二ィ、上汁1往血

07　サルコイドーシス

Uとl　筋萎縮刑．皿東独化す－1

㈹　強皮症▲／／皮相筋炎及び多発仲筋炎

】0　昭発作血小板減少性紫瑚：病

11結節件動脈周囲炎

伸＋結節性多発動脈炎

佗　顕微鏡的多党l！lH　炎

12ii■雄用人腸炎

l：1人動脈炎才一l條即

日　ヒュルカ一才南　い、一一：／十一才l句）

1　人砲弼1

16　作髄／日嗣変性右1

17　クロー／楢

川　難†出札肝炎のうち倒す一日「炎

191甘性関節リウマチ

20　パーキンソンブI引払迅疾忠・：・1

日）進寺川接1二性J煉唖

（2〉　人け偶成皮　目肘良枝変性拍

（31ハーキンソン7両

21　7ミロイトーンス

霊　後縦靭′器材化症

2：‡′、ノチントン病

21　モヤモヤ楢（ウィリス動脈輪閉場症）

25　ウェケナー肉芽椰症

26　利発椚拡張型（うっ血判）心筋症

27　多系統萎縮症・●19

（＝　線条体Jlミ門変性症

（2）オリーフ橋小脳萎縮症

（3）／ヤイ・トレーカー症候群

鍋　よ岐水咤川（接たi’掛倒及び栗丘障山型）

対象桁定年度

昭和′17年0川01日

昭和朋井04JJOllt

ll胴lH7年0日JOllt

昭和ノ17年0日jOlll

ll胴Il47年04JJO‖l

昭和4郎1二0′lJJOlll

ll綱川9咋10日OlH

llJ欄】49咋10JJOlH

ll銅山9咋10日01日

ll朋lH9年10JJOlH

ll綱目50咋10JJOlH

11）昭利は0年10日0111

佗）l沼和50句10JJOlH

l昭和50咋10日0111

日門和504110JJOHl

町用150咋10JjOllt

昭和150咋10日01日

昭柏はl咋10日0111

昭和51年10月0111

日J寸和51年10日01日

日射暗2年10日01日

（1）、「成15咋10JJOlH

（2）・lt成15年10JjOll】

（3）‖朋札応がl－10JjOlH

l】J寸和5′Hl・10JJOlH

昭和55年12日0111

昭瀾156咋10日01日

昭和57年01日01日

昭和59咋01JJOllt

町撒I60年01JJOI日

日）－ll成15年10日0日l

（2）”綱目5川三10日0111

13）昭和6川三01HOlll

l昭和62勾三m〃0日l

〃J



ミ吉だ　　　疾　　　　　一ユ　　　　　名

川　拘束里心机ず▲1

67　　ミトコ／卜り71両

GH　ドulHl柄

冊‘ズ族γ1クヨ軟化如偶作

70　力；■発刊l㍍肝川IlTl1

7　　特発佃肌汗1ミ仙失

7二三　サルコイトー／ス

7、1　びまんケl汎師宣㍗友炎

717甜坊性人腸炎

75　クローノ11IJ

Tt l】己妃I封佃l失

77†臣発下川1′けl肝変

TH　劇プ▲」肝炎

71　特発佃“相川JL赴，．1

80　肝外1－1川引1■日長I．l

Ht Iiull】ぐ11ltItl沼甜1

県　肝l勺私1．†沃I

H．j　口rl仲Mn障‘．l

Hl　叩還他線郡亨一l

情　巾．」二・件膵炎

H（i t・封門膵失

バ7　7ミロイトー／ス

HH　へ一十ェ　′　卜柄

軋り　ノl什M上りテてトーチス

‖　多食川筋失・l友J17筋炎

Il　／－－ンレ／，■1†封n

l）ゴ　成人1T rル柄

11吊友】．Ⅰ（人動脈炎症恢朝l

リ1　、－／1一事内

情　準．■．m作多発動脈戌

椙＋・ウェケ十一肉牙別叛l

リT T Lルキ1牲肉オlIイけMILrl炎

肌　■揖椚lⅥ罰リウマ十

ll、7

●より：　　】■し　　　　‘1＝　　　　　テ■・

個　別正1動脈炎

100Il■Lり／附nfJH机1日雄1

川1紐皮I．l

lU2　山懐球作筋l損失

1り．i　仙化†1か紺作書的

1日111；・発作免咤ィ、空事．日長耶

川5　jリl作仙人膵

10（）　ヒス千オサイトーンス＼

川7　肥l肘氏掩lLI日保だ1

10トl　肌阻低換六才∫l†吠m

ll川11；■発作柚ltll目す11

1州†・封性肋血栓墨偉才11

111－見合汗はl．川指封l勺

112　神経組闇細帖」l qリ　Lレ′クりノケ′、ウヤ／1両J

l1i　抑経線紺肝も1日里

111紺打丹比化ブll L7リノクル！．小

】n　上皮水泡，．1

11（）ml正作佗柳

117．人池尻1

11H　人Ijl（il甘鉦肘舟酢射出．1

11）巾I．】彰彫一号日用射出「け川日

日　帥り／′、購符筋膵症（Lu】J

l21i鯉川ナlH化作繊都ル川封射．Ⅰ（ド川，1
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第9回難病対策委員会（2009／7／30）資料より
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平成22年度　難病相談支援事業実績

1　難病沌l談支援Hの配椚

－1右　　　耳i 僭ｩ~��ﾃ���氏 冖ﾂ�賢　　格　　等 

難病相談支援H ��kﾂ�板　目 囘ﾈ���R�肴肴劉巾 

掛病相談支援＝ ��kﾂ�矢羽々 幡ｦh��"�肴逓価、養護教諭 

2　各椛相談車業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H22．～H2．3）

●指　　　呼i �?ｩ>儂賈n���|8������┴��T凭頡igｸ��ｭhﾅyHｩ.ﾈｹ�+ｸ,ﾉ�ﾈ�B�Jl 

lk．i用I談延べ件数 鼎(�｣�����#塗������Sx������S�����3��X�����ト189 

来所和談延べ件数 �3#X�������������3(������C#(������sh�������8�R�1，046 

延べ件数 ��������x�����X�����3X������#�������B�210 

．il 都cx��C#���C��3�S���##s�c��b�#x�CS鉄�X�9?ｨ.���8�Cs店�c3��h�8����C3塗��h�C�唐�2，745 10095 

／参考＞　十戒21咋使　各種相談車業　　　　　　　　　　　　（fI21．4～H22，3）

リ叩i　　l描′†三溝【失　療　就　労　肘勅封本　福祉．その他：．il 

・に．活机淡述べ件数　484　339　　64　▲197　147：153・1・684 

。　　　　　　　　　　　　　　（65・0％） 

来所fll．淡述べ件数　240　　88．36　405　　31117　　917 

（35．0％） 

．‖　　　724　368100：902178　畠70　2・601 

（28．0％）（16．096）（4．0％）（35．0％）（7，0％）！（10．0％）■（100．0％） 

平成22年度　相談・支援事業の概要

′HI三度4月～3日までの　一年問の相談・支劉′巨数は、2，7∫15件でl嗣l鳩よりやや多い。

最も多いのは、附l勾通の各卜日本からの1．058作（39′1％）である。多くの患者会は、．高

齢化と病状不安定な〟か目立ち、独口の活動がl刺鰍こなっている状況が見える。

心音会の活動や選択についての和談や支援かある。日常／‡ミ活については、収入がない

なと′ト活魚のこと、家族の無理解や離婚するなと対比、閑難な例かある。病気の称息診断

を受けた後、本人や家族の精甜1的サポートも相談支援の大きな役11pJとなっている。就業

支接は、秘めて難しい。fH兼帯との直接の面接かなく、店長の症状や身体機能の把握か

できない。さらに批炎端では企業との接触はまったくない。刑nJの支援ilか木■叶欠であ

る。

7（）



方法別・内容別・相談者別　　　　　　　　作成22年4日～、1城2昨3日）

相談内容割合 

その他 
6，7％「 

3．7％ 

画∃亘亘画頭重：車重麺庭石両面函盲言ゐ両「 

月別相談件数

77

4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月11月　12月　1月　2月　3月



平成22年度疾病別相談支援件数
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難病相談・支援センター運営協議会

日　時　平成23年1月26日（水）15：00～16：30

場　所　ふれあいランド岩手1Fレストラン雲の信号

◎　運営協議会委員名簿

1削、わてリハビリテ‾シ言；夕＿センター長　　　　　大井清文

2　岩手県立南光病院　　　　　　　医　師　　　　　　　　　　　　野村　暢郎

3　岩手県社会福祉協議会　　　　　総務課課長　　　　　　　　　　宇土沢　学

4岩手医科大学付属芸霊福祉相談室難病医療専門相談員　　　熊谷佳保里

5鵬諾書芸讐＿ション協搬統括所長　　　　　窟ひとみ

6　岩手県ホームヘルパー協議会　　副会長　　　　　　　　　　　　工藤　花子

7　岩手県宮古保健所　　　　　保健師　　　　　　　　　笹島　嵩享

8　市町村保健師　　　　　　　　　八幡平市市民部保健課保健係長　藤田　濱子

難病患者・家族

岩手県保健福祉部保健衛生課
（委託者）

岩手県難病・疾病団体連絡協議会
（受託者）

岩手県難病相談・支援センター

岩手県後縦靭帯骨化症友の会代表
難病達副代表理事

他日本筋ジストロフィー協会

岩手県支部支部長

担当課長

主査

主査

代表理事

難病連副代表
相談・支援員

相談・支援員

斉藤権四郎

駒場　恒雄

藤尾　　修

高橋　信之

染谷れい子

千葉　健一

矢羽々京子

横田　豊子

7J



に

岩手県医療嚢助成の対象となっている　難病（特定疾患）

20　　　　　　疾　患　名

01へ一手ェ　ソト柄

n2　多発椚咄化す．1

m・和一1筋111りJ拍▲

朋　ノ捏押】エリテマトーデスtSl．Ⅰく）

nニ）スモ／

（怖　再／巨ィ、良作門血

（17　サルコイトーンス

nH　筋萎縮作側索硬化亨．l

n9　挽反す－l、皮膚筋炎及び多発件筋炎

10　昭発Ml血L′卜仮減少性紫斑病

日　暮．l，節作動脈用【用炎

12Ji■i相性人腸炎

1，i　人動脈炎7一Ⅰ候け1

日　ヒュルカー病

15　人恵J11

1ri　作髄／川晶鋸里．1

Ⅰ7　クローン賦

1H　鮎た性の椚炎のうち倒す．捌l炎

1〔）悪牲l札節リウマチ

20　′、－キンソン病l絹運疾lぶ

21偵発作アミロイトーシス

黒　縁縦靭・HH■j化す‘】

2：‡′、ンナノト／病

21モヤモヤ梢（ウィリス動研凋紺肌鰯．】）

2・ウェケ十一肉井11働．【＿

2ri　特発1≠拡張彗り（うっ血型）心裾．1

27　多系統萎掃け．1

却・よ皮和樹狛接合こ削り及ひ・斜卯．付目リノ

29　眼也什乾雛（のうほうせいかんせん）

馴　j心撒布杜㌍狭窄す．1－

：31頂発作り11汁1′川1硬変

32・甘症志げh草炎

331守発作人膿汁頑壊死症

：！】／昆合1朋．l．合飢餓病

ぶ・偵発作免暁ィ、仝す．】▲佃昭

二i6　特隠件問質件肺炎

汀　網膜色嘉変性症

38　7リオ／才lち

制・偵牒州棚板●川t目す‘1

川　神経線描用・封．1＿

】1・llに■性硬化性乍脳炎

12　′、ソト・キアリrBu〔l（l一日Ⅲ1】1）も日成m

13　相即蟻川肺IrJ購磯佃一日肺高山＝里）

‖　ライソソーム抑777り一事l句を含むl

nl刷抒l′げ等ジストロフィー

l（う　郁雄仇諭コレステロール加．【・ホモ‡∫■．で冊ノ

17　行跡lナl筋萎縮症

は」媒ナ献‘Pl筋萎㈲細

目）慢椚炎亨■廿i▼脱願M多発神経炎

訓卜肥人里心筋す－1▲

51拘束里心筋才一1

52　ミトコノトリア7内

53　リン′Ⅷ絹闇別冊－1日JAM）

5・巾－1多形l掛目け1紅班（ユ．・l性期）

55　朗色勒描刊・化亨．1

361甘悩卜村仲機能苗’．1

（平成23年3月11日の東日本大震災の折、この手帳がもし有効であった例かありま

したならお知らせ下さい。）

／．）
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＜緊急医療手帳の記載内容＞

ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　性　別

氏　名　　　　　　　　　　　男・女

l　　　　　　大正

1生年月日　昭和

本

人

年　　　　月

平成

血液型〔A・B・〇・AB〕〔Rh＋・一一一〕

現住所

ふりがな

災害時・緊急時のお願い

私は、

病名

搬送時の留意点　～私の状態～

1、呼　吸　問題ない　　酸素療法中

のため　　　　　　　人工呼吸器使用

札が倒れている場合は、医療の助けが必要です。

●医療施設（∂）

（a）に運んでください。

（b）に電話してください。

所　在　地

電話番号（b）

医師名

●緊急連絡先　‾－　▲く

2、移　動　歩ける　不自由　全介助

車いす

3、視　力　間道ない　見えにくい

ほとんと■見えない

4、聞こえ　問退ない　聞こえにくい

全く聞こえない

5、会　話　お話でさる　筆談　手話

文字盤

6、その他

〔‾、j一【て「下し－

rrJ

r

－

　

　

　

　

－

　

　

　

　

」

1

L

■

．

ゝ
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一

　

地

　

　

区

∵．工．了



Ⅰ二流l矢のコメントと必要な支援

l冶l矢より

本人より

日頃から心かけておくこと

この軋加項余日畑二、．．を祭券、liニ同日【l、

l〟．7．1用rl弧や某の処ノJ箋仁とのコヒ一冬

同山しておきましょう

お友たちや近隣のん々の「丞与川て、災

▲l叫の址闇虻に加えておきましょう

失．l．′発′lのときは、あわてすに、失．l．の

状況を肝かめてからけ劫しましょう

〔誓書ご三戸■誓三等嵩机上ノ〕

の1　u　一芸ヰ■1Lち1三l‾rll』・∴りイーJfful1－－1UJ

rLrけい」上り廿にし　しいて　了

白石食品工業株式会社
一・・▲・おい　し　く†：ぺ　てt」■　プく　つ　1－－・

URL http：／／www．siraisi．co．jp

代表取締役　白　石　　　茂

〒020－0495　盛岡市黒川23－70－1

TEL O19（696）2111什t）FAX O19（696）2134㈹

八戸営業所古詩黒八戸市卸センター汀田椅5号　秋田営業所秋田鍬田市上崎超相愛印字′帽1空153看他
〒039－1121「株式会社丸祐運送八戸営業所内」〒0日－0951「株式会社はまなす　敷地内」

警吏悪書3日喜二塁に日昌≡　　　変更莞言313二鋸冒二3…9昌

仙台営業所宮矧甘利Il郡大和町吉岡宇雷神鳩卸　大館営業所秋田県大蛇市二井日宇前田野37－25〒98ト362－接鉢二三三喜二呂∃∃去〒018朝蓋毒篭社管誉昔等照

電話苗号　022－345－9331郡山営業所福島黒郡山而田村町上行合宇北川馴5畜2
FAX番号　022－345－9355　〒963－0724　芯三吉石弓　024－942－8181

FAX苗号　024－942－8170
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の
会
）

淑
　
√
（
免
疫
ホ
仝
症
候
離
友
の
会
～
シ
ク
ラ
メ
ノ
の
会
）

容
　
r
（
全
円
脊
髄
損
傷
者
通
人
‖
会
小
手
県
文
型

一
九
（
慢
性
炎
症
性
脱
随
性
多
発
神
経
炎
友
の
会
）

茂
語
手
（
い
わ
て
広
範
作
鍵
痛
症
友
の
会
～
す
み
れ
会
）

惟
（
お
手
県
琉
神
保
健
福
祉
遁
入
日
会
）

司
（
…
“
手
県
急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
友
の
会
）

拍
　
信
（
川
ハ
手
県
脊
髄
小
脳
変
件
症
友
の
会
）

光
　
り
（
…
石
丁
以
腎
臓
病
の
会
）

汚
　
治
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

捌　√

支
援
セ
ン
タ
ー

帆
“
√
（
難
病
相
談
一
一
〇
番
）

h
H
 
r
（
難
病
細
目
彪
∴
　
▲
〇
番
）



乃

◆
岩
手
県
難
病
連
の
顧
問

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

秋
　
山
　
い
　
勝
（
秋
山
イ
・
i
微
税
p
n
上
里
務
所
長
）

阿
　
部
　
降
　
し
心
（
あ
べ
神
経
内
科
ク
リ
二
ソ
ク
院
長
）

阿
　
部
　
正
　
隆
（
北
L
済
小
会
病
院
長
）

阿
　
部
　
叫
…
心
　
列
（
繭
独
立
行
政
法
人

l
司
立
病
院
機
構
川
H
T
病
院
長
）

隼
　
H
J
　
孝
　
雄
（
前
…
パ
手
県
久
慈
保
健
所
ぷ
）

石
　
川
　
育
　
成
（
H
T
m
医
師
会
長
）

石
　
橋
　
乙
　
秀
（
石
橋
法
律
車
務
所
長
）

石
付
目
　
　
　
明
（
虹
の
冥
施
設
長
）

齢
里
　
M
仇
　
▲
公
　
明
（
総
人
目
花
巻
病
院
神
経
内
科
k
）

遠
　
藤
　
正
　
郎
（
久
慈
▼
．
ノ
和
病
院
）

人
　
井
　
清
　
文
（
い
わ
て
り
ハ
ヒ
り
テ
ー
ン
ヨ
ン

セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）

人
　
堀
　
　
　
勉
（
叫
石
丁
医
科
人
学
理
里
長
）

及
　
川
　
忠
　
人
（
火
八
幡
ヤ
病
院
長
）

鎌
　
目
　
測
桐
　
山
　
（
お
お
と
お
り
銀
‖
内
村

ク
リ
こ
ノ
ク
院
長
）

狩
　
野
　
　
　
敦
（
…
〃
手
県
対
症
協
会
セ
ン
タ
ー
昆
）

桑
　
晶
　
　
　
博
（
…
山
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
）

黒
　
目
．
津
…
■
吊
　
（
く
ろ
だ
脳
神
経
・
頭
痛

ク
リ
こ
ソ
ク
院
長
）

久
　
慈
　
竜
　
也
（
株
式
会
社
久
慈
設
計
社
長
）

小
　
林
　
　
　
高
（
小
林
席
如
人
科
医
院
院
長

膳
岡
医
師
会
長
）

駒
ヶ
嶺
　
正
　
隆
（
駒
ヶ
根
リ
ウ
マ
チ
・

整
形
外
糾
ク
リ
二
ソ
ク
院
長
）

佐
　
藤
　
倫
　
√
（
月
1
1
江
病
院
医
帥
）

蔦
　
原
　
　
　
印
（
前
…
れ
T
m
立
入
束
病
院
長
）

須
　
藤
　
守
　
人
（
須
藤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

〟
回
　
橋
　
八
　
郎
（
叫
〃
手
県
社
会
保
障推

進
協
議
会
長
）

一
‥
…
橋
　
保
　
雄
（
石
限
会
ネ
ー
什
陵
プ
リ
／
卜
〓
日
長
）

守
（
独
立
ノ
付
政
は
人
日
立
病
院
機
痛

繁
れ
病
院
長
）

小
　
幌
　
垂
　
直
（
…
リ
r
医
大
解
り
教
授
）

中
　
村
　
低
　
孝
（
石
限
会
社
千
咋
興
研
社
長
）

永
　
井
　
謙
　
▲
　
（
前
…
H
f
県
立
宮
古
病
院
長
）

野
　
村
　
暢
　
郎
（
…
H
T
県
立
南
光
病
院
）

千
　
日
　
六
　
二
　
（
独
立
行
政
法
人
H
た
病
院
機
構

…
山
手
病
院
副
院
長
）

田
　
村
　
率
　
八
（
四
日
丁
県
身
体
障
項
目
苫

福
祉
協
会
会
長
）

樋
　
‖
　
　
　
紘
（
八
川
病
院
名
誉
院
長
）

本
　
日
　
　
　
亜
（
前
盛
岡
直
立
病
院
長
）

和
　
‖
　
裕
一
（
独
＃
行
政
は
人
日
立
病
院
機
構

1
－
州
立
煩
養
所
盛
岡
病
院
長
）

レ
日
　
日
　
郁
　
彦
（
前
日
H
T
県
花
久
慈
病
院
長
）



岩手県難病達加盟団体一覧

岩手県難病連事務局

11体名

岩手県腎臓病の会

岩手低肺の会

岩手スモンの会

岩手パーキンソン病

友の会

一
全国膠原病友の会

岩手県支部

日本ＡＬＳ協会

岩手県支部

社団法人
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会長帷f･

会長小原
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勝

ホームページｈｕｐ：//churotakn&ninus.ocn.nf'.jp
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支部長八幡
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事務岫占川絢r-

－･卜務1･a長石橋みずほ

支部以駒鳩恒雄

日本筋ジストロフィー･μ吻岫皿遠藤久r･

協会岩手県支部

いわて心臓病の

子どもを守る会

社団法人

日本てんかん協会

岩手県支部(波の会)

岩手県

ヘモヒリー友の会

岩手県｜

ベーチェット病友の会ｌ

岩手県

血管閉重症の会Ｉ

岩手県

脊髄小脳変性症友の会

県央地区重症心身障害・

児者問題連絡協議会｜

(たんぽぽの会)Ｉ

代友li菊池f,i浩

代衣j?T･葉拍ｆ

゛μ筋岫巾嶋鳥f･

代表1?川辺久男･μ務Ｑ付1-.山則

－－－－一
代表1?中忖哲人

‥－
代表抒冨水金佑

代衣丹渾|lj禎1,1

＿＿

会長i'fⅢl!l鶴ｆ

-

-

-

-

卸
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HI

11

　

休

　

名

いわてI BD

岩手県

多発性硬化症友の会
－一一

　

一一一一
岩手県

網膜色素変性症友の会．

　　　　　

－

　　　　

－
岩手県

　　　　　　　

ｌ

後縦靭帯骨化症友の会
－

　

-１

ウィルソン病友の会

-

肺リンパ脈管筋腫症

Ｊ－ＬＡＭの会
-

一泰－

ＨＴＬＶ－１型関連脊

髄症（ＨＡＭ）患者会
-

　

-

いわて肝友ネット

-

代表者・事筋岫・現住所・心話番り･など
－－

　　　

－一一－

　　

－

　　　

‥
会長

　

，1£花弘之

　

嘔務岫佐々木賢治

　　　　　　　　　

一
代表行

　

西

　

川

　

義

　

克

代表=行

　

高

　

檎

　

義

　

光

代表者

　

斉

　

藤

　

楡四郎

代表者

　

鳩

　

本

　

-一

　

笑

代表者

　

内

　

沢

　

常

　

ｆ

代表抒

　

萄

　

地

　

健

　

治

ｔ

岩手県重症心身陣害児

　　　　

(者)を守る会

岩手県ミトコンドリア

　　　　　　

病友の会

友の会｜

会 艮

　

阿

　

部

　

洋

　　

一
会

　

艮

　

ｆ

　

野

　

一

一

-

功

代

　

表

　

巾

　

村

　

康

　

人

－ －

大動脈炎症候群友の会｜

　

代

　

表

　

か

　

鳥

　

久美ｆ

　

（あけぼの会・東北）｜

もやの会東北ブロック

岩手県支部

(ウィリス動脈輪閉塞症)

岩手県バッド・キアリ

症候群友の会

免疫不全症候群友の会

　

(シクラメンの会)
－

代

　

表

　

人

　

塚

　

義

　

t'9

代

　

表

　

沢

　

山

　

利

　

Ｍ

代

　

妾

　

Ｅ

　

膜

　

淑

　

j｀

全国脊髄損傷者連合会

　

代

岩手県支部一

一一‥一一

岩手県重症筋無力症の

会（きびだんごの会）
-

表

　

阿

　

部

　

容

　

ｆ

代表行

　

小野寺

　

廣

　

ｆ

　

｜
－1-

　

-

　　　　

-ﾐ

　

ａ

一一

一一

　

司

フィリン症の会

　　　

－

　　

－

　

－－

　

－
'μ務岫長

　

菅

　

原

　

智

　

ｆ

　

－

‘jr務岫長

　

T･

　

槃

　

久

　

r･

-
-

- -

-

一一

- -

-

-

－

-

-

- -

岩手県急性間欠性ポル１

　

代妾者

　

鈴

　

木

〒020- 0831　盛岡市ﾐ本柳8-1-3　難病辿･μ扨局
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◆賛助会員のみなさま
（22年2月27日～23年4月12日・敬称時）

藤根盛　藤村和√▲　千葉情郎　條敬イ一　山巻辛J’巾tけ1■いすキ　プ汀のl欠字がを考える

会　西脇　り元　ファイザー株式会什　渡辺典／・日日二キヨ　鶴池玲J’斤藤茂豊J’澤lll

仙I il郡射1遠藤JL郎　捌倉和√　Ⅲ紺■／一　山岡さつJ’・藤澤牒l掠澤山・雌／一手’

人　件々木地　拘耕典／．㍍＝Ⅰ松枝　人目＝恒・入場†．＝㌧lけ1猥′一　米倉1・郎　T・

葉久四郎　人森みやJ’一　立花ク二√　机lli．誠√・日日玉テウ　山根力1日仁通人　秋l日日

勝　小野あさよ　‖■∫水京l刺1順二【‖耕太郎　藤l調川＝’佐藤一月√　日石次村†一i川

憲√　佐藤ヨンノ　州Ilぷ克　内‖】修．一i　附削1テ　仙踵倫／・赤坂城イー　小机井　藤ノじ眞

紀／・T・葉rYイ　十川湖け・及川静／一　加tl紺汗封　狩野敦／ト捌；！■■日　勤仲卸山　　浦JT
・郎　駒ケ泣UJユウマチ整形外的ヶ餌llこ隆　7龍本慶　▲　菊池武人　鎌lIl良一　■l■．l・ユ丁▲点

り川闇枝　小野，1＝アキ／・小林姓吾　桜Jl政人郎　捌封触治．●，ll情克　鈴木仙・艮J’一

卜J王政ミキ　吉日川㈲J’・小働；け／小笠原公J’・小座敷広　▲　■甜喬ひかるJ．l．描満雄

J　熊谷伴保里　人刷lイ　小甘煩　▲矧1二藤光機　久慈竜也　鈴木淑／一　小野∫石

机紀√・ド野杉J′一　川又l巨人　最遠111㌧・Hけ購入　及川溝†二　水野川一〔人塚ぷ「一早11

本眼耳目矢療センター　盛lポ川i役所桧門会　駒木勝　1偵守　佐々木セヤ　入省朱美　H

T一スモンの会　′日日好J’・附‾l；雄　伊雌ミチ　止u＝ひとみ1‥木茂也・葉√　小ヤガ孝

菊池信）：－11一．名（Å・＼）l■；養敏江l憫美穂J’一　坂本良／・人十．中潮＝’T一葉津／一　丁一葉

偲・一川l栄／一　渋谷キエ　新l＝シノ7　日巴‘・〕：′トノJ端√　家／・ノ†鈴木書一缶i澤野典

／一　鈴直り　鎌‖　▲葉　吉日け自治　入沢lt．吏　T・lllミキ了一　長鳥賊イ・桐川降　坂本アヤ

J’一　中村エミ　仙馴■j久」ヒIlは津，瀧軋む美r Hl飢l代／・浦は！lq了一　佐々木失lM

■l●橋‘毘・井高亮　佐藤慶跡　7附左．17・優／・

ご寄付・協力金等ありがとうございます（－1′成吋l川～申戊2：川川）

往々木利雄様10，000日・鈴木廿り様50．000日・げし私様（K・lU1n，000日・

11一．れ様（S・Iミ）10，000日・【持名相HW・N）2．0日〔州・山裾／様5．0（）Ollい長rHU紀／様5．0〔仰い

組廿日日新．000日・藤娘腺隠M刷刑・人日代愛様10．00nlり・l叫附建治様10，川）【刑・

ヨガト．川／会様1日榔冊（1日5日分）持余紬うり30日の合IJ～光点会乱川川】1・

佐々木別邸様川．0（旧lリ・入れ椒（JP人様20．12111い′ト此降れ　小竹／t様12，00【川い

ギフトアトリエ益余11．柑∠lllj・鈴木【り様1．On川11・l川l久悦蟻川，000日・

ヨガ同好会（6日・7日分）様11，350lIい川又で，栗様ln月nnlり・

肘再池坊余（7／朋楠本からの上付剛氏）こう．：与川＝リ・11．橋独りH．川川り・

何々木利姐0．0榊‖・ふれあいラント祭5．00nlり・ギフトアトリエ益余111酬＝・

い．ユ久美「様15．0〔刷■いヨガ同好会樋（8日～11日）19．lHOlリ・仙仁キヨ様2．0川）‖・

†掛行住保里様10．0001リ・匿名（N・H）5．0nOlり・●冊酎Ⅰ知／一様5，0001リ・†川1町役場様GJ211り・

什々木政√様20．nnOlリ・盛肝ノンククラブ様肌nnnlリ・中村・；・りいエミ様川川刑＝・

小村公夫様5．0mlリ・ヨカ川好会様（12ノトHJ）12，71旧l■い材々本別研様lr川Or）‖・

＼・‖梢軋0001リ・A・T様200．0001リ・小曲小竹／巨5〔）川1ト・水野＝17恍2000【）lリ・

ト行役場梢且620日・ギフトアトリエ様15．2n21日・■1古橋堤・様テレホンカート＝枚・

UJ火礼71り・梯川Ⅷ仰lり・仙膜1●｛志人1．000日

〟ノブ



○国会請願募金

澤111利＝・Jl文様5．UOOlリ・入省朱美様1．000日卜Ijl休交流端の皆様6JiOOlリ・

朽々木美／一様1．00川Ⅰ卜i龍本題J’一様2．00日リ・小用牒川日′・抹10，000日J・l，川憲√様5，00WJ・

丁葉狛J’一様2．0OOlll・11捲サイ様25．000日・・lL野杉′一様川側lI卜及川■静J■・様こう．nO＝Ⅰ卜

小′功；り　一様6．200日・内r尺瑞　様．500lI卜及川律′伏在OOOlり・鈴木‖J蟻川0川IJ・

両†二キヨ・Iド人郎様1．0nOlIト㌧化‖コウ様2．0001リ・鈴木りJ’は1．000日・－一條敬√・様6，0001り・

佐々木セヤ様2．00WJ・r；丁・スモンの会様3，0（刈り・小J椚プ様川川）‖・人森みや様50【）日日・

l射吊様5．（】【）OlIい成瀬印勘J’・様1，0【）【）lり・山トキヌ様2．UOOl■卜仙踵道ノヾ様2、10叫■い

rl刊．汀門噺病の会柵19．625・佐藤勇〟僕1，0001リ・【几1日紀√様い00＝・†＿日々ホ√蟻1．2101り・

、ン．化ク二／械1．000lリ・竹■甘照美様5001リ・

こ文接ありがとうこさいました．

．ヾJ



触讐恥

監試買還丁蓋ぎ苫写

本　社岩手県盛岡市紺屋町3－11薫管冒笥東京都港区南青山

一関営業所　岩手県一関市地主町　横浜事務所　神奈川県横浜市港北区

宮古支社　岩手県宮古市新町　仙台支社　宮城県仙台市青葉区

青森事務所　青森県青森市岡造道　大崎営業所　宮城県大崎市古川

（情



I2）役目に欠Hか／巨した場合は、新たに遭圧し、任期は、l相伴帯の桟化期IJIJとする．っ

（3）役目は、辞任または任期満√後においても、後任斤が就作するまでは、その職務を行わな

ければならない

第り粂　r顧l！り

【l）二の会に顧l糊をおくことかできる〔

12）顧けりは、この会の求めに応じて必要な助‥・指導を行うものとする√，

鳥〉　帆問は、月日［会の決定に状つき、代よ理車か委嘱する，

第1（）条　√総会

（1〉　総会は、71日lll‖l代よ刊Hfか／1集し開催する

（2〉　総会の誹■jfは、‖川用の週11枚をもって決定する

（3〉　加Hl旧爪木の3分の1以仁の一挺′長かあったとき、または、理車会か必要と．一忍めたときは臨時

総会をl甘粧することかできる、

首111条　′常圧理■川会

一日1甘廿理小会は、この会の運・J▼与に山江をl‡つl軋㈲鈍行機糊である

121附　理再会は、必要に応じて代よ理・匠が〃渠する

（3〉　常任理小会の構成日は、代よ刊いJF、～．1り代表理・JL、常任理・lr、リl柳．J長、・j哨J品欠長とする、

第は条　理■jl会

（1）附け会は、総会で．粛決したり叫lに関すること、総会に堤川する■j叩1、その他この会の運胃

にl期する・笹要一叫を協議決一定する機関とする

・2）理小会は、必要に応じて代よ理車か〃渠する

13）用いJL会の川席晋は、代よ理■jい副代表理・Jい常†tfl】】本・理車・車務り長・本務IJ次長とす

る

第日粂　その他の委H会

この会の日的迅戒のため、委＝会を日貨ir・tJすることかできる

小　委1会の日貨吊には】しては、理■jl会か決定する

－21春日山は、委‖のり二選とするノ

第11粂　財政

この会のLl裡牧は、拙則rl体からの会膏、持助会7－で、‘．畑け余、‖治椿の助成金、その他の収入

によって子JうものとするJ　会門は次の通りとする√

f印力会11　勺IJu　－113000日以1二

川休会代　　作斬、人数に1川lllJを乗した余裾lとするゝlllL、Ijl体の美状に配ぼするこ

とかできる、

ぷ†r金随叫、非る（

特別会‖lは、■作業のl片目11■と亀ノ‖汁体の運常文ほを目的として、会門以外の射tj余をも■iみ

立てるものとするり　また、特別会．，lは理■げ会の／紅組を経て文日けることかてきる。

余りl咋煙は、日日日より闇圧の3JJ31日までとする√，

苅15粂／規約の改庸

二の規約の改11または、廃lLは、即■】i会の．式を経て総会で決定する。

l抑川　この規約は、竹城12て15日20日から施行するものとする。
・、l’成1的一5日l川の定例総会において、第5条〈役目）に刷代よ理車を代表肝Ifの指れこよ

り眉くことかできることとした仁ノ

・申戊20勺5JJ2川の定期総会において、第1粂＜名称＞を￥日刊．ミ難病・疾病川体連絡胤謎会

と変更した′

・半J戊22勺5JJ15日の総会において、第1‘1集の会作に機他紙（紙）の敗．亮廿を含むことについ

て、及び特別会Hlの2げillを挿入追加した。
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岩手県難病・疾病団体連絡協議会〈岩手県難病達〉規約
第1粂　名称及び小柳．J

この会は、∵汀県難病・疾病トf】体連絡協議会′岬称γ汀L■封附．札址　と称し、車務川を墟綱川】

l勺におく

第2条　目的

この会は、次の終り叫1の迅域をはかることを目的とする

伸　鮒お忠君・家族及び加盟川椿≠情＿の捌睦と経験の交流を図るし

【2）榊よそ法か酢托していない鮒病を抱えるノム君・御杖の失態を広くり．〔民に．．斥え、リ．ミ及び机川†

村の手1会的・公的対策の充‘長を期すし

（3）難病のJ京l月のIll用究明と治瞭法の相l丁を求める

り）鮒■小二●■存しむむ君と家族の軌、を尖現するため、リ．ミ1亡の協力のもとに、吏君か人l吊として

豊かに／l満てきる環境整備をすすめる、

第：粂　1業

この会は、前条の目的を迅成するために、次の車業を行う

（1）加m会H・川休の付け交流を深めるための－在勤

（2】排締出書及びその‘豪族のトj佃の育成と柚乃＿協力の接助活動

（3〉　馴舶用のlk煩・糾止・教fい就労例題なとに対する川榊的援助－．1動

棚・掛軸こl冥】する‘7習会・研究会のl朴催

（51県l勺や全回の丑用・別封JH本・ド丁．り用川体なとと迅推し、難病忠君の医埴・和泊しの向上を

期すための†．中仙

16）その他この会の目的を迅成するために必要な車業

第4粂√会日の構成

この会の会日は、難病通の趣旨に矧‖ける次の会ilとする，

ll〉　5名以仁で㈹成する附■射根差及び家族芳川休会‖

12〉　－tl会を支え、経済的な援助を行う持助会‖

第5束　子封1

この会に次の役目をおく

代よ理車

刷代よ理●Jl

常圧明日l　～一，l一名

理■jl′各川椿からl名

l蕊■甚（2れ）

■」i務丁．J長

車携り次長
第6粂　′役11のj割l巨

代よ理車、‘．・；ミ代理リ1、監車、り晒1．は、小路丁．J次揖ま肝J〔会で選Ⅲし、総会で′舟認する．

理附は．、各加tMH】体より1名遅日する。

第7条（役目の任務ノ

（日　代羞恥Jlは、この会を代よし、会務を紘書．1する（、

（2）bllJ代左肘Hlは、代ム理1日こ小牧あるときは、その職務を代行するr

（3）‘・mn叩車は、この会の運伸二はける財政、ル外、広報月の会務の遂行にあたる

り）即車は、会務の運廿日ニはける≠項の臥議を進めると共に外加盟‖1休との連綿調鮒こあたる

伯）会計監丑は、業務及び会，日を監査し、総会に報告するノ

（6）■帖軋り長は、り哨丁．J業務の貢化月として、日常業務の遽彷こあたる〕

け〉　車務丁．J次長は、車卿．J長を補佐する．、

第　粂　役目の作例：

帖　役11の作例は、2咋lNとするり　恒し、再任は妨げ虻い

，ヽニ■



難病連行車用｝

1月
11　火　第20回常任理事会－′5、れあいラント第1会議室

21　全　宮古地区　膠原病患者さんと家族の学習会一宮古地区会同庁合1階一第2会議室

26　水　平成22年度岩手県難掛目談支接センター運営協議会－／5、れあいランド

通院ホランティア（送迎支援）　97回

2月
13　　日　　まるまるひっし音楽会－ふれあいホール

15　　火　　いわてなんれん68号発行

21　月　盛岡地区　第2回療責相談会（重症筋無力症）一盛岡市保健所

23　水　盛同地区　療缶相談会（パーキンソン病）一盛岡保健所7階大ホール

24　　木　岩手県重症難病悪者入院施設連結協議会
一岩手医科大字付属病院椅l買器医療センターー

28　　月　挽問詰11号　いわてなんれん編集会議

通院ボランティア（アクセス）　98回

3月
6　　日　もやの会東北プロソク交流会一仙台市石年文化センター2F研修室3

11　日　東日本大震災　そのため下記の3項目は実施されなかった。

12土～13日　第15回前借難病相談センター研修会一峻草　「しゅうろくブラサ」

15　　火　穣閑話11号　編纂会議

31　木　難病達「小さな友の会交流会～音楽療′去～」－／5、れあいラント実1研修室

通院ホランティア（送迎支援）　83［司

軌たちは21世紀を 
きつの架け臆運動で創造していきます 

●平和の架け佑運動 
中国の貧村『河南省光山県万河村』に「緑の風希望小学校」を建設し、10年間交流 

を続けてきました。これからも日中友好・民間外交を継承していきます。 

また、戟争や災害による避難民や被災民への自立支援、医療支援活動を行っていま 

す。 

●人との架け艦運動 
心身にハンティを持つ方々に、列車による『旅のプレゼント』を実施しています。 

人とのふれあいを深め、社会的に弱い方々にも優しい21世紀を創っていき末す0 

●自然と人との架け艦運動 
人に優しい、緑あふれる自然を再生するために、「足尾銅山跡地」「松尾鉱山跡 

地」や北東北各地に、自らの手で育てたドングリを植えています。このような 
「ふるさとの森」を創ることを通じて、自然に優しい人づくりを行っています。 

東日本旅客鉄道労働組合盛岡地方本部（JR東労組盛岡地本） 

執ほ委1艮　坂本iPi盛岡市盛岡駅西通二丁目16－31（†且019－623－10日） 

パパ



牽病連行事ひ

17　　日　　ALS協会岩手県支部患者・家族交流会一釜石吉家ヒル

18月～19火　22年度特定疾患医療従事者研修会一

全国身体障害者総合福祉センター　戸山サンライズ

21木～24日　第7回岩手県難病達芙術作品展－ふれあいランド展示コーナー

出品作品一害66点・絵画15点・手工芸58点・写宍5点・文芸1点

24　　日　第9回難病連交流会－．S、れあいホ～ル・雲の信号

講話「地域での生活をみんなで考えよう」－講師　大信田康統氏

垂いすタンス・日本舞踊・ウァイオリン独奏

27　　水　宮古地域難病悪者支援機関連絡会一宮古地区合同庁舎1階講義室

28　　木　ALS協会岩手県支那悪者・家族交流会一二戸保健所

28　　木　大船渡地区　難病患者（パーキンソン病）交′充会一

大船渡保健所2階　第2・3相談室

通院ボランティア（送迎支援）　89［司

11月

1　　月

6　　士

7　　　8

16　　日

20　　土

26　　金

27　　土

28　　日

第8回岩手県難病達市町村巡回キャラバン一久慈市・田野畑村

北海道・東北フロック重症筋無力症友の会医療講演会・交流会一花巻′忌泉

第5回「童謡・唱歌を歌う会」一キャラホ→ル

第22回障害者関係団体との意見交換会▼ふれあいホール

もやの会東北フロック医療相談交流会－アイーナ8F研修室

第2回難病速ボランティア毎成講座－アイーナ6階団体活動室

第14匝】全回難病センター研究会－オーハルホール（東京新宿文化クイントビル）

第1回難病・慢性疾患全国フォーラムー国立オリンピック記念苗少年総合センター

通院ホランティア（送迎支援）　95回

第18回岩手県障かい者文化芸術祭　′5、れあい壱楽禦－ふれあいホール

22年度難病医療従事者研修会－アイーナ8階会議室804B

「パーキンソン病について一臨床症状中心に－」

岩手医科大学付属病院神経内科医師　大塚千久美先生

8　　水　盛岡ソンタクラフ　チャリティークリスマス会一盛岡クランドホテル

9　　木　神経系難病療章者及び家族の交流会一二戸保健所1階会議室

11　土　22年度ふれあい文化交流会「ふれあい文化ステーシ」－′三、れあいホール

粗病連合唱団・ウァイオリン（高山仁志）

12日～13月「J PA第10回幹事会」一

品川中小企業センタ▼（J PA．田本難病・疾病団体協議会）

12　　日　第5〔司岩手県難病達クリスマス会－′5、れあいホール・空の信号

15　　水　　いわてなんれん67号発行

15　　水　「県民みんなで支える地域医療シンポジューム」－7階アイーナホール

通院ホランティア（送迎支援）　97回



難病連行事㈲

17　　土　　日本ALS協会岩手県支部　総会一ふれあいホール

（ALS．筋萎縮性側索硬化症）

18　　日　広矧生唾病症の会（いわてすみれ会）交流会－ふれあいランド教養室

28　　水　大船渡地区　岩手県精髄小脳変性症患者・家族交流会一大船渡保健所会議室

29　　木　岩手県重症難病患者入院施設連絡協議会一

岩手医大付属病院循環器医療センタ3階会議室

30　　金　第27回難病達理事会－′5、れあいラント会議室

31　土　難病支援募金一熊本NPO′去人看年協議会　上村剛さん采盛

夢現舎ほのぼのホーム夏祭り開催－（門垂農園りんこ直売所にて）

10時～15時・募金活動

通院ボランティア（送迎支援）　92回

8月

7土～8日　いわて心腋病の子ともを守る会療育キャンプ一つといの森

8　　日　　いわてI BD（炎症性腸疾患の会）総会　医療講演会一

芸手医大付属病院西7階カンファレンスルーム

15　　日　　いわてなんれん65号発行

23　月　大船渡地区　岩手パーキンソン病患者・家族交流会－ふれあいランド雲の信号

28士～29日　北海道・東北フロック会議・難病蓮交流会In山形一悠湯の郷「ゆさ」（山形県）

通院ボランティア（送迎支援）　94匝1

9月

4土～5日　日本てんかん協会岩手県支那（波の会）サマーキャンプー宮古

5　［］　ノミ、れあいランド禦一難病達合唱団出演

8　　水　岩手県障害者施策推進協議会一県庁会議室

8　　水　岩手県車いすタンス研究会一第2松園ハイツ訪問

11　土　「東北フロックナイスハートバザール」一

ステージ出演イオン盛岡南ショッピングセンター

車いすタンス・難病連合唱団・ヴァイオリン演奏（高山仁志）

13　　月　大船渡地区　岩手県膠原病患者・家族交′充会一大船渡保健所

14　　火　岩手県福祉郡長と難病連の懇談会一岩手県合同庁舎8階行動C

16　　木　「自殺防止セミナー　一生さる－」おでってホール

通院ボランティア（送迎支援）　84【司

10月

6水～7木　第3回全因精神保健福祉家族大会～

みんなねっと岩手県大会～マリオス・アリーナ

9　　土　療責相談会一「炎症性腸疾患の食生活について」一盛岡市保健所401・402研修室

13　　水　盛同市保健所－ケース会議

15　　会　　いわてなんれん66号発行

銅



談病連行事仰

平成22年度・難病連活動行事

4月

4日～5月　第9回JPA幹事会一東京海員会館（JPA．日本粗病・疾病団体協議会）

15　　木

18　　日

20　　火

24　　土

24　　士

25　　日

いわてなんれん63号発行

波の会　総会一盛岡総合福祉センター

岩手県難病控19回常任理事会－ラント・三一ティンクル‾ム

TSK総会・北上福祉総合センター（TSK：東北障害者団体定期刊行物協会）

岩手県重症筋無力症と友の会ぎ公会－まなび学園研佗室

全国背馳損傷者連合会岩手県支那　総会　ふれあいラント

25　　日　　岩手県腎臓病の会　総会　ふれあいランド

25　　日　　いわて肝友ネット　総会－ふれあいランド研修室

通院ホランティア（送迎支援）　87回

5月

9　　日　J RPS岩手県支那設立　総会－アイーナ4回研修室

（J RPS，Ej右網膜色薫変性症協会）

15　　土　岩手県難病連　総会－ふれあいランド第1・2会議室

岩手県難病連県大会－′S、れあいランド′5、れあいホール

16　　日　岩手県精神保健福祉連合会　総会一ふれあいランド岩手内

23　　日　社団′去人目本筋ジストロフィー協会岩手県支部　総会　′ミ、れあいランド

23［］～24月　岩手県パーキンソン病友の会交流会・総会一花巷′忘泉

29　　士　広範性姪病症（いわてすみれ会）総会　′5、れあいランド

30　［］　難病連合唱団と根田幸悦発表会一県民会舘中ホール

30日～31月　第6回J PA総会　国会琶願法会

通院ホランティア（送迎支援）　85回

6月

6　　　日

15　　土

19　　士

20　　日

27　　日

27　　日

〃ノ

とっておきの昌楽禦出演一仙台市円型公園

いわてなんれん64号発行

いわて心臓病の子どもを守る会　総会－アイーナ会議室

岩手へモフイリア友の会　総会一′5、れあいラント

全国肥原病友の会岩手県支郡（ビオラの会）総会　医療講演会－アイーナ810室

社団′主人筋シス協会岩手県支那一医療講演会一アイーナ501自室

通院ボランティア（送迎支援）　90回

7月

3　　日　岩手県網股色素変性症友の会研倍会－ふれあいランド会議室・ランド館内

3日～4月　網餃色素変性症友の会交流会一雨郡富士見ハイツ

4　　月　田本てんかん協会岩手県支部　市民公開講座一しいのみホ▲ム

10　　土　第1回難病連ボランティア責成講座－アイーナ501B室
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失われた日に

希望が丘病院に避難した会員を見舞う（陸前高田市）

町かなくなった（陸前高田市）
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